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は　じ　め　に：
　この雑報6は，昭和29年農に行った調査研究の概況である。昭
和29年度の研究報告書としては，この年報のぽかに，「談話語の
実態」と「読みの実験的研究」を刊行した。なお秀英出版かち「国
語年鑑」の第1冊を刊行した。
　圏立国語研究燐はこれまで神宮外苑の三三館内に仮住居をしてい
たが，昭和29年の10月，現在の神爾一ッ橋の庁禽に移；転した。
その結果従来よりも一麟研究に便宜な体制を整えることが撫来た。
研究隣にとって一つの大きな転期と言うことが廷i来る。移転に伴っ
て，麺び延びになっていた開贋式を兼ねて，薪庁舎開きを，暇和30
年3月261ヨに行った。
　今後ますます研究調査に精進することを誓って，瑠解ある御支援
を仰ぎたい。
　　　　　昭和31年2月
　　　　　　　　　　　国立国語研究町長西尾実
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1昭和29年度の調査研究のあらまし
　国立国語研究所が本絡的な調査研究を始めてから，昭瀦29年度は第6年
鼎こ当る。昭融29年度は研究勝にとって記念すべき年である。というのは，
これまでの仮住居から，神田一ツ橋の新庁舎に移り，それまで分散していた
第…部と第二都が一つの建物の中で仕事を進めることになり，また，研究に
必要な施設を，ようやくにして持つことが檎来たからである。
　昭秘29年度における調査研究爆弾は次のようである。
〈1）　話しことばの調査研究
　　　　アクセントや溝濁の上などで，語形の不確定なものが少なくない。
　　　　これらを決定するための営門調査を行う。
（2）　書きことばの調：査研究
　　　　酋年下に引き続き，総合雑誌を資料とする語彙調査を行う。先年行
　　　　つた婦人雑誌の語彙調査が，滋として｝ヨ常生活の語彙を知るための
　　　　ものであったのに対して，総念雑誌のは，主として文化的な語彙を
　　　　難るためのものである。
　　　　なお，文部雀試験研究費締助金を得て，当用漢字の実施によって生
　　　　じた問題とその解決法の研筆（第二：1年度）を行う。
〈3）　地域社会の言語生活の調査研究
　　　　各地に配置された：地：方調査員によって輝国各地方言の概観調査を行
　　　　う。
　　　　また前年度実施した愛知娯岡崎市における挙教：語踏査の集計分析を行
　　　　う。
．（4）雷語能力の発達に関する調査研究
　　　　小学校児童が一年から六年までの問にどのように鷺語能力が伸びて
　　　　行くかの調査研究の第2年穰であり，第二学年の児童を対象として
2　　　　調査を行い，かねて補充調査として新一年生についても調べる。
　　　　また国立教育研究所の学ヵ丞準調査に協力して，その園語科の問題
　　　　作製・分析等を行うG
（5）言語の効果に関する調査研究
　　　　高校生が，新聞についてどのようにして近づいて行くか，新聞文章
　　　　の理解力はどのようなものかを調査する。これは文官省総合研究費
　　　　を得て，日本新聞協会等と共同研究で行う。
　　　　また，NHK放送文化研究所に委託して，放送が児童の雷語にどの
　　　　ような影響を与えているかの調査を行う。
（6）国語の歴契的発達に関する調査研究
　　　　音声吏研究の資料として，声明等を録音保存する。
　　　　また，明治時代の言語を調査するための準備調査を進める。
（7）特殊墜下の調査研究
　　　　随時起る問題を処理するための調査を行う。特にソナグラフによっ
　　　　て日本語の母音の分析を行う。
（8）　圏語関係文献の調査および収集整理
　琢上の項碧を，各研究窒が分画して調査研究を実施したが，：本無度の研究
機構は次のように定めた。
　　　　　　　　「話しことば研究輝輝実写
　　　　　　　　　　　中村通夫（主任）大石初太郎　飯豊毅一
研究第～部　　　　　　　宇野義方　進藤咲子
　部長岩淵悦太郎一一書きことば研究窒（旧第2研究蜜）
　　　　　　　　　　　林　大（主任）永野賢斎賀秀夫
　　　　　　　　　　　水谷静夫　石綿敏雄
　　　　　　　　一一地方言諮研究蜜（旧第6研究蟻）
　　　　　　　　　　　岩淵悦太郎（主任。兼）　柴田　武　北村　甫
　　　　　　　　　　　勝元菊雄　上村幸雄．山之内るり
研究第二部
　部長　輿水　実一
嚢　麟　室一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　　庭…！藷教育研究窪韮ミ（1臼第4在〕7f多壱塞）
　　輿水　実（霊任・兼）　高橋一炎　．卜＝甲幹一
　　芦沢節オ寸石昭三
一　雷語効果研究蜜（IEI第5研究蜜）
　　平井畠夫往任）　林四郎、襟勘愛
　　岩淵悦太郎（主任・兼）　村尾　力　有賀憲三
　　　広浜文雄高禰太郎欝沢典男渡辺友飯高照正治
　檎年度までは各研究室に番号を付けて呼んでいたが，本年度からは，各研
究黛が分扮して行う研究内容を示すような名称を付けることとした。i潤時
に，これまで国語教育を抱当する研究窒が二つ（第3第4両研究窒）あった
のを一・つにまとめた。
　研究第…部は現代語の調査研究を行うのを厨標とする。この現代語，こと
に共通語を，その表現方法から話しことばと，書きことばとに分け，それ
ぞれの問題を，「話しことば研究黛」と「霧きことば概究室」が分撮する。
「話しことば研究窒」では，本年度は特に標準語を確定する上で一つの聞題
となる語形確定の問題を取り上げ，「書き’ことば研究室」ではこれまで引き
続き行って来た藷彙調査を；＝iri心とし，また用字の閥題を取り上げた。
　現代語としては，共通語のほかに，各地に方鷺が行われている。そこで
「地方言語研究窒」は地：域祉会に行わオ■ている複雑な言語生活を明かにし，
そこに横たわる聞題を解明することを尉面とし，本年慶は，訪・年度行った岡
騎市における倣語調査の集計分析を行い，また，各地に在住する地方調査員
によって，各地の方言について概観的な調査を行った。
　第＝二部では，「国語教奮研究室」では，これまで第4研究室が行って来た児
電の露語能力の発達の謂i査を81き続いて行うこととし，実験学校（東京都新
宿区閤谷第六小学校），実験学校に準ずるものとして神奈川祭中郡比汝多小
学校，’ ｻのほか協力学校を用いて，第二学年生を中心として，観察し，また
テストを行った。「雷語効果研究室」「では，新聞放送等のマス。灘ミ＝，　＝ケ
　4
一一一 Vnンにおける言語表現の効果の問題を拙当することとし，水年度は，1］
本新聞協会その他と共同で，全日制高校生について新聞の利用度，理解三等
の調査を行った。
　「資料窒」では，例年通りの文献目録の作製等の像かに，国語の歴史約発
達を研究する都門として第三蔀設置をめざして，種・々の準備的調査を行い，
ことに，明治時代を巾心として語彙，文体の調査を行うための準備をZrつ
たQ
　一年間に現われる各種の国語関係の資料や動向等を詑録する意昧で，圏語
年鑑の刊行を考えたが，本年その第一冊を刊行した（秀英出版発行）。また，
この年鑑につなぐ意味で，年鑑刊蕎以前の国語関係資料（明治初年から昭和
27年までの刊行書を中心として）をまとめ，「明治以降国語学関係刊行書目」
として秀英開版から刊行した。
　文獺省輸入機械購入費を受けてソナグラフ（音声分析機）が研究所に入っ
たが，この機械はかなり複雑微妙で故障が少なくない。しかも故障を起した
場禽は専門家の手によって修理する必要があり，実際に実験を行うのには稲
詣の困難があった。：東北大学永井研究室はこのソナグラフを利用して母音の
分析を行い，人工的に母音を再生することに成功した。（岩淵悦太郎）
5語形確定のための基礎調査
A．　目 的
　話しことばの中には，票クーボク（僕），イリクチーイリグチ（入口），論
ジルー論ズルなどのように，音声的にもしくは文法的に語形が不確定である，
いわばゆれていると雷われる語が少なからずあり，それらの中には，今日の
温語生活の上でも，しばしば問題とされ，一般の二心の嵜せられているもの
が少なくない。そのようなゆれている語を，アクセン｝・音声・文法の類に
分けて整理してみて，
　　ゆれている語に．はどのようなものがあるか，
　　回議構造上，どのような点にゆれがあるか，
　　ゆれている語がどのように．行われているか，
　　ゆれている語に対して，入々はどのような意識ないし意見をもっている
　　か，
を解明して，標準語制定のための一資料を作ることを目的とした。
　　　　　　　　　　　B．計　　　　画
　この調査のために2年間の作業を予定し，本年度は，主として文献につい
ての調査を計画した。
　（1）ゆれている語とそれについての意見。説明とを，できるだけ多くの研
　　究文献から収集してカード化し，分類整理する。
（2）各種辞典類からゆれている語を叡弔してカー・ド化し，分類整理する。
　⑧　ゆれている語の特定のものについて，辞典類や研究文献におけるあり
　　方を調査する。
　（4）ゆれについての意見や説明を分類；整理する。
6（5）研究文献索引を作る。
以上のω～（昧よ・て・綱査脚の各卿勢て鄭納に解明はう
とした。
⑥来年度に予定されている意見調査の準備をする。
　　　　　　　　　　　C．担　　当　　者
話しことば研究窒の次の5人の所員が共同で調査を行った。
　　中村通夫　大石初太郎　飯豊毅一　宇野義方　進藤咲子
なお，臨時筆生2人が所員を助けた。
　　　　　　　　　　　D。実　施　経　過
1．　一F寵の文鰍から，ゆれている語を収集して整理した。（4月～6月）
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　　　　　　　　　　i明日の瞬本語
規範釣対歴史約臼唯事：
骸の誠　　｝
国語の規準　　　　　i
吋村敏樹満川喜醐轄躰繊雲偏角孕
絡助詞「が」と「を」
との誤fFj＊
だ濡事形容詞の語彙＊
国語音声学
国語・発音アラセント
辞典解説＊
標準語と棄票弁＊
アクセン｝の型につい・
て＊
日本i搭のアクセント＊
東京語に於ける母音の・
無声化について＊
国語法赫詞論
がてら，ながらの：文法
上の地位＊
清七物知り帳＊
標準語のアクセント教：
本
方欝研究の方法につVX・
て＊
方言研究廼関する卑晃嚇
抑と鰯＊
句読法について＊
口曳のおなじ，おんな・
じ＊
「お一になる」考＊
環帯語の基本的音潴に．
ついて＊
東亜日本書論
固有’名詞に，おける音調’
比較＊
万器と方本学
国語学新講
アクセント教育の問題激
標準語と方言＊
方言の研究
標準語と東京方雷＊
国語と国字間題
東京語に於ける惹志形’
と推量形＊
論著（編）春名 激轡名（＊判繍（編）瀦
　　　　　　　　　9
：書名。論交名（＊をつ
けたもの
巾　村通夫
永田吉太郎
1服　部　嘉　香
??????
??〜??????
??????
????
．松尾捨次郎
松下大三郎
松　坂　忠　則
、松　村
???
、三上　　章
三ケ尻　　　浩
：満田新一郎
三宅武郎
東京語の性格
現代日本語の傾向＊
二二i叢（シモフナの発
‘音について）＊
コトバの混乱＊
敬語助動詞ナナル＊
否定形式の概観＊
国語：，国字，：文章
国語，国宇問題の根本
義＊
私の語を終へます＊
語彙調査iについて＊
補助用言とその派生問
題について
辞書など＊
これからの国語
二二学精義
国語政策論＊
方欝と国語教育＊
国費と日本精櫛
アジアかアジヤか＊
筆に任せて＊
二本俗語文典
標準潤本口語法
東京児童の凶音につい
て＊
：文学における：丁寧＊
こんにちは欄＊
主格褒現における助詞
「が」の問題＊
「水を飲みたい」とい
う賜い方について＊
簗京語の実態＊
語法研究への一提試＊
形容詞の葱昧変化につ
いて＊
いわゆるA型Bl型アク
セントはどうなったか＊
岐路に立つガ行音＊
アクセントの問題＊
葉京下町の動詞活用に
ついて＊
　　　　　　　　東京アクセントの三襲
　　　　　　　　観と二段観に．ついて＊
　　　　　　　　音声口語法
　　　　　　　　アクセントの話＊
　　　　　　　　放送国語批評＊
　　　　　　　　問いと答：え＊
　　　　　　　　アクセン｝に．ついて＊
　　　　　　　　東京語のアクセント＊
　　　　　　　　腰本語の畜韻＊
　　　　　　　　圏語の議題＊’
　　　　　　　　国畏学校アクセン｝教
　　　　　　　　本エ，2学年
　　　　　　　　標準アクセン｝の一問
　　　　　　　　題＊
　　　　　　　　騨民学校アクセンF解
　　　　　　　　説エ～4年
ミヤモト。ヨウ　融藷：改良のi近道寧
キチ
3ぐ部省国語諜　屡1蕎細断｝題閲答2
櫛　瞬　国　男　標準語と方言＊
　　　　　　　　略語史論＊
　　　　　　　　標準語と方醤
山崎末彦外来語の法購性＊
　　　　　　　　時鷹師表現＊
山　崎　　　麓　江戸語雑詑＊
1工i－e憲：一痴；　｛づ帽りゃ，なきゃ，なく
　　　　　　　　ちゃ＊
山　下　正　雄　音声欝譜の修練＊
山　醸正紀　羅語教育のための霞譲
　　　　　　　　概説
　　　　　　　　式亭三馬と方言＊
山　田、文　子　～年の入王指導の反省＊
山　醸　む　め　アクセンFのずれ＊
湯沢幸吉郎活用の変った動詞＊
　　　　　　　　敬譲語1について＊
　　　　　　　　江戸語と葉京語＊
　　　　　　　　現代口諮の実根
　　　　　　　　属定読本と標準誌＊
吉　田　澄　炎　近世語と近f猛文学
10
論著（編）者名 総轡名慢つ論繍）翻心愚無名（＊をつ
苔　田　澄　曲
学　田　霊　則
秋田喜三郎
和　田　　　実
都竹通年雄
園　池　公　功
宮　田　幸　一
平　山　輝　男
松　宮　A　也
iR　iの標準語＊
国語問題をめぐって＊
圏語教育の諸問題＊
赤とんぼ＊
動詞の連糟形のアクセ
ン｝＊
国語のアクセン｝研究＊
日本諮のアクセントに
閥する私の論式＊
糠準語アクセント設走：
の問題＊
「ゐます」と「ありま
す1＊
平進倉小
?????、??????
??????????????
???、?????
圏語学に於ける朝鮮語
の問題＊
園語教育の立場から＊
：文法は乱れてみるか＊
東墓藷と標塗語につい’
て＊
清むか濁るか＊
臼本人の語感＊
「お話」も「話」も正し
い＊
地名人名の敵軍音訳＊
謡を終ります＊
以上の砥かに，なお次のようなものがある。
書名・撤名　所収書誌引書名・論丈名 所収書誌名
国語の反省（座談
会）
i現代i搭の反省と醇
化のために
談話蓋
座談会
コトタマ往来
ニホンかニッポン
か
ナンバとナニワ
むつかしい1翼有名
詞の読み方＊
漢語動調の調査
耳
（H本語・3の3）　！
（日本語　3の6）
　　　　　　　　　　座談会
く屡語運動　3の！0・
4の3，4の7，5、諒すの3）　　　　　　　　　　ラジオ（暗評）
騨二一2の、相灘
簡騨協会々報3，微藷の離
S，6，7・8，10，i敬語の閣題
lli翻i欝i鷺露恐ぬき
lls　43・4覧4隅i文研月報
（嬬と能率・3）噴鱗答
　　　　　　　　　i油鼠読諏
（文書と自旨率　14）　　　　　　　　　i言語問題往来
　　　　　　　　　　街の言語間題
　　　　　　　　　　ことば（言語生活　2）
　　　　　　　　　　国語研究会記録（言語生“if’1，　2，　3，　；
　　　　　　　　　　整理の近況報告4，　5，　6，　7，　8，　9，　］
二Ll，　12，　14，16，17，
18，　19，　20，　22，　23，
25，　26）
（欝語生活4，6，］．4，，
16，2エ）
（言語生活9）
（護昌語盤？舌　　19）
（言藷生濡　16）
（峯斤聞JI－」語研究　　36＞
（新聞用場研究　39＞
（新聞用語研究　　45＞
（昭25～29）
G昭26～27）
（騒藷教育19の7）
（臼本放送協会）
（薔語問題2の5）
（言語問題2の4）
（放送：文化　9の6＞
（コトバ　4のll）
（詳聞協会々報）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
　2．文獄から収集した語を，雷語構造の上から分類整理してプリントし，
また文献～覧を作ってプリントした。　（7月～S月）
　以下，アクセント。音声9文法に分けて経過を記す。、
　アクセント
　（1）臼本放送協会編「日本語アクセン｝辞典」（昭灘26年版）鴬よび金田
～京助編「聡解圏語辞典」　（旧版）について，二つ以上tのアクセントをもつ
語をひろい，分類整理してプリン｝を作成した。　（9月～12月）
　この二つの文献は，ゆれているアクセントの例をかなり多く含むばかりで
なく，それぞれ定められた基準によって，アクセン〉の型を順次に配列して
ある。「1三1本語アクセント辞典」はヅ般に用いられている方を先にかかげ，
　1明解顯語辞典」は古くから東京に行われていたと見られるものを先にかか
げている。このようにその基準が互に異なっているので，われわれの調査に
関しては，腐力な参考資料になるものと考えられる。
　（2）吉沢義則編「新穂懸」，平山輝男著r全礒本アクセントの諸相！につい
て｝翔様の調査を行ったG　（12月）
　③　1．の文献調査から得たアクセントのゆれについての壷金。説明を分類
整理し，プリン5した。　（1月～2月）
　（4）　意見調査のための調査語選定の準備をした。（3月号
　畜　　声
　（1）金座京助編「騨鯛語辞鯛（改訂版）について・語形のゆれている
語をひろい，分類i整理してプリントした。　（9月～11月）
（一9）木村謹治編r和ig大粟則につV・て，清嗣形のある語を調査した．
金田一京助編r辞海」について，母音に長短2形をもつ語を調査した。「白本
場・セン徽」・r明画趣則（改訂版）につ噸騨嚇獅
音をもつ外来語の調査をした。以上それぞれプリントを作成した。（1乞月）
　③　日。の文献調査から得た音声のゆれにつbての意見・説明を分類整理し，
プリントした。（1月～2月）
ユ2
　（4）意見調査のための調査語選定の準備をした。（3月）
　文　　法
　（1）1．をさらに補正しながら，言語構造的にどこに問題があるかを検討し
た。（9月～10月）
　（2）各種辞典類・文法書などに，
　　a．　1字の漢語を語幹とするサ変動詞を中心とし，二つ以七の濟用をも
　　　つといわれるサ変動詞
　　b．五毅・上一段の二つの活用をもつといわれている動詞　（「飽く一飽
　　　きる」など）
　　c．形容詞・形容動詞の二つの活用をもつといわれている語（「暖かv・一一
　　　暖かな」など）
について，’どのように取り扱われているかを調査した。いずれもプリン1・を
作成した。（11月～12月）
　③．1．　の文献調査から得た語法のゆれたついての意見・説明を分類整理
　　　した。（1月～2月）
　（4）意見調査のための調査語選定の準備をした。（3月）
　　　　　　　　　　　E．結　　　　　弾
弓蹴もの叫て・あら・熱るす・次の通りであ・・
アクセン5
儲燃（P・1）かち騨たも唖べ…72例鋤…43伽
ア・センゆ幽・，・掲・一叫却示す・とに弾ぽ羨の内諮
俵9〔表・ゆ通りTあ・1
13
〔表1〕裂が二つあるもの
蝋・・234・ 〔表2〕型が誠つ以上あるもの　型．、．岡　『　　型．．．
i　i　293
2i　95
3　i．！62
41　77
5i　23
6i’　3
，i　l
gi・　I
　t
133
．62　68
20　14　ik2
　2　4　4　26
　！　2　　3　8
G。工。2
0．1．3
0．1．4
0．2．3
0．2．4
0．3．4
0．3．S
O．4．5
?????
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　（，jN：．一1一　1，　］．04ailJ）　（ijxS一一1’　39ffEl）
　このうち，次のような語は，比較的多くの人に問題にされている。
　　0・・1　ス（巣），m（世），ボク（僕），デンワ（電話），トモニ（共に），
　　　　　ヒバチ（火鉢），オンガク（音楽），
　　0・2　ニジ（虹），ソング（注ぐ），タマゴ（卵）
　　1・2　ヵミ（神），サカ（坂），ハハ（母），アサヒ（朝日），トマト
　　103　ネヅシン（熱心），アカトンボ（赤蜻蛉）
　　3・4　アシオト（足音），アシモト（足元），カミナリ　（雷），ソノトキ
　　　　　（其の時），モノサシ（物差），ヨロコビ（喜び），カンガmル（考
　　　　　・える）
　　4・5オホシサマ（お星様），夕ヵラモノ（宝物），ヒ〉リゴト（独語）
　　5・6　テンジンサマ（天神様）
　2．　「嗣本語アクセント辞典」からは5，033例を得た。分類の結果は次の
表の逓りである。
〔裏3）型が二つあるもの
ヨ魁2じ・・同・回・註・回計1塁
1．2．3　1　3
エ．2．4h
2・3・4　1　1
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（コード）
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〔衰4）型が三つ以上あるもの
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3．　「明解国語辞典」（IH版）からは二つの型にゆれているもの7，　289例を
得たρその内訳は⊂表5〕の通りである。
’（表　5〕
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腰　位
（音節） ・｝・｝・い｝・四・1・
”’‘’“
目
諸文献から収集したものは延べ2，248例で，その内訳は次の通りである。
例縦駿文iカーード数男弩類
サカンーシャカン（左宮）
一ゲor　」ク（下宿）
ゲシク1工563
A　音節の粗違
a．直音と拗音
18
類 刎
　b．　促音と他の音節
　c．擾音と他の音節
d・母音の桓違によるもの
　　　　　工重母音と長母音
　　　　　有声と無声
　　　　　一母音相互
e．一“，t．nの縮違によるもの
　　　　　清音と濁音
　　　　　異なる破裂音
　　　　　異なる鼻音
　　　　　異なる摩擦音
　　　　　異なる破擦音
　　　　　破裂膏と轟音
　　　　　破裂音と摩擦音
　　　　　破裂音と破擦音
　　　　　摩擦音と破擦音
　f．1子音の有無によるもの
　9．その他
　h．　一畜巳鄭と二調節
B　音節の有無
　a．促音
b・三脚
　c・　短母音と長母音
　d．その他
C　音節の転換
　a．母音の転換によるもの
　b・子音の転換によるもの
瞬
　　37i
　　47
カード数
761，
69
±23
302
????????
?〔???
?（》?（?
?）?
104
フフ
175
??72
??? 【
????1
例
1
98
44
98
129
??
アタタカイーアッタカイ　アマッ
サエーアマツナエ
オカエリナナイーオカエンナサイ
イロイロナーイロンナ
ケイサツーケエナッ　オモウーオ
モオ（思）『
キシャーキシャ（汽車）クフウ
　　　　リークフウ（工炎）
　　ハイーハエ　アソコーアスコ
カカトーカガト　ムソカシイーム
ズカシイ
バイオリソーヴァイオリン　ヤブ
ルーヤブク
カグーカム
ケハイーケワイ　プラヅトホオム
ープラットフォオム
スケデュウルースケジュウル
コオトオガヅコオーコオトオかッ
コオ　サビシイーナミシイ
ナデルーナゼル　カラッキリーヵ
ラッキシ
ティィム・一チイム　ビルディング
ービルジング
マヅスグーマッソグ　シソーチソ
（紫蘇）
ホオーホホ（頬）ウデルーユデル
カイイーカユイ　イイーヨイ
フィルムーフイルム　フェルトー
フエルト
ヨヅポド心外ホド　アソクッテー
アソクテ
アンマ）一アマリ　オンナジーオ
ナジ
イッショグンメエー・イヅショオケ
ンメエ　セーセエ（背）
カツオブシーカツブシ　ダイドコ
W一ダイドコ
カッキリーキッカリ
ハラッヅミーハラヅツミ　アトシ
ザリーアトジナリ
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類 珊 1緻匪遺 例
　c．　その他　　　　　　　　　　3
D音よみ・翻よみなどによる　　290
　相違
E工語以上のつながりと融合瑚　Sフ
　5
349
i37
ダラシナイーシダラナイ
コオランーカクラン（掻括L）ライ
ナンーレイナン（礼讃）
テワーチャア　テイルーテル
?? 1　1，　s611　2，　24sl
　以上は大まかな分類を示したもので，さらに細かく分類してみた。その結
果，雷語構造的にどのようなものがゆれているかが，ある程慶明らかにされた。
　文　　法
1．　諸文献より収集したものは延べ1，041例で，その内訳は次の通りであ登。
　　類　　鋤．轡挺幽　　　例
A　動詞の活朋
　　　五段一上一’
　　　五段一下一
　　　ナ変一一五段
　　　サ二一上一
　　　そ　の　他
B　動詞の活朋形
　　　音便形
　　　命令形
　　　未然形
　　　そ　の　他
C　類似の鋤詞
　　　頬似語
　　　複合語
D　形容詞。形容動詞の活屑
E　形容詞。形容動詞の濡用形
　　　連体形
　　　終止形一連体形
　　　そ　の　他
F　類似の形容詞。形容動詞
????????
1
8
??
???
　飽く一飽きる，減ぶ一滅びる41
　任：す一任せる，廃る一廃れる42
26　訳する一訳す，なくする一なくす
　感心する一感心しる，甘んずる一86
　甘んじる
6　低う一｛云わる，うる一え，る
　歩いて一歩って，浴うて一沿ってk8
　起きろ一起きよ，くれ一一くれろ5
　こよう．一きよう，こられる，き・ら5
　れる
　建きまい一起きるまい，こやしな15
　い一き・やしなレ・
26～ている一～てある，へす一一一一一へら
、Gぼろ。繊。一、ろ。んで迎え
　る
31暖かい一陵かな，大きい一大きな
22大粒な一大粒の，正式な一蕉式の
3　き・れいだこと一き・れレ・なこと
9．無理ならぬ一一無理からぬ
7よい一いい，～て像しい一～ても
　らいたい
2e
類 別
G
??
?
類似の名詞
翻詞の照応
類似の醐詞
助　動　詞
　　使　　　役
　　受　　　身
　　打　　　消
　　可　　　能
　　意憲・推蚤
　　断　　　定
　　その他（活用形）
　　そ　の　他
助詞の連結
助詞の交替
　　：格　助　詞
　　副　助　詞
　　係　助詞
　　接続助詞
　　そ　の　他
M　敬 　　語
接頭語・接罷語
特別の語（体言）
特別の語（その他）
動言司・助動詞
位　　　置
重　　　複
！劇・三塑 例
7
???
17
11
34
16
9
20
?
64
83
???
24
13
361・
3
20
66
9
7
1獄∴撚∵ら
33i黎と7駒に・泣く泣く一泣き
24Z論泣か鱒陶さす一F7F
　ミエli～さされる一んさせられる，飾ら
　iれてある一飾ってあう
43桙ﾈ肺ぱならなレ…傭ら
l／難∵難導坑?｛
　　よう一しよう
2’苑ﾋ亀馳のでs・　Nま
23i～ませ一～まし
・・i飲みた、、ようだ＿騰たいみた、、
　降った道一曲っている道
66iどこへか一どこかへ，どこやらへ
i一どこへやら
　ミ’07蜊u論鰭み蜘雨
　ミ　4i活動へなんか一活動へなど
　E叢叢至菟欝嚇τ驚
1で一蹴したから
13i誰も一誰もが，行くなら一行くな
　iらば
44おかあさん一おかあさま，おコー
　　ヒーーコーヒー
131わたくし一わたし一あたくし一あ
　廉し
251おっしゃる一申し．しげる，召上：る
　　一お食べになる
．72お使いになる一お｛酬いなさる一｛吏
　　われる
／物鷹ていま蘇砺
　71お帰りに．なる一お帰りになられる
2i
類
?? 件数1カード数 例
　　　そ　の　他
N　そ　の　他
　　照　　　応
　　　文語的表現
　　　そ　の　他
　　　　　　．計
4
　3???
，ss1
4　いらっしゃレ・ましたか一一いらっし
　ゃいまして？
3どれ像どわかったのかどうだった
　かは～
33御出席あらんことを希望します
22～させていただく，～ですけれど
璃
　これらはさらに細かく分類された。その結果，言語構造的にどのようなも
のがゆれているかについての見当をつけることができた。
2．　三字の漢語を語幹とするサ変動詞を中心とし，サ変と他の活用（五段，
上一段）との閥でゆれている動詞を調査した結果は次の逓りである。
螺？騨i例四四」識i器舗1論翻論撫
　　　をを～み，～に
一字の漢語
　～（ツ）
　　　～イ
　　～ウ
　　～ン〆
　　～ク
　　～キ
　　～（ヨ）
一字一音節
漢語
その他
先んずる
決する
愛する，
命ずる
織する，
慮ずる
感ずる
熟する，
倶する
澱する
処する
心する
こうずる
為損ずる
??????
?????
?
?
??????
【?
61　I　　　　　 l
　　　　　　l6
sl　s　io　1
　　　　＊＊＊1
8110　！　3　1（1）
iol　I　　　　　　l囁12131ω
　22　1　　，g　1
　エ4　1ユ0　8（5）t
17　241
1　II
3　22　6（1｝
thO　8（3）　5　i2（1｝
25　14（1）　i8
1　l工
小　　活
計
映8U型・日29：431r441・・ω1・日・目48i28ωi・・1・・（・｝
6工8 37 IOO（7） 8 123（6）
注　＊①は湯沢幸吉郎著「現代q語の実相」，②は福漂麟太郎・山岸徳平編「・一マ
　　字で引く麟i騨僻典」（前3分の1のべぬジについて調査），③汰金照一京助
　　編「明解國語辞典」④は岡本好次編「新撰和xス辞典」。これらを調査資料と
22
　　して取り上げた理宙は次の通り。①は現代語のゆれている丈法現象をかなり
　　綿密に詑載している。②③は現代話しことばを重視しており，かつ調査に手
　　ごろの分鎌である。④は「編纂の：方錯」によれば，武信細太郎編「武信霜英
　　辞典」，竹原常太編「スタソダ■・一　S和英大辞典」の見繊し語を全部採録して
　　あるとあり，話しことばをかなり：重視していると思われる。
＊＊「重：んずる・先んずる」など「～み・～に」（：重み。先に）に「する」のつい
　　たものといわれるものの語幹の性質をこのように示した。
＊＊＊　（）内は五段動詞あるいは上一動詞としてのみ記載されているもの。
F．次年度の見通し
　本年度の文献調査の結果にもとづいて調査語を選び，被調査者を閣語の専
門家ないし国藷に閣心が深いと見られる一般文化入から選んで，意識な：いし
意見の調査を行いたい。それによって，主として，語形のゆれている語につ
いて標準的なものを考えようとする際の基準の種類とその具体的適用につい
て明らかにして，標準語制定のための基礎資料を得たい。また，語形のゆ，れ
の起る要困・条件についても，この調査方海ミによる限りにおいて明らかにし
たい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大石）
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総合雑誌の語彙調査
A．　総： 説
　さきに新聞及び婦入雑誌の用語につhて調査の成果を報告し，昭和28年度
において総合雑誌の語彙調査の準備を行ったわれわれは，昭和29年度に，姥
較的大きな焼槙での，総念雑誌の語彙調査にとりかかった。われわれはまた
別に，28年度にひきつづき・「当栢漢字の適用によって生ずる問題とその解決
法の研究jの題で，文部省科学試験研究費の交付を受けたが，漢字の性格を，
語粟の広い見渡しのし”．で明らかにするために，その研究を，上の語彙調査に
併念して行うこととした。
　この調査のための材料には，総禽雑誌およびそれに近い内容を持つ雑誌と
して次の13種をとりあげた。
　　改造　解放　世界　三三　中央公論
　　文芸春秋
　　学園評論　国罠　心　入生手帖　日本及び51本人　ニューエイジ　平辮
　これらの雑誌の，昭和28年7月号から昭秘29年6月号までの本誌および別
冊附録と，その期間申に出た増刊号との本文（写真のページ等を含み，広告
等を除く）を調査対象とし，金体約二万三千ペー一tジから，無作為にエ120ペー
ジをぬき，更にそれぞれの雪ペー・ジ分を無作為に選んで，その部分に用いら
れた語を標本として採集した。　（以下概数は漢数字で哀わす。）
　この調査で用いる雷語単位は，婦人雑誌の用語の調査の際に携いたものよ
りも，一般に雷って短い，新たな基準による単位（われわれはβ単位とよぶ）
である。かような単位で数えて，母集照の大きさは，九百万語と雄測され，
標本の大きさは二十四万藷と予定された。
　β単位の詳細は，奪体の報告書を公けにする時に譲るが，一例をあげれば，
24
次の文章では，／／でかこまれ，下線を施したものが，β単位の語として取
り上げられた。
ノ璽／謎／は，／ま遺，仁／勤の／蟄（盤yこ：／勤ではあ6たが）の／璽！e＝／
　／獲旦／・／孟／の／盤／に／堕／を／i婁鉱／た／よ互／な／＠一／である。／毯≦ζ／の／蛮／は・／コ／塞／
　ノの／　ti＝｝船／に／はじまり／，／そして1，／－／艘／の！入船／に／よっ1て1幕1をf湖じ／た。／昭
献燈塵／～～／旦！±／△／旦／班／，1置垣1港1を！鯉i／』／た趣型／鑓i・／塵勘却の／・
　／後ノを！＝＝／般／の1豊凶／鐙ノで／港外／誕／追2ノて，
　カード採集は，リプリント方式＊により，その印刷は，タイプ孔版印橘を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採用した。そのための準備として，抽煽ページをぬきばり｝こ作り，12．5×9cm
のfO　・一ドに収容し得るように，450字以内で適当に区切り，いくらかの記号
を定めて，わりつけを行った。カードの種類は，千百余種になった。（＊『婦人．
雑誌の溺語』参照。）
　それぞれの種類について所要の放数を，1組ごとに，1枚の指定カードを・
作って採集すべき譜にマークし，その指定に従って1枚の採集カーードを作
り，見禺しや必要な注舐を書き入れた。印刷校正については，孔版原紙にお・
いて二人の風を通し，またカード採集については，2回の検査をくぐらせな・
がら作業の質を統計的に管理した。
　整理は，あらかじめ決めて1置いた集落（無作：為に組み念わせた10ページ分
の本文）を単位として評定カードを五十音順に排列し，その結果を整理票に
記入・集計する。この作業は，29年度をこおいては，標本全体で56個の集落の
　うち14個に．ついて完了した。
　以下の記述のうちB，C，　Dの電飾は，この整理のすんだ14の集落につい
て分析した結果である。他の42の集落については，30年度に整理し分析する
予定である。上の14集落は，調査材料として選んだ13誌のうち，改造・解放・
世界。世潮・中央公論から標本として抜かれた28集落を更に無作為に・振り分
けた半数の都分である。ここには，標本として延べ六万語が採集されている。
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母集団の大きさ900万語
　　人造
言二三
＝pt
?
??．．???
樋芸文
?
　十
．．．．H一一”’
　語
改造
　　　整理のすんだ・
　　微六朧聯・大・・勿
　二十鱈万語
解
　放
嘉．
曙矯・
来整理
六万語
?
?
???＝?
㌦????????
?
（林）
　　　　　　　　　　　B．．　’使用度数の多い199語
　　延べ天万め糠本について整理集計した結果，そこには約一万の異なった語
　が，用いられていることがわかった。そのうち一語で40回以上くりかえし摺い
　られているものが199語：ある。
　　この三99調馬檬本上体の
　　　　鋤り聯で2％　　延べ麟で42％
　を占める。．
　　語　璽　褻
　0慰t｛しのか仁かなの潜き’方はr婦人雑誌の用語』の例による。〔カリルは～験濡用
・　　（借），カジ・ルは五段活用（刈）の動調，ナィは形容詞（無）o〕
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0漢寧は意味の注詑として加える。必ずしも実際に用いられたものではない。
○標本度数め右に付詑するm一マ字は，その語が，それぞれのローマ字で代表される
　以下の書物に収載されているものであることを衷わす。
　（コウ←かく，デル←いつ，ワタクor　・＝非公，自分等の形態上，意昧上の変化を
　含む。）
　　M：万：葉集（万葉集総索引による。M’は詞書の部分に兇えるもの。）………99語
　　G：源氏物語（対校源氏物語用語索引に．よる。）…・・；…・…………………・…・1G9語：
　　P：パジェス・灘仏辞典（臼葡辞書1603およびその補遺1604の藤接また閥接
　　　の仏訳）（1868）…………………………・一………一…・…・…一………123語
　　H：ヘボン・和英英和門門集成（第三版）　（1886）………・…一……一…181語
　　丁：武信・和英大辞典（ユ919）……・・……・…・一…………・…一…………・・183語
　　K：国際交化振興会：日本語基本語彙（ig44）…・……・…・…・…………・…・127語
　　　　　　　　　　　　　　F　　　　I墜・．．と．ば．1灘l
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ーー
72?????????????????
?…???」〜???｝㍉??????
8
〜? 〜 ?〜
????
コウ
シホン
ハチ
ヒトツ
ヤリiA・
　トリ・乃
ゴジュウ
シャカイ
ジブン「
ガ1
セン、
クニ1
ニヂ
．オオキイ，な
ウンドウ
タイ
ボウ1
コグ
セカイ
キョウサン
ナン㌘・、
・グン＼
ぱア・ル：1
・・ Vチ
ジユウ
、ジン
バアイ
ggr　ドカイケソ．
? ? ??????? ?
。??????
?????????????????
??????????????????94　i MGPHTK
　　　　TKMGPHTMGPHTMGPHTK
MGPHT　1〈
　G　　T
　　　HTK
　　PHT　1〈
M／GPHT
MG？HTKM’G　HMGPHTK
　　PHTK
　GPHTK　　PHTK
　　　HT
　GPHT　1〈
　　　　，T
　　PHTK
　　PHTMGPHTK
M’GPHT
　　PHTK
　　PHT
　　　H．T　K
　　　　TI〈
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順判こ　と　ば
、！。U
　i「lll鮮
　ト量ホド
　、iワレウレ
ユ0釧ヘイワ
・・到ワケ
ll：｛に二’
110iジケシ
…iダ
112iマゴ
　～l13　iシリ・ル
慧劃・；シテ
　i
　　カイ
l16　セイ
・1・｝・・ナ，
　｝り。ク
・2・、旨ナ。
～｝l
12V，　　セイカツ
　iオヨビ
　i。
　／グ。ジ
　1
、22・i＝IYd”
猷列129^バfO．y
｝キュウヒャク’i九召
　i関係
、i煙
　i点
’i程
『i我々
i鞠
　i訳
????
　i事件
■（接魁顔
i前
i讐接）．
i目．眼
i会
i性
i政策
　i力
i岡
i生活??
i鱗??
　i許
???????????????????????）??）?????
HTK
　GPHTKMGPHTK
　　　H
　　　HTK
　　P　Et　TK
MGP壬王？K
　　PHT
　　　HT卜K
　　　HTMGPHTK
M　G．　PHT　1〈
　　　HTMGPHTK
　　PHTK
Mt　HT
MGPHTK
　　　HTK
　G　HT
　　　　　K
　　　　T
　　　　TKMGPHTKMGPHTK
???? 　　　　　　　　標本こ 　と　 ば　　　　　　　、度数
ユ30
13！i
???
工321
　c　l
1331
～ノ
1381
　l　iプ?
劃。，ビト
　員　／iシジ1汐
　i　lイミ’
143iタtt～i
146　iダシ」ス
。i
　iヒャク　　
　1アdダ　i・ワ
　i　、キュウ　｝
1471ケンfe・；ウ
・1・iゴ
　ミ　iコトバ
　iニングン
　｝ワ畑．ル
155i｝　　イジe　ウ
ハナシ
ヒツおウ
シマイ・ウ
ガクセイ
キョウテイ
ウエ
ウチ
オリ・ル
ケイカク
Ptコ『
エン1
シレル
???
????????????????????
???
上
?? ???????????????????、??????　　？HT
　　　HTK
　　　HTK
　G　HT
　　　　T
l）vC［　G　P　H　T　K
MGPHTKMGPHT
　　　HT　1〈MGPHTK
　　　HT　1〈
　　　H
MG　HT
　GPHT
　GPHT
　　　HTK
　　PHTMGPHTKMGPHTMGPHTK
　　　H，T
M：GP壬｛T
　　　HTK
　　　HTMGPHTK
　　PHT
　　PHTK
M／　PHTK
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畷雰
、58（アノレ「
～！ニン
1601
　Lヨ（ン）
蹴。〕ウ
　　エンジョ、
　、ゲンザイ　i
ユ63iシ』～ノ
1681　セイヲ」ン
　　ホク「
　　モグ
ユ6g！ジジツ
、！、くボ・エ・
　　ミ．エル
ユ72　アイ；ウ
　r’イゾドt’
　　オク、、
　　サイ「．
　　サラ』
ユ73
忍テ…
　　ソグミン
　　ヒトツ
　　ボグ
　＼ワがい
　　アルζい）は
k82　’、　オオ．イ　「
???????????????）?? ?
??
?????
?????
??
? ? ? （????????????
????
?????．??????????　　　H　’r　．MGPHT　1〈MtGPHTK
M’GP正｛TK
MG　H
M　TK　GPHTK
　　PHTKMGPHT
　　　HT
　GPHT
　　　HTK
　　　HTK
M／　　HTKMGPHTKMGPHTK
　　　HT
　　　HT　ev
MGPHTKMGPHTK
　　　HT
MGPHT　1〈
M／　　HT
Dvt｛　G　P　H　T
MtGPHTMGPHTK
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順位
ks7，
?
　　II
? と　　ば
～ii　ツクリ・ル
　　ドイツ
　ミンゾク
　／ヨオロツパ
　　ウケ・ル
　　オキ。ク　1
ユ88．　　カノジョ
レ，
194iコ・ur
　！サンジュウ
　1　　タダ
ig9！ジンミン
li　）y￥
　と
　1マダ
　作．
　独逸
民族
　欧
　受
　躍
彼女
三十
唯
今E｛
：支配
　人民
　次
｛未
??????????MGPHT　1〈
　　　HT
　　P　TK
　　　　’T’
MGPHTKMGPHTK
MGPHTK
　GPHTMGPHTK
　　PHTK
Mi　PHT
　　PHTK
　　　　TMGPHTK
MG’oE｛TK
（林〉
　　　　　　　　C．　表外字を用いた語
1・延べ六万語，異なり一万譜のうち，当用漢宇衷外の漢字（以下表外字
とよぶ）を溺いた例のある語は，
　異なりで　865語　（全体一一万語の8．7％）
　翫べで　　5153語　（全体六万語の8。6％）
そのうち，表外孚1を，用いた例は，
　遜iべで　　1569譜　　（5153語の　　30．5％）
　　　　　　　　　全：体六万語の2．6％
また，そこに用いられた表外字は，
34
　　異なりで　613字
　　延べで　　1647字
（この表外宇の延べ字数が漢字全体の延べ字数に対する割合は，まだ計纂さ
れていないが，お：そらく3％前後と予想される。昭秘28年度の総念雑誌の調
査では3．17％であった。）’
　2．表外掌の牽
　用いられた表外字613は，次の表の逓りである。（配列はほぼ康煕宇典の
願による。i数字は部首の画数）?
3．
4．
5．
6．
乃之乎　乞
云亘　亨　f卜仔仙伊伎修侯傭俸三二倣膜｛鬼傘傭微｛晶儲綴　冑　冥　凌
凛　三三　函　三三劉　勃　勿　卿　厄厨　叛
叩只吃弔答吻吾呂呆三三咳咽嫡響唇隠啄哺喉喋暢喧喰鳴嘗嘘嘩潮回喰’
縫噸嚢　囮　坐垣埃堺堀堆堺塚塵鱗塾疇　壷　夙影　夷旧套彙奢　妄
妾姦娼嫌嬉嬌　三家宥探建　三三　尤彪　尻屡　屯　岡崎巖嵌嵐三三
　巴巷　巾　庄庇庖厨廠　廻　廿　弗弼競彦
忽怨恰恣梢悉惚惣惧惹愕愉撫三三慧懲慾愚三階　戊戌或毅戴戻扉
托把三三抹拭拳按挑挫挽挾捉捏捗据捲捻捷捺掠掩揃楡揆挿郷撰摺撒擾
三三鐙転欺於旦二三醤晦智曝　瞬曹曾朋　朴杉李杜杷柱枕枠柑
柏三三三三三栖栗姪桶桿梁桔梨梶棉棚棟桟椅楓楯楷領三三檎櫓　此
三三唄殻毅毫氾汗汎汰汲沁沫沙泄泡泥涙洩洪洲浸浩灘涯瀬淀淋
淳淵三三漂議溜溝盗溺澤澹漱淡潟潰濤濡瀕灘　灯灼炬焚煉煕煽熔熊燵
爺姐爽牌牒＝牙牢肇摩狗狙狡猪猫婁獅
：妓琉瑞裟瓦諺瓶甚、甥畠碕畿疇疏痩痕瘡癩　皿孟盃蓋
眉眺睦碑賜瞭瞳　醐砥硯三鷹磯　祀嬢祠腺繭纒　秦稀稼稽　穿窟案窺
竈　颯
笠笥筈筑箋篇箪篤籔鑓　粁糞　紐紗紘絃綜綻緋綺縄繋辮纏　罐　罹羅
　騎　而　聯難肘肚絞脇腎膝膿磐磐騰猟　臼　舷艘　芥芦芹苅苑苛
　使稽度数が5以上に及ぶ表外字74種について，
の褒の通りである。
　○この表の漢掌の配列は，字の度数順とし，度数の等しいものの闘では康煕字典の
　　膿によった。
　○岡じ宇を用いた語の配列は，その字の音を融いたものを先に，訓を用いたものを
　　あととし．，さらに，～字めに用いたもの，二宇めに用いたもの……に分け，それ
　　ぞれi五十音瀬とした。
　○固麿名詞にはee郎をつけ，さらに，人馴には（人），地名には（地）の1煎1己をした。
　○その語が，その褒外寧を用いないでも書かれている時は，「その語の他の表記の度
　　数」の欄に，その種類と度数を即した。その表三極にあたる町分が他の漢掌であ
　　る時はその漢字を示し，ひらがな即きはひ，かたかな即きはカとした。たとえば，
　　「いう」と訴う語の茨詑は，「云う」65瞬，「賑う」72園，「いう」942國というわけ
　　である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35
　　野芒莉三菱萄萎葡葵葺蒐薄蒙蒲三蓋藍薄蒋蔭蔽蕩薩藁藤藪蘇繭　虎
　　蛙蛛蛤雪国琴平蝉蟹蟻蝿　抱袖袴一華図郭　覇鷹
7．覗訊註物学誹諒一門四四謂響町謳談讐識讃　貌　呼野貼守門　趨　趾
　　鉄蹉蹴蹴躁躇躊　麺　軌門門輻轟礫　辣　辰　辿迄迦這逝逢逢遙遜遮
　　遮那郁醤醗三三
8．釣釦鉱鍋鍬鍵鍵鐵墾　関闇閥　阪阿隅一朧　雀難　雰　歴
9．靴鞄靭　韓　：頁頃頑糠頬頻顎瀬顕　鮫餅餌餐饗
10∫閉山駁駄駈駒骸二尉濁
11．鮭鯖鯛鯨號鰹二丁　弓鳴鵜鵬丁丁鷹　鹸　鹿　麺
13．鼠
14．齊
17．龍
3・　表外字を薦いた：語の表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その字の用いられた語を承すと，次
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翻醐麟
1
2
3
?）
云　 70
44頃
73藤
誰 29
或｛23
　E
音　訓
ウ　 ン
い　
?
その宇を　（A）　　　　　その用いた藷　，度数
?
云　 臨
本　　つ
無いかえる
云い放つ
云い古す
ろ陣
????????????????????
の
? ???????????????????
????????
?
??
?
ふ
????
あるいは
村（人）
藤（人）
藤（入）
藤（入）
藤（人）
藤（入）
藤（入）
碕（人）
田（人）
原（人）
或いは
????????????????????
???????????????????
??
（B）
その語の他の
衷詑の度数
｛A｝十（B）
その語の
総度数
????? ??????
????
??﹇
［
｝…﹇【…??????????
?? ?? ??? ??????????
??????????
G?
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〈A｝＋｛B＞
その語の
総渡数
（B）
その語の他の
表記の回数
　l
　s
　l
10
　3
ひ
　　ひ　　1
2　カ　　2
　i
　！
　！
　1
　5
16
　工
?
【
ひ22力一
食7喫1ひ1
　　　－l　　　l　　食i
43
1工
2
2
?
???????［??
12
????
?
州
1
1
??????????ー????。??ー????????? ??? ? ??? ? ????
??
? ? ?? ? ?????????????????????????
?
」 ?? ??? ??
????
??????????????????????????????????
???
????
??
?
度数i音　訓番弩1漢字
????????? ???21
?????
20
到く
rviや
｝きらい
きらう
ボ　ク
　　う
くえる
たべる
す　ぎ
シュウ
16
16
6i｛諦
7、嫌
?????
！0 杉
解 毒
㌣
38
番穆
12
漢字
1
乃
3?
±4｝頁
1刷勿
　l
161廻
、度数 音　訓 その字を
罵いた語
　1．
　l
14　iナ
　i／
　1
　I14　iお
　t
　i
　l・・??
?｛
??
??
???
ト洲崎（入）
　＊八箪：洲（地）
イ　乃　至
　＊乃　木（入）
　＊志　　乃（入）
　＊花乃蒙
か ?????????????????????????? ?
??
???
????
??
?
食（《）
崎（人）
四（入）
林（入）
職（人）
岡（人）
岡（入）
岡（地）
陶（地）
無翻
????
?????????????、?
ひ　2
?
1（A｝÷fB｝
その語の
総慶数
・7弥h2・や
照1ぺえじ
　　　　チ
　　　　ツ
　　まわす
　濠わり
　ii
　涼わる　l　I
　き
　l
　jl
眺め廻す
廻
突廻り
廻
歩き回る
上廻る
綴廻る
＊弥
　　ミ掛人）i・
　　｛・・
　　1論　lll体　 ll
　　i’
り　i2　　｛・
・　｝・
　　｛2
　　｝・
　　i．』’
駅研’
ひ
｝
一
［
2
鴎　1ひ　2
團　1ひ　3
｝
???? ?
?????ー←???????
??
，??…｝?﹇、?????
??
t
番号
??｝?
漢字回数
筈
崎
・20
?
??
????
?????
音　訓
殆
眺
?
9
??
??
??
??????????????????????
????
　　　　　　（A）その字を　　　　　　その　用いた藷　　　　　度数
田隔藩両・
聴：炎：り
i　1’1＊弥平太（人）i・1　　　　　　　　　　　！i　　　　　　　　　　　　l
童禦え…粁
もらう
もらえる
お
?
?
かつて
?
　貰える
く嘩浮。
　　　禰（人）レ1
ほとんどi殆んど
ながめる 齟宸ﾟる
　　　目挑遡す
弥（入）｝l
　　　I　，，
崎（人）i　3
1i碕1（ノ＼）12
　　1・
崎（地）｛i
　　　l崎（入）i±
li晦（地）2
　峰（地）il
崎（壇）il
類i・
　　　P
蒋　 ll　　き　　lg
う　｝8　　巨
　　1，
　　li
て　i4　　’1殆　巨　　17　　1・
　　17
1！
語
?…
??…?
???
??｛???…??
【?｝
5カ
15ひ
3ひ
23
???
1ひ
9ひ
?
嘗
8ひ
「
　　39
｛A＞十（B）
その語の
総渡：数
???????????????????? ?? ? ?? ?
??
???
??
?
? ? ?????????????
音　　訓 その字を
用いた語
（A）
その
度数
（B）
その藷の他の
表紀の度数
（A｝＋｛B
その語の
聡度数
?????﹇﹇【【
????????????????｛﹇?
7P頓工力4
｝﹇﹇??﹇?﹇
1iカ4ひS
??
ひ1
ひ8
爾49
画工
座1
??????
?????
?????
??????
??
????????????????? ?????????????
?
? ???????????????? （
（?
（?
（????????????????????????????
（
?????
????????
??????????????
?? ?????
す
??．???????? ? ?????????????…??? ???? ?? ??? ????? ?????? ヵ
??
??????
???
????
?????
ザ
40
暦i漢字1度数
27 護（讃） 1，
????????????
7
7
????
（?
6
28　　韓
29
30
3エ
32
33
鳩
椅
靴
34 類
35 駄
36　　僅
37　　謝
38 坐
｛嗣漢字 度数
39：艨p
40・屯
41　廿
．421掩
　1
431棚
k4　此
45；熊
46　羅
　：
　1
47i蜜
　li
48i袴
49i輯　i
（???
6
6
6
6
6
6
6
　　　　　　　　　　　　　　41、
部諺の賢瑠臨の他の職霧
　　囲．いた語麟表詑の麟1総度数
すわ・脛・嫁　 廃・1∴　　｝羅・せ・固　 一昌
さカ〉レ、’＊堺　　 （iig）　6｝　　　　　一、　　6　　　　　　　　1　　　　・ト　ン1駐　屯　　　6i　　　　一、　6　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　エにじ・う：廿 ・酷1監の騨、！・・5
　　1　　　　　　i　　i　　　　　　i????????????????????????????
地
? ????? （ 、???? （?
????
???????????
鰻
?? ???? ?? ??? ? ??????????
??????
??
??
ェ?????????????? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ?? ?41
21
　｝5i
li
　ili
31
　i
l　li
　l
カ　1：
　　　
　＿i
ひ43匂
ひs2i
i肩之2ひ29・i
！4i
　　　　　　ぼ　　　　　　　　　ほi
巨1
…副?
■?
?｝
［
一
7
一
一
441
53
293
?????「?????????
4’2
（B）
その語の他の
表記の度数
〈A）十くB｝
その藷の
総度数
翻欝度数壱訓 その字を
用’いた語
（A）
その
度数
集5i
　－1
一i
8
1
?
????????????
??ー????????????????????
莫迦1カ2ひ2カ1ひ4
??﹇??｝
li我2ひ4、陵，ひ63
［
﹇?﹇???????
一．
?????
編　　輯　　　i
　　　　　　　li
＊鹿　鴨　　｛
＊鹿　　講（地碧
　　　　　　　1
馬　　鹿　　　i
俺　　　　i
儲かる　　i
大儲け　　　1
金儲け　　　i
＊吾
＊安
＊宗
吾
三
二
骨
規
尻あが9
尻おし
尻拭い
欝葉二二里（地）l
　　　　　　　i＊彦三郎（人）l
　　　　　　　i
＊彦　　三（人）i
輝彦（入）｝
　　　　　　　1＊幹　彦（人）i
“・・一彦（人）i
　　　　　　　l刺　　戦　　　i
郎（人）i
　　　l吾（人渥
吾（入）i
　　　11
．　1／
　　　i
壷　l
　　　I・
　　　ll
　　　I
　　　l
　　　l　　　I
3
1
?．
4
5
2
?
2
1
?
l
l
1
4
i
l
?
1
．工
?
5
i
i
?
l
i
6
???6
5
5
お　 れ
もうかる
もうけ
コ’
われ
つぼ
しり
5
5
ノ、
ひ　　ご
ゲキ
53　吾
64 ＝be照
55　尻
IsI
l
l
l
l
I
5
5
66
57
巴
彦
s
5
so 鹿
??．??
58 戟
濡 　　1漢掌障数 　　　4その亭を（A）音　　　　　　　　　　その
　　　｝用’いた：語　 度数　　　」
・・ ?・、∴1＄
、i
　i　｝，il
　i　　；62i扉一i　5、　i　　i62i拭i8｝i
口ii
631掴5　i　　i64陣i・
　l　i　i　i
　i　i　i　i　！　i・・1溢1・
　　　　　　　　　　　口
　｝　1
・・ 鴛宸
　i　｛
　i・　1
67険t・
　！　1、，i蒙i，
沼
（B）
その語の他の
表記の度数
　　43
（A｝一1一（B｝
その語の
総度数
?【???????????????
1ひ1巻5
咽、??????????
｛﹇、?﹇
???????????????????．ー?ー??????????????????? ） ??? ??，? ??? ）?
「、??????
? ? ?
（??????
．??????（
? ? ? ? ??? ? ????? ??? ? ????? ??? ??? ???????? ?? （? ?? （
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番号 漢字
69　　辿
フ0　蓬
フ！　鍋
??
74
??
雰
度数
5
6
5
?
5
二音　　訓
こうむる
たどる
あ　　う
な　　べ
????
フ　　ン
その字を
用いた語
??
＊満　　蒙（地）
蒙・むる
辿　　る
辿り歩く
逢　　う
禺蓬ふ
鍋
＊鍋　　山（人）
三
?
片　　隅
雰囲気
????????
（B）
その語の他の
表詑の度数
???【???
【?????19
P
??
（A｝一1　（B）
その語の
総度数
?????
（永　　野）
D．かたか塗を用い7こ語
　1．　かたかなを用いた語の比率
　くイギリス〉やくネジ伏せる〉のように，語の全部または一部をかたかな
で書いた語は，異なり語数で989語ある。これは標本全体の異なり藷数一万
に対して約9・9％にあたる。また・その989語の延べ慶数は2347語で・これ
は標本全体の延べ度数六万に対して約3．　9　％1・eあたっている。
　したがって，総合雑誌においては，大体，100語の中に4語の割下でかた
かなが摺いられていることになるが，これは，もちろん全体をならして見た
ときの数字であって，実際には，あるページにかたかなが固まって出てくる
揚合もあれば，企くかたかなが現れないページもあるわけである。
　この語彙調査の抽繊単位としたもの』は，実際には雑誌1ペーージの養の面積
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に当るものである。そこでこれを今治ペーージと呼ぶことにし，これをもとに
して次のようなかた：かな語のばらつきぐあいの調査を試みた。そのために取
り上げた垂ぺ…ジの総数は280箇である。
　雪ページを挙位として，そこに含まれるすべての語の延べ語数と，かたか
なを用いた語の延べ数との割合を調べた結果は次の通，りである。（表中　4
～13　39、とあるのは，1000語にっき4忍ないし13語の害聾禽でかたかな語を
含む場所（登ページ）が39箇あったことを示す）。
　　　　　い0～330　　へ72～10131
　　　　　ろ4～1339　　と102～13421
　　　　　は14～27　63　　　ち135～172　3
　　　　　｝こ　　28～47　　　58　　　　　　　　　　　　　　…　。…　一一・・一
ク象　　48～71　　　34 り　　214～2571
　いろはにi“　へ、lt　ち　、　　　り
　表の輪回の切り方が等分になっていないが，これは次の理由によ．って特剛
な切り方をしたためである。すなわち，登ページでの延べ語数をフz，そのう
ちかたかなを用いた語の延べ語数を「として・ρ㍉遊鍬けるとき・P
が等しくなったとしても，分母のnの値ボ違えば，統計的にはこれらを同じ
重みで扱うζ’≧ができない・わli！われの血合％の値はかなりまちまちであっ
た。そこでPの分布を見るには，nの影響をなるべく消すようにする必要が
あ・・qのた耀雌の齢収変換蜘r弘z輪・た」・で，・
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が3。凋みになるように区閥を定めたのである。表には，区聞の境の値を再び
もとのヵに直し，1000ρに最も近い整数値を求めて，その値が示してある。
たとえば夕が（3。，6。）なら袈では4～13，yが〔6。，9。）なら表では14～
27というわけである。
　かたかなで表側された語のきわめて多い揚所は，外国の政治・経済回外の
解説・論文で外国の地名人名がしばしば則るもの，または外国の地名などを
表のなかで列挙したものが，像とんどを占めている。
　かたかなを1度も博いなかった看ページには，ttその艶事の種類に目立った
特徴は，見博しにくい6座談会・小説にやや多い傾向が認められる程度のこと
しか，まだわかっていないQ　　　　　　　　　　　ttt1．　　（石綿）
　2．かたかな語の種類とその比率
　上に述べた異なり989語，’延べ2347語のかたかなを薦いた語は，どう，V・う
種類の語で占められるか・また・どん姻類の語が多く隙’られるか・、kれ
を見るために，まず，すべてのかたかな書き’の語を，
　　1）　外来語の表記に用いられたもの
　　2）和語　　 〃
　　3）漢語　　　　　〃
　　4）その他（記号，音表記，ルビ等）
の4種に大別して，それぞれの割合を調づると，・一ドの鎗1表のようになる。
　なお，ここで外来語とよんだのは，外国の地名。人名および外国藷，外来
語を総称したもので，現代の中国語は含むが，いわゆる漢語はここに含めな
〔第1袈〕かたかなを用いた語の種類と比率　い。また，漢語：というのは，単に
種副異・・翻睡べ語数鞘語と、、うほどの蘇で膜宇
諮来外 ????
他のぞ
782
162
22
33
（79％）i　2022
（16％）
（2％）
（3％）
24工
40
44
（869e一）
（10％）
（2％）
（2％）
計i　9S・（…％）｝234・（・・G％）、
・の字音をあてて書く習慣をもつも
のは，みなこの中に含めて数えた。
　この第1表を一覧すれば，わか
るように，異なり語数，延べ語数
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の双胎ともに，外来語のかたかな書きが圧倒的に多い。以下，この四つの種
類ごとに，それぞれが，さらにどんな種類の語によって斜められているかを
調べてみよう。
　3・外野語のかたかな書き
　外来藷の申を，、地名，人名，それ以外のものの3種に分けて，それぞれの
語i数を数えると，第2表のようになる。・
〔地名〕　この中には，ソビエ｝の略
語形たるくソ〉（延べ3語）やくソ
連，日ソ，米ソ〉（異なり3，延べ
75）のほカ㍉〈対ソ，駐ソ，反ソ〉
（異なp4ゾ志づ．のなどの例も含
んでいる。〈ソ〉がしばしば用いら
れるのは，「蘇」が表外宇であるこ
〔箪2表〕外来語のかたかな書き
種 油鋤酬延べ織
地　　名
人　　　a．
地・入以外
X64
222
396
889
387
746
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L．．．．ww－mh一一l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　liJlwwTl，lsrm，nvl一’wwTum’6Eilti？unt／”
とに原因している。なお，異．なり164語のうち8語については，漢字だけで
譲かれた：例がある。それらの8語がどんな表設例をもつかを，それぞれの表
紀の用いられた慶i数を示すと，次の通りである。
　（イギリス31；英吉利2）　（インド36三農17）・（ifリシャ3　希騒1、
　（シナ1　支那4）（ドイツ40独逸2）（パリ4　巴里5）（フランス
　32　仏蘭西1）　（ペルシャ1波斯1）
　外国地名のかたかな轡きは，漢字書きに比べてかなり優勢である。これは，
言うまでもなく漢字制撮の影響によるもめであろう。
〔人名〕特に注意すべき現象は，見られない。《キリスト■　基督1）のほ
かは二通り以上にii蟻己された例もない。
〔地・人以外〕　地名。旧名以外の外来語，外国語をここに集めたが，この中
にはくタイム〉（雑誌名）〈朝臼ビール〉（商贔名）のように，単独もしく
は他の語と複合して固有名詞として用いられたもの（異なり48延べ6g）を
含んでいる。また，〈ガス弾急カーブ〉などの混種語（異なり18廻iべ25）
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も，この中でi数えてある。ここで，かたかなをJil－iいる以外の他の表羅法と十
三されているのは，次の5語である。
　（エム・エス・エー1MSA34）（ドル28弗2）（トン4　噸・Pt　8）
　（ノく一一センb3　％28）　（メートノレ3　米●m4）
　＜MSA＞のかたかな書きの場合などは，むしろ変剣的ども見られるが，
助数詞の場合は，新聞などと違って，総合雑誌ではかたかなとそれ以外の表
翫岬判ず蘇態である・
　4・瀦語のかたかな盤き
　和語のかたかな書きは，標本金体からみると，淡して多いとは言えないρ
（異なり1．6％延べ0．4％）しかし，実際に一・々の語がかたかなで書かれ
る要言にはさまざまなものがあるので・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔第5表〕和語のかたかな書き
その分類IZあたっても種々の力法が考え　　　　　　　　1　　、
られ。．ここでは，鵬人名洲に・種　類響姦蒲
て，それ以外をまず，漢字では書けない
語，つまりあて字の用法を除いて漢字で
書く習慣がないと認められる語と，そう
でないものジつまり漢字で書こうと思え．
ば書ける藷との二つに大別して，さらに
その中を第3表におけるように細分し
た。漢字を分類の基準に求めたのは，漢
字指il限とかたかな書きとの閣下を見るの
に好都合と考えだからであり，漢字で書』
けるかいなかの半捌X，「明解国語辞典
改訂版」の見出しに漢字が示されている・
カ、し、なし、力魂こ拠った。
〔地名ゴ躰癖焔を蝋かたかな書き
にした例ぽkイタミ〉（i飛行揚）だけで，
?? ??
??????????’感動語
擬声譲
擬態語
活用語
無’活粥語：
接　　辞
書　　無活周、認け’
盈＼接　辞
11口
計
??? ???
?????????
????【?
152
（ ??
←
、?????
241
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あとはく市が谷　丸ノ内〉のように，助詞の部分をかたかなにしたものであ
るσ
（人名〕生名のかたかなは，ほとんどが女の名酋に用いられ，それも小説中
の人物が多かった。男の名前では，混血児の名箭どしてくヒデオ〉，日本武
尊のことをくタケル〉〈ヤマ｝タケル〉とした3鋼が見えただけである。
〔漢字では霰1けない語〕
（（感動語））〈アジヤパー　アラ　バハハハ　ホホホ〉の4例だけ。
（（擬声語））〈ガ・・一ヅと　キャラキャッ　ゴホンゴホン〉の3例だけ6
（（擬態藷））〈ガツガツ　グズグズ　ドヤドヤ〉など異なり17語があったが，
このうち次の4語は，ひらがなで書かれた例も見られた。
　（ウnウロ1　うろうろ1）　（ゾッと1　ぞっと1）　（ドンドン1　どん
　　どん3）　（ハッキリ3　はっきり27）
　感動語や擬声語では，ひらがなが用いられることは少ないが，擬態語では
かたかな・ひらがな共に用いられることが，上の例からも想像できる。
（（活用語））ここには，名詞形になったものも便宜上含めておいた。〈コジツ
ケ　ズレ　マゴツク〉のように金都をかたかなにしたもの，＜ゴタつく　ド
ギツい　ワメキちらす〉のように一三をかたかな書き’に．したものがある。ボ
（（無活用語））上と同じくくインチキ　ケチ　チャチ　Ptコヨン〉の類とくピ
ヵーガリ版〉の類とがある。
　活駕語，無活用語ともに例が少ないので，はっきりした類別は立てられな
いが，〈ゴタつく　ガリ版〉のように擬声・擬態語がもとになってできた
語，〈ピfO　一一　インチキ　＝＝　＝ヨン〉のように隠語から一一般化した語；，＜ド
ギツい　ケチ　チャチ〉のような俗語，こういう性格を帯びた語にかたかな
が用いられる傾向がうかがえる。なお，活三下，無～爵栢語の類に集められた
例には，かたかな以外の表記法をとるものが見られなかった。
（（接辞））〈オッたまげる〉の1例だけ。
〔漢字でも羅：ける語〕
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（（動植物名））〈イワシネXヘビイモムギ〉などがこの例である。動
植物名のかたかな書きは当用漢字表制定のさbの～方針でもあるが，総合雑
誌の執筆者または編集者たちがそれを意識して特にかた：かなにしたものか，
それとも単にむずかしい漢字を避けるという意図のもとに．かたかなを搦いた
のか，その原因はどちらとも判定しがたい。ちなみに異なり24語のうち，当
拓漢字で書きうるのは5語だけである。なお，動植物名でかたかな以外の表
記も瞬時にとられていたものは，次の2語だけである。
　　（サル5　猿7）（タケ2竹2）
（（活三三）〉〈コワイ　クツmグ〉などの全形かたかな書きと＜＝ラミ合ぜる
　ボケる〉などの一部かたかな書きとがある。ここに属する語のほとんどす
べては，当駕漢字音訓表に認められた範照では，漢字の使えないものばかり
である。ここで，かたかな以外の表墾も見られたものは，次の6語だけであ
る。
　　（コワイ2　恐い・ごはい1．）　（ツカマエノ91　つかまえる1）　（．ヌキ・
　　　1　抜き2）（キツい1　きつい1）（ニラミつける1　睨みつける
　　　1）　（ねエ1　無い・ない277）
（（無活鰯語））〈アラ　ヵス　デタラメ〉の類とく引ガネ　ロベタ　ベラ捧〉
の類とがある。ここでも，当属漢字音訓表に従えば漢字では轡けない語が半
慰似上を占めている。〈アラ（粗，欠点の意）エラ（総）カス（糟）・〉など
炉それである。しかしこれらの例も，果して難訓難字を避けようとしてかた
かなをAl　bたのかどうかはわからない。この類に属する語は，かたかな書
きにされた要因と思われるものも∴実にさまざまであるが，その中から特に
類型の求められそうなものを拾い繊してみると，＜メンコ（葡子）　：カバン
（鞄）　クシ（櫛）　ゼ篇（銭），／ハガキ（葉書）〉などの物晶6道具名，＜アヵ
（赤→共産主義）テコ（毒子→経済燭語）ヒモつき（紐つき→経済刀濡）シ
テ（仕手→能楽柵語）　クビ（雷→甑首）〉など，：画般の意から特殊の意味に限
定して用いられる語，＜アッケ（にとられる）ベラ棒ザァぐを見ろ）tt　ttttデタ
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ラメ　テンデ〉のような俗語，といったグル・・一プに，その傾向が．見られるよ
うである。なお，ここでは異なり53語のうちに，かたかな以外の表農己をもつ
ものが25語もあって，それだけにごの類の語の表麹、は不安定であるとも言え
るのだが，乏もがぐ全薙の鯛を掲げるのはわずらわしいので，特に不安定と
趣されるものだけにとどめておく。
　（／ずヤ3　女兼。し・・E？13）　（オラ2　・俺。おら8）　（コ1・バ5　言葉●こと
　　ば45）　（ダメ4　駄麟。だめ6）　（バカ2　莫逓7）　（ボク1　僕・ぼ
　　く42）（ホンの1　ほんの6）（ヤミ4　闇。暗3）（ワク4　枠4）
（（接辞））敬意を表わす接頭語もしくは接昆語のくオ　サマ　サン〉の3例が
見られるだけである。しかも次の例でわかるように，他の衰記と比べるとい
ずれも，かたかな書きの例がはるかに少ない。
　（オ9　御・お125）　（サマ2　様・さま14）　（サン1　さん74）
　5．漢語のかたかな書き
〔地名〕　〈＝ッポ・ン〉の1例だけ。　　　　　　〔第4蓑〕漢語のかたかな欝き
〔騰詞〕〈力年〉（9），〈湖〉（・・）の種類無囁纏べ勲
・例だけ．　　　　　1翫蒙1⊥⊥1誘ll◎薫
〔それ以外〕・のうち〈・シ。ク〉㈱ll）．騨副＿．』，づ＿．lr．
〈コツケイ〉（糀）〈F’ン・ン〉（簸）一至轡航｛一＿剋＿旦
や，〈力撚〉㈱〈脳、ソ〉（囎）　計i・2i・・
〈天プラ〉（獄羅）などの例は，表外宇を避けた形跡が認められるが，また
一・Jでは，当薦漢字であるのにわざわざかたかなで書いた例も見える。〈ジ
ュウジツ〉（柔術）　は，海外で使う語としての＝＝＝アンスをかた：かな書きに
含ませたものと解されるが，〈カン〉（勘）　〈悪タイ〉（態）　〈ラクノウ〉
（酪農）などの例は，何か特別の効果をねらったものか，それとも表外字と
思い違えてかたかなにしたものか，判定しがたい。なお，漢語の22藩のう
ち，かたかな以外の衷記が同時にとられていた語は，次の8藷である。
　（＝ヅポン1　日本333＞　（力環11二箇刃1）　（アイマイ1　あ炉まい£）
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　　　（カ’イライ1　｛鬼儲1）　（＝；タツ1　炬燵2）　（ミソ1　味B雪2）　（ム
　　リ1　卿i理10）　（リクツ1　理屈2）
　6．その他（記暑・音袈記・ルビ等）のかたかな書き
（記轡〕〈イ　ロ　ハ〉の3例だけ。　　　〔第5表〕その他のかたかな書き
臓記）〈赤ン坊〉〈か・と・ら・〉．饗麩乱塾べ塾．
〈ただ今・〉の・猟瀦，儲賭記…1・｝・
など蛎すため闘眈もの，・た，た・蘇・・L・9L3・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えば晒浄の宋音セイジン」のように，ltW・レ引　・馴　・2
別疇の三三を示すために就力、な翻　計133　14凹
いたものなどを，ここに含めた。
　　　　　キ　イ　　　　　　　　うサイ〔ルビ〕〈木嶋さん　木舞〉のように読み方を示すものであるが，この中に
　　ハンカチ　　ロ　サング　　ジョイントゆアカウント
はく手市　横揺れ　共同勘定〉のような，一種の二重表記と見なされるも
のも含まれている。全体の数が少ないので，特別の傾向はうかがうことがで
きない。
　以上が，異なり989語，延べ2347語のかたかなを用いた語についての分析
結果である。中間的な結果にすぎないものではあるが，普逓に，かたかなで
書ふれる語の種類は，一往嵐つくしているように思われるので，その使われ
る比率についても大体の見当はつけられよう。ただし，いわゆる助詞・助動
詞のかたか撫書き，たとえば〈五ノ十二〉とかくそうデスネ〉のように書か
れる〈ノ〉〈デス〉〈ネ〉などの類は，上の分析の対象からは除外されてい
る。これはわれわれの語彙調査では，いわゆる助詞・助動詞は1語として数
えないためである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（斎賀）
　　　　　　　　　　　E．語彙の総量の推定
　1．課　　　題
　総合雑誌の1年分の本文には，どのくらいの数の異なる語が現われるか。
そこに使ってある延べ語数の方は標本値から推定嵐来るのだから，異なり藷
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数についても寸寸に推定値が作れるのではあるまいか。一般的に言って，あ
る雪語集細のある時期に行ったすべてめ言語表現を老える時，その語彙がど
れほどの量かを推定する方法一これが，以下に課題とするものである。
　次にこういう研究がおれわれめ語彙調査にどんな寄与をするかを，述べて
おこう。われわれの研究室は現代国語の瓶語の実態を明らかにする昌営営，
語彙に関する抽禺調査を行っている。抽と囁周査であるから当然，標本の中に
たまたま抜かれなかった語：についてまでは，調査が及ばない渤。従って，も
し調査対等の全範臨を調べ尽したならば現われる語でありながら，標本には
漏れたものが碕語ぐらいあるか，これを知ることが，調査結果の意味を考え
るためにも必要なのである。しかるに今までの語彙調査でそういう所まで扱
ったものは，ないようにり思う。
　この推定は，異なり語数というものの性質上，延べ語数の場禽像ど単純で
はない。延べ語数なら，たとえば抽出間隔と標本での延べ語数とを知れば，
それらの積が推定値となる。しかし抽繊問臨と標本での異なり語数とを知っ
ても，それだけでは対象全体での異なり語数について合理的な推定は繊来な
い。穂となれば，標本の大きさを、2倍，3倍，…にしても，異なり語数は2
倍，3倍，…に近い値を示さないからである。そこで拡大乗数によるのでな
く，別の方法をくふうしなければならない。そういう一往の推定法を，われ
われは今図の調査で見串だした。それは第一次近似に過ぎず，またデータと
する標本値も今の所は確定的な数値でないので，なお検討すべき点も残って
いる。しかしこうした課題について発表されたものを知らないので，ここに
申闘報告をする次第である。繍主）
　2．推定法のアイデア
　filge．の使用惰況に統計的な秩序のあることは，つとに内外の幾つかの研究
注）この罫を根拠として抽旛調査法の探需を雰難ずるのは，当らない。上詑のような意蟹の調壷では，抽出理諭
によるのが最竜合理的箆あるQこの点につbてはtわれわれの中のひとりが書い允次の論文亀見よ：承谷『静夫
　「諮彙調嶽大体」　『国翻1学露第15強60ペーージo
5峯
によって予想されている。われわれの課題もそういう統計法則を伸立ちとし
て解いてbこう。調査対象から7今ランダムに延べ語tWniの標本を抜き’7そ
れを整理した結果異なり語数力；k，である事を知ったとする。続いてランダム・
に抜いた延べ（n2－nl）語を先の標本に加え，計延べ糧語の標本での異なり
語数馬を数える。ここに理論上は　ん属馬益2忽　であるが，実際には秘は
2ん1よりもかなり小さい値となる。さて，死様の事を繰り返して（n3，ん3），
＠・汐・）・…という観測値の旧観録してみると謙なり語獅がふえる速
度は，延べ語tw　nがふえるにつれて次第に鈍くなることが認められるであろ
う。この速度すなわち増力棒がもしnと密接に関係していれば，あるいは金
く間じ事であるが　le　”・f（n）　になるような函数ノ（n）が見つかれば，この函
数を使って語彙の総量が推定される。たとえば総合雑誌一露分の本文の延べ
語数をf（n）の％に代入すると，その範囲での異なり語数の推定値が得られ
るわけである。
　雑誌『改造』　『解放』　『世界』　『世論』　『中央公論』（孕昭和28隼7月号か
ら29年6月号までの本文に対し，このアイデアのもとに中淀的な整理を掴え
た結果，第1表の値を得た。ここでの標本は，調査対象の金範醐からランダ
ムに総み合わぜた本文leページ分を一つの集落とし，ぞういう集落を更にラ
　　　　　　　　　　　　　　　第　1表
観繍　・・　k・・　1・・dni　強．・1・・ldni一
一?
?
?
g?
??
i4　i
4233
8669
k26iユ17104
2i284
25693
297S5
34322
38378
42？424706i
S1206
5S4i6
59861
1753
2906
3863
4630
S261
596i
6S80
7097
7675
8138
866S
9073
9555
10073
4233
4436
3942
4493
4k8e
4409
4062
4567
4e66
4364
Ai319
414S
42iO
4壌45
1753
1153
9S7
76フ
63i
700
6i9
51フ、
5フ8
4S3
927
408
482
6k8
dniは…一・・・一かただしd・・tはn・一G；晦についてもi磯。
．4141
．2599
．2428
．1フ07
．isiO
．IS88
．1524
，．i132
．142S
．1062
．ユ22G．
．0984
．i145
．　U65
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γダムに14個抜いたものである。第一番ないし第十四番の集落の順序もまた
ラγダムに決めてある。第1表で，　△niの値がほぼ一定ゆえleの増分△島
がnの増加と共に鈍る，すなわち増加率が次第に小さくなる傾きのあること
が，見て取れよう。更に見やすいようにniと島との闘係を第1図に描いて
おこう。幸な藥に，　　　　‘
われわれの得たデP一
タは，この図に見る
通り；二丁な曲線で
栢幽良く近似出来そ
うである。従って各
観測点（の近く）を
通るような函数を求
　防
　8千
　6千
異4モ
秀2・
嚢。
守　o　　lfi
ゆ延べ諾数
2万・　　　　3万　　　　　4万　　　　　5万　　　　　6万
　第1臨
める箏が，この課題を解く第一段階である。次にその函数によってんの増加
率が0に落ちる点を計算すれば，語彙の量の眼界が分る。また調査対象全体
の延べ語数の値を旋えば，そこでの異なり語数を知ることが繊来る。
　5・推定に使う函数を求めること
　現代語金般のような，」般に大きな調査対象を考えれば，そこに使ってあ
る延べ語数は無二大だと見てよい。そういう大きな調査対象全体では異なり
語数もまた大きな値を示すと予想される。しかしその場合も異なり語数：には
限りがあって，そうやたらにたくさんの語が規われるとは思えない。そこで
この限界の値をしとすれば，以」二の所から次の離提条件が導かれる：
　　　三門i　錫→○○　の時　々→L．
・一禔Cもしnの変域の全体にわたってんを良く逓似する函数が求められたと
すれば，その函数は，言語理論上自明な次の二つの条件をも満たすはずであ
る。すなわち，
　　　輪提ii　％鴇G　の晴　fe　：O；
　　　携提：iii　n＝＝1　の時　彦＝1．
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　さて第1図をながめると，kがふえる二合はnがふえるにつれて段汝減．
り，ついには0になるように思われる。もしもそうだったら，んの増加率が
0に落ちた所のんの値が，先の限界値しと見られる。かつ任意の川こ対す
るleの増加率は，　しからkを引いた残りすなわちまだ襯測していない異なり
語数に比例するのではないかと想像される。従らて第～次近似として次の想
定をはう・延べ語数でn・で調べ塒の物・辮蕩は¢一・）に曝
する。この仮説は適当な比例定数aを選んで式く1）のように表わせる：
　　（1）　　　　蕩詔（L一乃）・
微分方程式（1）を変数分離法で解くと，
　　（2）　　　　　k＝L（1－e『a（n－b）），　ただしbも定数。
さてeは自然対数の底2．71828…であり，aは定数であるから，　e－a　・c　と
置こう。すると式（2）は
　　（2ノ）　　　　　　　　々嵩五（1－cn－b）
と表わせる。この式（2），嗣じ事ながら式（2’）が，蘭提iを満たす薯は明：
らかである。更に前提iiおよびiiiを満たすようにすれば，定数σ，酬こも，
ある欄限がつく。ただ語i彙の総量の推定のためにはさほど重大でないから，
ここでは詳しく述べない濁。
　先の式（2）または（2ノ）がわれわれのデータのかなり良い近似函数であ
る事は，次のようにして知られる。ここで改めて，延べ語数をある特定の値：
nに取った時の．異なり語数を，　観と書こう。この記号法に従って上式を書
き換えれば，
　　　　　　　　　kn　＝＝　L（1－e－a’（n－b））　＝＝　L（1－cn－b）．
今ぬを任意の実数（実際には整数）とすれば，延べ語数が（n十h）の時の異
なり語数観範＝L（1－c（n＋？e）一ひ）　は，代数的な変形によって
潅）Jtの変域の全体にわブtつてkのPt　UA近似を与える醗数としては，上認の式（2）は余り適当篭はない壌が
分ってu、る。そ綱期の小さいto　tcワ（．　feの良い近雌が得脇なbから（“ある◎従って諮彙の総黒の推定
に使う楊合・には，定数aやbに条｛¢　iiやliiを課さない方がよいo
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　　（3）　len＋h＝C”’len十L（1－c’”）
となる。もし宛を常に一定の値に固定すれば，♂は定数qとなり，従って
．L（1－cつも定数C2となる。この時…式（3）は，
　　　　　len＋lv　＝：　Cl　krn　十　C2
’であるから，この方程式は慮線を表わ
すQゆえに点（kn，　fen＋iL）を順々にプロ　　　Y
ヅ〉して行けば，その点は第2図に示す
ような，ある薩線PQに乗る。そこで第
1表の観測値：を使ってこのような定画図
（第3図）を猫いてみると注），第四番鷺
J以降の観測点は，事実，きわめて良く直
線を成している。この嚢は先の仮説が，
延べ語数の小さいあたりを除いては，笑
際の結果と良く合う薯を示すものであ
P
．?
　　　　　　　Q
　　　　　　　l
　　　　　　　i
　　　　　　　l
　　　　　　　H
　　第　2図
る。たとy・nの小さいあたりで観測点がこの直線から傾向的にそれているに
しても，当面の課題はLを推定する事であるから，nの大きいあたりがこの
’直線で良く近似されさえずれば，一向にさしつかえない。何となれば五は，，
％のきわめて大きな面一n＝OOと見なせるような値に対応する島だから
である。
　4．総合雑誌における一・一ts一の結果
　立返ってLを上記の函数の仲立ちで求める方法を述べる。第2図で，原
点0を通りX軸と45。を成す腹線OQと先のPQとの交点をQとすれば，証
明は省くが，しの値はQH（閥じ事ながらOH）の座標として求められる。
　そこで第3図を視察して第四ないし第十四番の観議長点の近くを通る直線を
｝a／，）■niが一定Z・・｝：ないので，こ托をそのままJtにする訳には行力・tS　U・。そこでd71iの平均維1こ魚・4250
t・hとし・SUめて・1。・　O・nl＝O－1－42sO＝　42se・nfi　＝＝4250＋425e＝8500・…獣貫るた，嫌宝を・E〈an．qeの
補間法により第三数階差までを使って補潤しノこ。第31灘はそれらの砿に基づbttものむあるo
?求める。このグラフから数
挙的な操作によってL，b，
Cの近似値が計算出来，そ
れをたとえば最小二乗法で
謳整すれば，これら母数の
推定値が得られるのであ
る。われわれのデータにつ
いては，一往次の結：果を得
た：
　（4）　le＝19250｛1一一
　　　　　　　　　　　　　　ら漁e　　　　（．9999893）n＋Ss43｝　i’1　ltO）　IT　24　4T　6＋　fi“　i”
すなわち前に述べた五つの　　　　　　　　　　第3図
総合雑誌の一年分の本文の
異なり語数は，延べ語数を無限：大と見た時，19250語ぐらいと推定される。
実際にその昭和28銀7月号から29年6月号までの本文には，延べ約踏百五十
万語が随ってあると推定されるが，nがこれほどの大きさになれば，式（4）
によって算繊される々の値は％を無限大と見なした値とほとんど差がない。
　　　　　　　　　　　　　　箪　　2　表
観測点 hn＊ k． 島‘＊一kn 1島‘＊一々7、i／砺????????? ? ?? ? ??2512．8
3289．　8
3947．　S
4665．6
5303．3
S945．8
661i．　3
71ユ8．7
7634．0
8Z63．　8
8664．3
9123．　3
9S69．3
iOOI8．9
1フ63
2906
3863
4630
526L
5961
6580
709フ
7675
8i38
8665
9073
9SsS
IOO73
759．8
383．8
　84．5
　35．6
　42．　3
－15．2’
一68．8
　2ユ。フ
ー4LO
　26．8
一　．7
　SO．3
　！4．3
－64．±
43．34％
工3．2工
2．　19
　．77
　．80
　．25
1．04
　．31
　．S3
　．32
　．Ol
　．56
　．15
　．S4
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さて式（4）から算出した異なり語数嘉，騨撰的語数knと比べ
てみよう。結果ほ，第2表の右側二欄に示した通り，．かなり良好である。
　5．付　　　署己
　以．ヒのように，第一次近似としてはほぼ満足すべき結果を得たが，今後概
究を進めるに当ってはなお考えるべき点を残している。まず，ここに：用いた
デーータは，まだ検査を一回しか通していない。ゆえに．：再検によって観測値が
ある程漉動くであろう。もう一度検査を加えれば更に観測の精＝度の高まるこ
とが期待繊来るし，また観測誤差についてのインフォ二一シ、，ンも得らμよ
う。また推定値を算出する仲立ちとした函数についても，なお改良の余地が
ある。かつ上の推定法1とは外挿を用いたので，この点にもなお問題がある。
これらに検討を震ねた上で，再び上述のような推定る、してみようと，13、う。
〔補注〕この報告を書いた颪後にP．Guiraud，　Les　cαract6res　stαtistiql｛es　4πvo＿
cabt（laif’e（1954）を入手したが，この本でもわれわれのとは鋼の方法で語彙の総量
の推逆を試みている事を知った。彼の方法も全く経験的に導いた函数を仲立ちとす
るものである。この問題に関する今後の仕事は，経験的な函数から進んで理論的に
函数の形を定める方向を取るべきである。上掲書に紹介された所からうかがえば，
G．U．Yule　7’he　statistical　Sttcdy　of　Litera2y　Yocabttlaiy（1944）にはその方向へ
の階示があるように思われるが，この書物が，　目本の麟書館には収められていない
らしく，まだ見る機会を得ない。ともかく理論的な方法は，ある種の微分方糧式ま
たは積分方程武の解を求めるような事が葡提となると予想され，相当むずかしい問
題である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（水：谷）
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全国方買の概観調査
一昭和29年度地方調査員委託謎査一
A．　目
?
　各県の方言について概括的に記述する。
　各県の方言または言語状態の概観は，昭和24年度ないし25年度に委託し，
その報告は全国ほとんどの察について集まっている。その後，全国各地の方
言研究は非常に進んでいるから，新しい成果を取り入れて概観のし直しをす
る時期に来ていると思われる。さらに，この報告を公表・刊行するというこ
とを考えると，記述の構成が，各県まちまちである上lz，分壁も，大小あま
りにも不i急いであるので，あらため“（　一定の計画のもとに各県の方誉を概観
すること炉必要と考え．られた。
　　　　　　　　　’B．’地方調査員
委託した地方調査員は次の47名である。
曝　名
北海道
北海道
青　i森
岩　手
営　城
秋　田
山　形
福　磨
氏　　　名
五十嵐三郎
石垣．福雄
此島　正年
小松代融一
堀寵　敬蔵
北条　忠雄
斎藤義七郎
一谷　清昭
　鋤　　務　　先
北海道大学：交学部
オごしI幌；1ヒ高ヰ交
弘前大学教育学三
三手県立杜陵高校
寓城県警察学校
秋田大学学芸学部
川崎市立川崎商業高校
福島女子高校
　　住　　　　　所
札幌市乳28条東3丁属
札幌市北2条西12丁賢
弘前市袋町20
盛澗了｛ゴカ蘇賀野ク㌧保日ヨ95
仙台制i納三十人町53の1
秋E駈1ゴ保戸野；康町秋田大学肉
神奈川県川崎市rF年新fiij26
福島市松木晦52
????????????????????????，????? ????????? ?????? ?????? ? ???
??????????
????
???
。 、茨城苛立ヨニ浦第二高校
宇都寓大学学芸学部
沼懸三子高校
埼玉大学：文理学部
千葉大学文理学部
弘前火学：文理学部
柏崎高校
金沢大学教育学部
福井大学学芸学部
由梨大学学芸学部
信濃教育会教育研究所
岐阜大学学芸学部
静超大学教育学部
名古屋大学文学部
亀山高校
西京大学女子短期大学
京都学芸大学
大阪学芸大学
神戸大学文学部
温泉町立温泉小学校
帝塚山学院短期大学
和歌r！l大学学芸学部
島根大学：文理学部
構汕県立操山高校
五i三田ゴ中学
山口市白：石中学
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茨城県新治郡ヨ三里村’」1二玉羅
宇剤∫寓「1ゴーノ沢Pl∫196
群馬県沼iヨ沸810
圭奇ヨ三勇妻；iヒ足立測；一｛界野1珪∫ソく戸576
東京都東商区葉大泉購9姐
弘前布富麟1蜘…llβ9の46福士いね方
新潟県柏崎市本町2の873
蜜豆1肩ゴ大PIJ－2区1婆4
石川県河北郡津twrlfl’字清水ホ313
福夢｛二了iゴ湊彩〒田∫66
11．】梨県申挙挙郡白根：鱗∫咄々3062
長野祭審級郡更北村尋1氷1を鰹1089
滋賀県東浅井郡浅井町1勲の前
静盤上1ゴ小鹿1
名古墜市千種区徳11仙町3の44
三三重り裟亀LLI了iゴ爾野pgj’851
京都市上京区紫野南舟樽町84の24
京都？1ゴ左京区北白川西助81
大阪市東佳吉区出辺西之町6の34
神芦市垂水区隣郷水町∫神部22
兵庫県美方測；温泉鴨湯、
大阪1膏熱澗市河内町920
和歌山市真砂町和勇歌山大学敦富
住宅
1＝薄雲市側隣町
勘根県簸川郡斐川村大掌富村
岡山市高島新劇敷
広島県佐イ醐附則ゴ町齢1虻121
山口市上金古曾2の75
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徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　騰
依　日
長　崎
熊　本
大　野
宮　崎
鹿児翻
寓城　：文雄
近石　泰秋
杉山　正世
土艦　重俊
都築　頼助
小野志真男
西島　　宏
秋山　正次
糸井　寛一
岩本　　突
上村　孝二
徳繕大学学芸学部
香川大学学芸学部
愛媛県立干治工業高校
高知大学問育三部
福岡学芸大学
佐賀大学教育挙部
長崎大学学芸学部
熊本大下穿育学部
大分大学学芸学部
鐘崎大学学芸学部
鹿児結大学文理学部
徳島，県i那賀郡今津紺島尻932の2
香ノll県メし亀『1ゴニヒ暑｝｝斑∫3936
愛媛際今治市松本通2丁目
高知日ゴ弥ξ琶欝∫52
福岡了1ゴ西懸区原12婆1
佐賀了iゴ赤松ftil－1：ll館93
長崎：市城山町1の171
熊本市健軍町県鴬柱：宅婆06号
大分県臼杵市海国190
酬置盲下水流町190の1
鹿児島rlゴ武斑∫965
C．記述の：要領
　次の要領に従って記述するよう委託した。
　1．　地　　　　　点
　各県で次の条件に舎う1地点を選んで，その’方言を申心に体系的な装己述を
する。なお，各地点は各県の代表地点ではなく，・各方言区画の代表地点であ
るように，研究所で調整したところがある。
　（1）隣り合う地域とひどく異なる：方言的特徴を持っている特殊地点ではな
いこと。したがって，社会的にきわめて閉鎖的である地点または人口移動の
非常に著しい地点は除かれる）
　（2）地点は，市の内擁の行政的な一区域，または町村とする。ただし，地
点丁丁の方言はだいたい等質であると認められるような地点でなければなら
ない。
　2．寵強の対象（被謂査者）
　次の条件に合う叡人を選んで，その個人の方吉を中心に記述する。
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（1）地点内部の他の住民と著しく異なる雷語を話す個入は避ける。
（2）居住経歴などを参考にして，他の方言の影讐を著しく受けていると見
られる個人は避ける。
③　若年層・中年層，つまり，新しい傾向の需語の話し手は避ける。
3，記述の方針
　（1）地力調査員が直接被調査者に当って，現在話されていると考えられる
方雷について記述する。
　（2）音韻（アクセγトを含まない）と文法とについて記述する。その他に，
調査地点の位躍づけのための梨下の方雷概観およ6’方言から見た調査地点の
性格についても簡単に記述する。
　・③　禦下の各方言区薦との著しい違いにも適宜触れるが，そのような分布
よりも，むしろ調査した1地点の方言の体系的記述に璽点がある。
　㈲　分量は各県40枚（400字づめ）。ほぼ・音韻に20極：・文法に20枚を当ア
る。
　4．駈述の内容
　序
　　方言区画から見た県下方言のあらまし（調査地点の位置づけ）
　　方言から見た調査地点の性格
　第1都　音韻
　　母音
　　子音
　　音節
　第2都　文法
　　活用藷の種類・活珊形式の種類・mo　7〈の活薦形とその用法
　　特徴的な助詞の用法
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D．　調　　査　　地　　点
実際に詑述の対象になった：地点は下の47地点である。
N。
??。????????????????????
??????????????
調　査　地　点
空知郡砂川町
桧山郡江差町
南津軽郡尾．ヒ町
紫波郡前前村
仙台市北四番町
河辺鄭軸捻村
北村山郡東根町
醤多方市
新治郡掛余村
那須郡新園村
勢多郡横野村
北足立郡北本宿村
安房郡九：璽村
愛甲郡煤ケ俗評
中頸城郡吉川村
富山市大田村
金沢市彦三一番丁
坂井郡東十郷村
串巨購郡司根田∫百田区
上高井鄭高井村
吉城郡国府村
磐田濡塊付町
西春日井浦1北里村
?????????????????????????????????? ??調　査　地　点
鈴鹿郡亀山町
鳶根市大藪町
北桑田郡周山町
堺市
印南郡修腺村
豊岡市
磯城郡織田村
東牟婁郡高池町
八面糊一1私都村
簸川郡齢皮紐村
岡山市高場新屋敷
佐伯郡水内村
厚狭郡万倉村
那賀君i吟津村
匁亀市土器町
宇和島市
高知市朝禽
福：面市大寧凍掌本村
佐賀市本庄町
大村市
上益城郡浜町
大掛郡／l｝登村
児湯郡妻艮1∫
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47　　鹿児諮　　薩摩郡高城村
E．「全国方言概観」（仮称）の編集・’刊行
　上の47地点に，地方蓄語研究室の3人の室員が現地に赴いて調査した，次
の3地点を加えた，奮計50地点の方言概i翻をまとめて，昭和30年農1じゆうに，
刊行する予定である。
　　　　48　　寓　崎　　西臼杵郡日の影町
　　　　49　鹿児馬　　指宿郡頴娃町
　　　　50　　鹿児島　　熊毛灘西之袋町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（柴田・！野元）
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愛知県岡崎市における
敬語調査の集計・分析
A．集計・分析の経過およ0ミ担当者
　岡崎市における敬語調査の現地調査の終ったのは，和和29年3月中旬であ
った。直ちに集計・分析にとりかかり，29年度末現在その作業をつづけてい
る。岡崎市における敬語調査は，「年報5」にも報告したとおり，次の構成
に．より行わ忙した二。???????方響調査
張り込みの場面録音調査
引き回しの凸面録音調査
グループ・ダイナミックス
祉学生活調査
階麟調査
麟接調査
敬語の段階調査
三三調査
アナライザー・テスト
パーソナリテK調査
　以上のうち，7が未集計，4が一瀞分析を終っているほか，他のすべての
調査については集計あるいは分析を完了している。
　担当者は次のとおり。
　岩淵悦太郎，三野武，北村甫，野元菊雄，出之内るり（以上国立國藷研究
所地方言語研究室）；林知己夫，西平重喜（以」二統計数理研究灰）；　島騎稔
（高綺市立大学）；　島津～夫（横浜市立大学）。
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B．分析結果の概要
1．　はじめに
　この調査の骨になる部分は未集計の7の調査である。他のすべての調査は
もちろんそれ自身の価値は持っているが，7と結びつけて，7との桐濁関係
を見なければ，その本来の縫命は達成されない。なかには，8の調査のよう
に7の集計の一つのてがかりとしてだけ使われるものもある。5，6，11は
ことばを薩接調べたものではなく，他のことばについての調査と結びつけて
はじめて意味を生ずる。
　以上はいろいろな調査の姓質を述べたわけであるが，ここでは，以上のう
ち，8，9，10の分析紬果の概要について報貨する。
2．集合調査の分祈結果
　年報5で報告したように，7の調査のような，敬語行動を調査するものに
あっては，性の違いにおいて，他の要因におけるよりも大き’な蕪を児せてい
る。これに対して，9の調査のような，他人の発した敬語を聞いての意見調
査にあっては，惹見の違いは，性の違いよりも年齢の違いによって左右さ
れる。ここでは，7の調査はまだ集計が終っていないので，9の調査につい
て上野の調査のときと事燈がかわりがないかどうかを児てみよう。　（数値は
％）
〈1）第三饗判断としてこれは適当か。
「○八百屋の店：先での会話
おくさん1
おくさん2
おくさん1
おくさん2
’簿を買っていこうかしら。おくさま何になさいます？
わたくし，おにんじんにしますわ。
そうねえ，じゃわたくしもお大摂とおにんじんいただいてき
ますわ。このごろはお野漿もいろいろありますけども，まだ
いくらかねえ，お高いようですわねえd
ええ，毎日お食事の心配もたいへんですわねえ。
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男　　女
　　　年　齢　｛
エ0代2・代3・代4G代50代んi
?
歴
1　　　2　3　　4
∴隣鷲謡：1‘器：諺：ll；：藷1謡1：1ま：1
　学歴のところのコードは，1　なし・小学校，2　窩導小学較・漸舗中学校，3　侭制中等挙校・新制誌等
　学校．4　［日捌高弩惣門学校。新舗大攣以上，
○男の10代の人が席をゆずられたとき，席をゆずった男の2～30代の人にこ
　とわることば。
　　　いいよ，いいよ，次でおりるから。
　　　　1牲　　年　齢　　学　歴
　　　　1男　女10代20代30代40代50代～1　2　3　4
　　　　F．mmwu．
　適　i　65．　961．・36．！21．423．・320．746．943．・320．・020．・411．・8
　　　　1不適1　34・138・　793・978・676・779・3S3・156・780・079・　688・2
0買いつけでない店で買物をして，店の30代の女の人からおつりをもらった
　ところ，そのおつりが足りないときにいう，勢の2～30代の入のことば。
　　　おばさん，おつりが足らんようですけど，まちがいじゃないですか。
　　　　　　性　　　　　　年　　　　齢　　　　　　学　　　、歴
　　　　　男　　女　　10代　20代　30代　40代SO代～　　工　　2　　3　　4
　適　　　　　65．9　　61．3　　39．4　　52．4　　72．4　　79．3　　80．0　　75．8　　66．7　　57．1　　47．±
不適34．　M38．760．647．627．620．720．　024233．342．952．9
（2）第三者判断としてどちらが適当か。
○急病人が禺たとき，医者（男50代）に往診を頼む男2～30代の人のことば
　イ　長いことば。
　ロ　短かいことば。
　　　　i性　　　年　　齢　　　学　歴
　　　　1　　　　！男　女1。代20代30代40代50代～1　2　3　4
イが適
ロが適
42．5　44．4
57．5　55．6
40．6　38．1　40．0　34．6　62．9
59．4　61．9　60．0　65．5　37．1
0．6　4L　4　35．4　4L　2
39．4　68．6　64v6　58・8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69．
○東京で岡崎の20幾の女が，東京の見知らぬ2～30代の男に道をぎくことば。
　イ　ていねいと考えられることば。
　ロ　ていねいでないと考えられることば。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姓　1　年　　齢　　　牽　歴
　　　　　男女i・G代2G代・・代・・代・・代一，・23・・
　イが適　 4フ。1　53．1　66．：756．1　53．3　37．9　34．　3　39．4　S9．4　44．9　47．1
　ロヵ：適　　S2．9　46．9　33．3　43。9　46．？　62．1　6B．フ　60．、6　40．6　55．：L　52．9
③　あなただったら，次のうちどちらをいうか。
○バスの中で乗り合わせた30代の見知らぬ男が傘を忘れておりて行きがけた
　とき注意してやることば。
　イ　もしもし，傘をお忘れじゃあ・りませんか。
　n　もしもし傘をお忘れですよ。
　　　　　　牲　　　　　　年　　　　齢　　　　　　学　　　　歴
　　　　　男．女　　10代　20代　30代　40代50代～　　1　　2　　3　　4
畿：1膿1雛：：ll：；ll：；蹴：鑑：；ll：；1：：：；1：：．
　　　　l　　　　　　　I
O道で昔小学校で習った先生にあい，連れている子供のことをき’かれたとき’
　の返事のことば。
　イ　わたしの子供でございます。
　ロ　わたしの子供です。
　　　　　　姓　　　　　　年　　　　齢　’　　　　学　　　歴
　　　　　男　　女　　1G代　20代宅β0代　40代50代～　　1　　2　　3　　4
イをいう　50．6フ5．3　53．135．770．G　79。382．9　90．955．752．164。7
mをいう　49．4　24。7　46．9　64．3　30．0　20．7　17。1　9．1　44．3　47．9　35．3
　以上すべてを総合すると，性による差がもっとも小さく，年齢による差が
もっとも大きいということがいえる。すなわち，上野での事惜と全く同じ傾
向が見られたわけである。
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3．アナライザロ・テストの分析結果
　アナライザー・テスbの’方法は，年報5でも簡単にふれたように，場面を
スライドで見せて，その場面における会話を録音器で聞かせ，話線において
「おかしいと感じた」とき，プログラム・アナライザー（反応分析機）のボ
タンを押さぜたのである。
　たとえば，20歳ぐらいの若い女が，昔自分の教わった先生と会っての会話
を聞かぜる。この先生と，若い女の父親とはまた友人同士であるという二重
のあいだがらである。その会話は一
　　若い女の人1　先生，こんにちは，．ごぶさたしております。
　　その先生2　やあ，これは珍しい。お元気でなによりですね。
　　若い女の人3　先生も，ますますお元気のようで。
　　その先生4　はあ，ありがとう，この通り元気ですが。あなたのおとうさん，
　　　　　　　　　しばらくお会いしませんが，お元気ですか。
　　若い女の人5　はい，元気でおります。おかげさまで。
　　その先生6　おとうさん，毎日なにをしていらっしゃい’ますか。
　　若レ・：女の人7　はい，あのう，毎N
　　　　　　　A　絵を書いていらっしゃいます。……実は，きのうも，あたくしに
　　　　　　　B　市役所へ行って来いって申しますのよ。そこで，なんのことかって
　　　　　　　　　聞きますと，こんど市昆展があるのを御存じでしょう。
　　　　　　　7’それに絵のコンクールがあって，それに．自分の絵を出したいが，規
　　　　　　　　　則があるだろうから，それを詳しく調べて．
　　　　　　　C　来いって言うんですよ。
　　　　　　　7”　もうちかごろは絵の方にすっ、かり擬ってしまって，
　　　　　　　D　困っちゃうんですよ，うちのお父さんは。
　　その先生8　いやいや，それは結構です。結構な御身分ですよ。
であるが，こちらでは，．A，LB，　C，Dに注醸しているのである。このうち，
調査者としては，「これからの敬語」その他から，A，　C，　Dのようないい
かたは好ましくないと考えたわけである。すなわち，「おかしいと感じて」ボ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7王
クンを押すべきところと考えたわけである。Bは逆に好ましいと考えた。実
際に，どのくらいの人が「おかしいと感じて」ボタンを押したかをあげてみ
ょう。％は全戸調査者164人に対する％。、
話線番暑il　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　A　　B　7’　C　7ti　D　8
人数1030112S81171533S・2　　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35．4　6．フ　　　　9．2　　　21．3
　各場面を通じて，大体こちらで注鴇したところにボタンを押している数が
多く嵐ている。しかし，調査した6揚面で，好ましくない（押すはずだ）と
一考えた話線20，好ましい（押してもらいたくない）と考えた話線7，合計27の
一話線のどこでも押さなかった者総計39人は，一一応言語的感覚がにぶいとみど
めて省き，残った125人に対する％を出してみると，上の結果は，
　　　　　　　　　　I　A　B　c　　D　　　　　　　　　　I
唄一一晒．一一一…・・一・・一一
　　　　　　　％1　46．4　＆s　12．o　2＆o
となる。
好ましくないと考えた話線に対してボタンを押した慶に1点を与えて要因
ごとに計算すると次のようになる。　（125人についての集計）
　　　性　　年　齢　1　学　歴　新開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　男面壁2G鯉代・・代±．と2？・血餅
3．412　i　2．333　2．13e／　2．280
2］n51J；，1，UilL526’4’liE．mm，’，’21’｝ww．2k’41”ll’g一，，ww，，．T，igl”II．’lg，’lg，hElgg．，，ggTIEI，’g；gllinE，，，，，ll，ig55TgJl，，，，．g，M8，TIIr．1，ltl．，，　g
　上⑱表から，女は男より，学歴iの高い者は低い者より，新聞を毎縁読む1春
はそれ以外の者より，高い点をとっている（つまり，敬語について好ましい
・基準を持っている）ということができる。とはいえ，以上は傾向的な差だけ
であって，年齢で20代と40代以上と，学歴で1と4とに有意の差が見られる
：だけである。
　なお，20のうち八つについてボタンを押した人が個人の最高であり，こう
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いう人e3　2人しかいなかった。
　注団した話線で，もっとも琿応数が多かったのは，上の「お父さんの絵」
の会話のAであって，なかには，，非常に反応数の少なかったものもある。結
局，好ましくないと考えた一つの話線に反応した数は，平均，全体164人の
8．　69％であって，一般の人は，現実にある会話を聞いても，それをあまり「お’
かしい」とは感じないということを示している。全体を125入としてみてもr
上の8．69％は，11．40％に上昇するにすぎない。
　なお，次のような場面での会話一一「太陽商毒曝という会社に，会社の入
でない入から電話がかかった場合の，女の課員の課長についての話しかた一・
での反応を見てみよう。
　男の人1　もしもし。
　女の人2　もしもし。こちらは太陽商事でこぎいます。
　男の人3　わたくしは荒亡と申しますが，山本さんお願いします。
　女の人A　訟長の山本でございますね。
男の人4
：女の人5
男の人6
女の人7
　　　B
男の人8
女の人9
　　　c
鋸の人10
女の入11
　　　D
男の入’12
そうです。
ちょっとお待ちください。
はい。
（しばらく　閻）
もしもし。お待た：せしました。あい｝こく
山本は外へ出ておりますが。
そうですが。会祇へ帰る記聞は分りませんか。
会議が4時からこぎいますから，それまでには
帰ると旧います。
そうですが。
なんでしたら，
お帰りになりましたら，すぐそちらへお電話するように申しあげとぎ
ましょうか。
こちらから，また電話しましょう，じゃあ失糺しました。
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　　女の人13
話　線 鯉1・23
ごめんくださいませ。
　　　　　　A4S67　B　89C　IO　21　D　：2　：3
人
?
　i　2　2
　　t　－　t　”　t　．　T　一　．　　r　t　　．
33　S　　l　　！　　i　57　S　　l　22　O　　O　ll　4　　6
164入に対する％ 20．1 34．　8 13．　4 6．7
　　　　　　　　ミ125人｝謝する％i　26・4　　　45・6　1フ・6　　8・8
A，B，　Cはrこれからの敬言辞などによって望ましい形とされている。し
たがって，ボタンを押さなくてもいいものと考えられた。しかし実際には，’
好ましくないとして押してもらいたいと考えたものの平均よりもずっと多く
の人に押されている。Bは，上の「お父さんの絵．iのAにつぐ高率を示して
’V・る。すなわち「これからの敬語」などによって墓ましい形とされているも
のが，一般にはかなり抵抗を感じさせるものであることを示している。官庁
や会社など事業所で，部外の人に対しては，部内の上長について敬語を使う
．べきでないとする原則は「これからの敬語．三実施上いろいろ開題をおこすも
のと考えられる。
4．段階調査の分析結粟
　7の調査の集計分析のためには，得られた…一つ一つの雷語形式にrていね
いさ」によって点を与え，それを集計することが必要である。上野市におけ
る調査のときには，調査看のうちのある者（複数）がていねいな順に1，2，
3の点数をつけて集計した。これが一般人の基準と合っていたかが問題であ
る。数入の者の多分に主観約な判断で，もっとも基礎となるべきこの点数が
きめられるのでは，その判断が一般の基準と狂っていないという保証がなし・
うえ，もし狂っていれば，調査の結果臨体が無意昧なものになる。そこで，
これが狂っていないかどうかを検定すべきであると考えて，岡崎の繭査では，
．段階調査を全体の企顧のなかにとり入れた。
　得られた言語形式のていねいさの段階は，いうまでもなくこの揚合，岡崎
という方言社1会におけるそれでなければならない。そこで，得られた各岡そ
九それ246赦のカードを，被調査考の性・年齢によっていくつかのグルーープ
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に分け，おのおのをていねいな順にならべてもらい，判定者二人ずつの順が
どう違うかを，順位相関係数で見てみた。結果は次の表のようである。
霧細鱗薩舗陣襯騒被調査訓これによ・て講形式が得ら
鵬i藷・1蓑li騰i麓み難鷲コ離
　　　　；i膿麹懸1・瀬数字齢脚・…
　　　　23．4　1　」3×15　1　O．S347
：1懸1購一：：：瓢∵て
陰…lil灘憾言；記帳i論
主．ll・41鑛，1螺　　とき涌す・
・・2 P；1謡lgrl19660g’g　11勘売騨こその簸のことを
　　　　23．4，　15×13　i・i　O．4403　fi4t］〈．
　順位粛関係数の必ずしも高くないものがあるのは，判定者にやりかたが徹’
底できない揚禽があったのと，判定者自身の基準がかなり異常と考えられる
ものがあったためである。そこで，これらを是正して改めて調査をすること
にしたが，費用その他の関係で，以下は東京における調査の結果であり，ま
た判定者の年齢もかなり若い方にかたよらざるを得なかった。
　まず，各問246通りの発話（言語形式の形でカードとなっている）をひと
りで全等順位づけしうるかをこころみ，2人ずつをまとめて順位相関を求め
た。　（全く同形の発話についてはランダムに順位づけをした。）結果は次のよ
うである。
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　順位相関係数は高く出ている（246という多い数だったためもある）が，非
常な労力と時間とを要し，多くの判定者を得られないので，岡綺市でのio　”一
辞癒判定轍位欄係ドのグループ分け硬にこまかくして・判糧を
墾（鱗’製数＿なるべく多く得るようにつとめた．この搬共通
鷲毬調8：ll；9の膿、す。ため，綱、もにそれぞれ、繍
　　r－U女x若女　　0．フ485
　　舷・鯵0・88フ5そ漉すべてまとめて難題別。纈麟の酬，
および，五つの雲合をとおしての被調査斎の性別×年齢別に1融業糟1矧無数の
平均を求めると次のようである。
幽姦ま1旦⊥．㌔i＿聾＿　　　レ　li・2
∴1：i÷羅懸樋騰野選灘．1黙
曇1：到懸蝿帳’懸li騰i暇：灘
ll　ii罎騰叢←計i議器ilil　l藻
　順位糟関係数はどれも高い。すなわち，人による違いは，それほど大きく
ないということになる。それでは，岡じひとりの個人の基準は安定したもの
だろうか。これを調べるために，同じ人に約1か月間をおいて，同じカ・・一ド
に，ついて判定させた結果は，41入について，新細の順位相関係数の平均は，
0．9744である。』ｷなわち，個人によって基準は安定しており，狂わないもの
であることを示すと共に，判定そのものも縮当真剣にやったことを示すとい
える。
　さて，上のように，この順位がある程農儒回しうることがわかったので，
カ　・一ドの各グルーープごとに，3～10人の判定者が，何位としたかを見て，平
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228のように，狂って出るものがある。カード何枚が狂ったかを表示すると
前ページの下の表のようである。
　これで見ると狂ったカードの数は10．0％である。狂いの数は非常に少ない
といえる。しかも，狂ったカーeドを一枚一枚検討すると，判定者のうちのひ
とりが，他と露常に違った判定をしたものなどがあり，結局，はじめにつけ
た段階点を訂正しなければならないものは，：左の表の狂ったカード数合計
108赦のうち，37枚だけとなる。これは全体の3．4％にすぎない。
　以上の結果から，五つの揚面だけの調査ではあるが，上野市の調査で行な
った段階づけは妥当であり，岡じ方針で岡崎市のこの調査でも段階づけをし
てさしつかえない，ということがいえよう。
C．今後の集計計画
段階の基準が立ったので，7の調査の集計にいよいよ着手できることとな
った。昭和30年の9月までに大筋の集計をおえて，10月から途中随時集計を
しながら，報告書の作成にかかり，30年度中にはまとめるつもりである。な
お，昭和27，28の両年度に実施した「地↑方雷語の敬語に閃する調査一1（年報
5参照）をもまとめて，地方雷語研究室の敬識こついての報告を，総舎して
この報沓書に．盛る予定である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（籔元）
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国語科学力水準調査
　　　　　　　　　A．これまでの経過
①　圏立墜語研究所としては，昭和24年度からずっと「国語の学力標準設定
　に関する調査研究」を続けてきた。
　　昭和24物学は小学校1年生から高等学校3年生までの読解力検査の方法
　を研：究し，25年度には語い力検査のなめの語い尺度設定の方法を研究し，
　26年慶には申学校生徒について，文学鑑賞力と文法能力との検査方法を研
　回した。
（2）昭和26年慶は文部省訂苛査課で国語・理科・社会・算数の四科目の全国の
　学力水準調査に着手するため，関東地方の小・中学校について準備調査を
　する．ことになったので，これに協力して，国語科の問題作成と結果の解釈
　とを分些した。
③　昭和27年度から，こQ仕事が国：立教育研究所で本調査として全国的に実
　施されることになったので，引き続き同様の形式でこれに参加し，睡語科
　の部分を分担した。これは三年間継続の仕事であって，27年度，28年慶を
　へて，今年度が最：後の年である。
　　　　　　　　B．本年度の調査目的と内容
　これは前年度と嗣じで，ただ全体的な学力の実態をつかむだけでなく，ど
の方面のどういう学力の学習指導が欠けているのか，問題作成に．おいてだん
だんと診断的な方向に進もうと努力した。
　　　　　　　　C．本年度の調査担当者
（1）研究所としては，岩淵悦太郎。輿水実・高橋一夫・上甲幹一がこの調査
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研究を抵当し，
安藤新太郎
岩井　竜也
沖山　　光
上飯坂好実
河合　良三
塩聞込頼
渋谷　宗光
須繋　久幸
中本　昭典
鱗i日　三良
聞題作成委員として次の諸氏をお願いした。
（東京都教育庁指導部）
（圏立教育研多ヒ所）
（：文部省初巾偏初等教育譲）
（來京都杉並区霊亀小学校長）
（棄京都港区愛宕中学校）
（文部省調査局国語課）
（文部省初串局中等教育課）
（横浜市茜中学校）
（菓京都杉並区方爾小学校）
（東京都北区神谷小学校）
D．本年度実施の概要
①　i高橋所員が主となって前年度の結果：の解釈に基づく報告趨：を作成した。
　　　　国立教育研究所ヂ企国小・中学校児童生徒学力水準調査（第二次中
　　　閥報告」（昭和30年3ノヨ）の第2章「闘語科における学力の実態とそ
　　　の問題点」参照。
（2）29年度の検査問題は次の学校に依頼して第一次・第二次のbライアウト
　をおこない，9月末に完成した。
　　　　29年度学力水準調査の1・ライアウトを依頼した学校
　　　　　葉京都杉並区方南小学校
　　　　　東京都三鷹声三鷹第：三小学校
　　　　　埼玉県入間鄭西武町西武北小学校
　　　　　菓京都杉並鉱泉爾中学校
　　　　　東京都三鷹市三鷹第一中学校
　　　　　埼玉県入蕪辞西武町西武北中学校
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E．本年度の成果
（1）小学校の問題の構成
　　本年度も領域を限定せず，なるべく国語科の広い領域にわたって，その能力がみ
　られるように配慰してある。ただし，昨年慶まで取りあげてきた聞きとりに園する
　能力は，今年度は省くことにした。それは今までの問題でかなり高い蕉答率がみら
　れたことと，もうすこし細部における能力をみようとすれば，テスト形式に隈界が
　あるためである。そのかわり読解に関する問題はこれを充実し，読解に関する能力
　をさまざまな観点からみられるように配慮してある。
　　なお，本年度の問題の購成は次の如くである。衷中に示されている検査する学力
　は，それぞれの問題でみられる能力が，何の学力に関するものであるかを示したも
　のである。
畜類皿街．葺＿材．＿謎㌔．
??　　：文章読解　　　　　　　子供の話しことばの進
　　　　　　　　　みかた　　〔解説交3
囮
團
囹
：文章読解と鑑
賞
文童読解
交野読解と作
文
表現（書く）
漢字の書きと?
漢字の読み
交法
衷現（語す）
なつかしV）たてごとの
音　　　　　〔物語〕
ゴム工業の発達
　〔科学的な説明交〕
人間の耳のはたらき
　　　　　〔解説文〕
二百十E【のこと
　　　〔児童の作善〕
教育漢字
教育漢字
児童の短文
あわてて失敗した話
〔数人の児童の発言〕
　　　検査する学力
（一）（二）文のいくつかの要点をつかむ
｛
（三）文の紬かい点にまで注意をはらう
（四）文の要旨をまとめてつかむ
∫（一）（二）文の叙述を正磁1につかむ
／（三）　　交の要旨をまとめてつかむ
1（一）　　交の要旨をまとめてつかむ
／（二）　　文脈に演意して読む
交段の要旨をつかみ，それらの論理的連
｛
関を正確に理解して，正しく豪現する
交体に合わせて語句を推こうする
語の中に正しい漢字を書きこむ
誌の中の漢字を正しく読む
まちがった諮法に気づいて正しく表現
する
指示にしたがって正しく発表する
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（2）小学校の問題　　（鳳文はたてがき）
つぎの交を読んで，あとの問に答えましょう。
　　　　きい　四，五歳ごろに：は，よくひとりごとを言います。お入形や花などを，人閥のように
あつかって話しかけたりします。また，じぶんが，こうしたい，こうであったらいい
なと思ったことを，像んとうにあったことのようk言うことがあります。また，他人
にみとめてもらいたい時なども，うそを欝うことがあります。
　六歳ごろには，ひじょうにこうげき平なことを言います。人をののしったり，おど
かしたり，反対したり，はげしいことばを使い，たいへんおしゃべりになります。こ
のころには，ことばとして，いちおう，ととのってくるので，ラジオなどで聞いたこ
とばや，げひんなことばなどをつかってみたがるようになります。
　　　　　　　　　ふへい　七歳ごろになると，不平を雷いたがります。不平を言った瞬，しかると，六歳ごろ
おしゃべりでこうげき的なのと反対に，だまりこんでしまうようになります。そして
話す時は，高い声を晒して大声でしゃべったり，はやりことばやげひんなことばを使
いたがるのは，六歳ごろと変わりありません。
　以上，七歳ごろまでの，話しことばの進み方についてのべましたが，このころまで
におぼえることばの数は，男の子も女の子もおよそ五千語ぐらいとされています。
←｝不平を言ってしかられると，だまりこんでしまうのはいくつごろですか。
　　（　　　〉
⇔　げひんなことばを使いたがるのはいくつごろですか。つぎのあっているのに，一
　つだけ○をつけな：さい。
　　　　　さい・　　1．六歳ごろ　　2・七歳ごろ　　3・四，五歳ごろ　　4・六，七歳ごろ
㊨　七歳ごろまでにおぼえることばの数はつぎのどれですか。あっているのに，一つ
　だけ○をつζ・ナなさい。
　　1．五千語　　2．五千語より多い　　3．およそ五千語
　　4．五千語より少ない
㈱　この：文はどんなことを書いた：文ですか。あっているのに，一つだけ○をつけなさ
　い。
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　　　L　七歳ごろまでIC，子どものことばはどんな進みかたをするかということ。
　　　2．七歳ごろまでに，いくつことばをおぼえるかということ。
　　　3・悪いことばづかいをしたり，不平を言いたがったりするのはいくつぐらい
　　　　の時かということ。
　　　4・悪いことばづかいのくせは，　子どもの時につくから注意しなさいというこ
　　　　と。
穿
つぎの文を読んで，あとの悶に答えましょう。
　きれいな音はどこから発しているのかわかりません。あたりの高い木のこずえから
ふってくるようでもあり，また，地のそこからわいてくるようでもありました。
　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうし　　　　　　　　　　　　　　　　　　がっしょう　それを聞いて，われわれはますます調子づいて，いきおいよく合唱をつづけました。
　　　　　　　　　　　　　きろ　すこしはなれた所にお弄の塔がありました。そりゑえった小さなやねが無数にかさ
なつ七，ちょうど魚がうろこをさかだてたようなかっこうです。そのうろこの先に一
つ一つすずがつるしてあります。はじめは，ひびいてくる音はそのすずのすれあう音
かと思いました。しかし，そうではありません。今は風はまったくありません。そし
て，その音を聞けば聞くほど，それはもう～年近くも繭に，われわれがその陰の命も
あやうく，山から山をあるいたころに聞きなれた，あのたてごとの音でした。
　音はしばらくつづいていました。が，われわれの含唱がすんだのちも，ひとしきり
かきな：らして，急にはたりとやみました。けれどもその音がきえないで，なんだか足
もとの大地の中にすいこまれているようでもありました。正面に横たわっている，大
き・な，白い，わらっている像とけさま一たてごとの音は，そのほとけさものくちび
るのあたりにただよっているようでもありました。
←｝i塾いな音は准んの音でしたか。あっているのに，一つだけ○をつけなさい。
　　　1．　地のそこからわbてくる音。　　　　　　2．　たてごとの音
　　　　　ぶつロよう　　　3・合唱の音　　　　　　　、．　　　　　　4・すずのすれあう音。
⇔　どこで合唱していますか。あっているのに，～つだけ○をつけなさい。
　　　1・響き：くて白い庶とけさまの前で。　　　2・すずの下で。
　　　　　　　　とら　　　3．お寺の塔の申で。　　　　　　　　　　4・たてごとの前で。
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⇔　この：交はどんなことを書いた交でしょうか。いいと思うのに，一つだけ○をつけ
　なさい。
　　　1．お春の塔のすずの音を聞いていると，一層も前のことが思いだされるとい
　　　　うこと。
　　　2・すザの音を聞きながら，みんなでなかよく合囑しているたのしさ。
　　　3．お春の塔や，わらっている隠とけさま一一そのまわりのけしき。
　　　4．　繭に濁いたことのあるたてごとの音を，なつかしく思って麗き’とれている
　　　　ようす。
i亙i
つぎの文を読んで，あとのしつもんに答えましょう。
　コロンブスがアメリカ大陸を発見してのち，この新大陸にわたってきたスペイン人
　　げんじゅうみん　　　　しゅるい樵，原住斑がある種類の木のみきにきずをつけて，にじみでるしるをとってかたまら
せ，：水のもらないくつにしてっかっているのを見つけた。これがゴムが世のq㌶にしょ
　　　　　　　　　　　　　ω　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
うかいされたはじめである。そのことがあってからのち，このゴムがヨーロヅパに輸
　　　　　　　　　　　　　　与人ダ．入されたが，そのころゴムは，温度が高いとねばりつき，ひくいとかたくなるので，
ただものめずらしいという以外には，なんの実飛的なねうちもないものであった。
　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬの　　　　　　　　　　　　r駕うすいふ
　そののち，このゴムを布に．ぬりつけて防水布をつくることなども考えられたが，ア
メリカのグッドイヤーは，ゴムに化学的な加工をして，温度の変化によっておこる
けってん
欠点をとりのぞこうと，ひじょうな苦心をしていた。1830年，かれは，ふとしたこと
から，ゴムにいおうをまぜて熱をくわえれば，いままでのゴムのように濃度の変化に
よっておこる欠点がなくなり，その上，はじきかえす性質をもつようになることを発
見した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナいりよう　　　　　　　　　　　　　こハにち　こうして，ゴムは，実用的なねうちをもつようになり，改奥に改良をくわえ，今麟
のゴム工業にまで進んできたのである。
←｝この交はどんなことを書いた文ですか。つぎのどれにあたるかを考えて，一つだ
　け○をつけなさい。
　　　1．はじきかえす姓質をもっているゴムは実用的なねうちがあるので，ゴム工
　　　　業がこれからますますさかんになる。ゴムは橡んとうに飛んりなものである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けってん　　　2　ゴムは温度の変化によっておこる欠点をもっているので，化挙鮒な加工を
　　　　してゴムをはじき・かえす性質をもたせるようにした。
　　　3　アメリカ大．陸の凍住民はゴムをこしらえて，それでくつをつくっていた。
　　　　そのゴムがヨーロッパに輸入され，そののちグッドイヤーのくふうによって
　　　　環在のようなゴムになった。
　　　4　アメリカ大陸の隙住民はゴムでくつをつくっていた。そのゴムが，ヨーロ
　　　　ヅパに輸入された。そののち，けんきゅうをかさねてゴムの欠点をなくし，
　　　　さらに改良して今日のゴム工業にまで進んできた。
　　㈱（i）この文のそのことは，つぎのどれをさしていますか。あっているのに，一
　　　　つだけ○をつけなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　ゆにゆろ　　　　1．　ヨーnッパにゴムが輸入されたこと。
　　　　2・スペイン人がアメリカ大陸にわたってきたこと。
　　　　3．　ゴムのくつが世の中にしょうかいされたこと。
　　　　荏．原住畏がゴムをつくりだしたこと。
　　　②　この交のそののちは，つぎのどれをさしていますか。あっているのに，一
　　　　つだけ○をつけなさい。
　　　　1．防水幣をつくることを考えだしてのち。
　　　　2・　ゴムがヨーnッパに輸入されてのち。
　　　　3．　コロンブスがアメリカ大陸を発見してのちQ
　　　　4．木のみきからゴムがとれることがわかってのち。
　つぎの五つの交は，もとひとつづきだったのを，とちゅうのじゅんじょをならべか
えたものです。囮と圖の間に，どのじゅんに，はいるのがよいか，［」の中にその番
号（2．3，4．）をつけなさい。
国　人間の耳のはたらき’でいちばんふしぎなことは，いろいろな音が入りまじってい
　る中から，自分の聞きたい音をえらんで聞くことです。
［1］（イ）ところが，うまいことには，みなさんが友だちのことばに注意している時には
　耳がまわりのやかましい音をすててしまっているのです。
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口（の友だちの声も電車の音もごたごたになって，どんな大声を出しても，たがいに
　話をすることはできなくなってしまうでしょう。
□（ハ）たとえば，みなさんが電車のやかましく通る道ばたに立？て，友だちと語をし
　ているとしましょう。ずいぶんうるさいなと思いながらも，とにかく話をすること
　ができます。この蒔，もし耳に，音をえらんで聞く力がなかったらどうでしょう。
恩　このことは，たとえばみなさんが学校の教案で，先生のお話を聞いているとして，
　もしみなさんが先生のお話にいっしょうけんめいに注意していれば，まどの外でい
　くらすずめが鳴いたって，橡とんど気がつかないし，その反対に，すずめの鳴き声
　にばかり気をとられていると，だいじな先生のお話がさっぱり聞えなくなってしま
　うことでもよくわかるでしょう。
　　もっとも，こういうはたらきは，耳というきかいだけのはたらきではありません。
　のう　脳のはたらきがいっしょにくわわるのです。
｛｝の唾は・二・・ろの言・・かた汎てあります・どちらのほうが・…畑・な
りますか。いいと思うほうの番号に○をつけなさい。
その・はち・うじ百恨・あた・・の・とで・た・空離綴り｝・も。
ていました。
・櫛・かえる・降ると，轍・・魯2像綴鋭津掬・は
・・ると，騨四九麟翫1こ絵｝ろ・そ・を買。てお・・で．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠と欝つたので，ろうそくを二本買って来ました。父も兄も，いつもより早く，
∫1かえって来ました。／
気2かえって来た。　　，
…い羅点く｝なるとρ鷹：雍禦；｝雨がふ・だ・，風がぴ・うぴ
。うふ…，・か・・曾｛壌そ，｝・て・・わ漕｛鞭き｝蹴ました。
度・
（）のi．1二IIC漢字を書き入れなさい。【なるべく国藷の教科書に認ている掌を書きなさ
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い。】
　1．
　2．
　3．
??
攣（げい）袈
せい　　　　　ひ　　　　　　けい　　ざい
（　）治　と　経済
ふね　　　　　　　　の
船に　（　）　る
だい　　く　　　　　とう　　　　ぐ
大工　の　道　（　）
　ゆた（　）かになる ?
〔刀
（）の中に漢掌のよみがなをつけなきい。
　（　）
1．浴び　る
　（）2．親　し　い
　（）　Sく3．往復
　（）exく4．圧　力
　　こう（）
5。校　舎
???
??????
しつ　　　ばい失（　）す　る
宍噂に（お）き
かム　　　　　　　つか
紙　を　（　）　う
　てん　　　　蔭ん　かい（　）覧会
けん　　　こへ
（　）康に
　　（）
6．置　く
7．霧蓬（蜜
　　（）8，預　け　る
　　ザ　（）9．貿　易
　　（）ぎrう10．作　奉
?
ちあもい注意する
「副
　　　　　　　　　　　　　　の≧
半分だけ知っているのは知らないが固じことだ。
右の交では，瞑しくない言いかたの所に，一一一一をひいて，なおしてあります。
つぎの女にも正しくない雷いかたカミーか所ずつありますから，そこの右が諸っに，
　　　をひいて，なおしなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タいがカスド　8・わたしたちは，あした学校から町の映函館で映霞を見に行きます。
　⇔・ぼくは，でき’ない問題を，兄に教えらされることもある。
　㊨．ぼくは，ものがたりの本を読むのを～日でいちばん楽しい時だ。
　㈲・森の小道にたび人は急いで通りすぎました。
　岡．限が強くて蓮動がしにくいのでおまけに繭までふってきた。
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剛
先生が，
　「みなさん，どんなことをするにも，あわてるとしくじりがちなものですね。みなさ
んも，何かあわてたためにしくじったことがあるでしょう。そういうことのある入は
それをみんなに発表してみてください。」
と欝いました：。
　五入の生徒がつぎのように答えました。先生の言われることによくあつている答は
どれでしょうか。二つだけえらんで，その番母に○をつけなさい。
”（1）ゆきこ　「わたしは，きのうしゅくだいがあったのを，ぼんやりしてわすれてい
　　　　　　ました。けさになって気がつきましたが，あわてても，もうまにあいま
　　　　　　せん。これから注意したいと思います。」
　　　　　　　　　　　　　　さKすfi「（2｝ごろう　£ぼくは，きのう回数のテストのとき，えんぴつが何毅もおれるので，
　　　　　　つい気がせいて，計箕をまちがえてしまいました。やさしい問纒だった
　　　　　　のに，おしいことをしました。」
㈲　みちこ　「きのう，おかあさんに，お客に出すのだから，早くおかしを買ってい
　　　　　　らっしゃいと言われて，おおいそぎで，かし屋へ行ってみたら，お金を
　　　　　　わすれていました。」　　　　　　　　　’
《4）たろう　Fゆうべは，夜おそくまでおきていたので，ねぼうをしてしまいました。
　　　　　　それで，学校におくれてはたいへんと，あわてて走って来ましたが，少
　　　　　　しちこくしてしまいました。」
《5）まさお　「ぼくのおとうとは，とてもあわてもので，おとといの朝も，自分のぼ
　　　　　　うしをどこへやったと，あちらこちらさがしてるんです。兇たら，ちゃ
　　　　　　んと頭にかぶってるんで，みんなにおおわらいされました。
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〔3）小学校の正i跨衷
問題番暑 正 答
????瞳舞晶晶寒箸嘩簗、謹）総・・引
4
3
1
2
??囮 1
4
4
圖、 （1）1　3
（2）1　2
（d）　　4　　備考解瞥の指示に2，3，4の数字を詑入するようになっていi
、。＞3　るの…か・はじめ揖か・は・めて・　…2…1
Vx＞ 2 二二1山山鍛籍山野式を誤ったもの1
o
＠
＠
1
2
1
＠ 1
＠ 1
＠ 1
＠
＠
1
2
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固
（正遷｝例） （誤　蕎　例）
，1． 芸，芸，芸，藝， 芸、　著、芸去，云，共．
引2． 政：，政、 政，攻，改，牧，政、生、正聖．成，
香C
・3 乗東乗，乗， 宙乗、乗東来家来，象，
?能、
?」???????????????????????，，?????「????????，???????????????????????????????????????????????、．?＝????｝??
i4具， 具下見臭　貝真莫首骨．
15：
?
豊，讐塁農粟巣異豊，
，6 敗、 欧鐸煩欠，欺歌，頬員，
迚ｳ．拝、認証，
i7書起起 定言起素地足，覧走匙u
，鼠 使．棟 便，使便彼，吏．飽仏，買
ｸ．作
’9 蔽ノ課展， 廉，風辰，展．屠鼠
¥点店、傅．
’o， 熱海、 健，疋律豪健建
ｧ，検字，　　　　　’
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龍棚正　as 誤 答 例 工倫 考
1半　あび・の・よく　　陰襟脚
　　　2…した　胤・醜あta　［）・しん謙｝究認劉
　　　・凄2：欝・　　　　　　　　翫う，し・う，し・，ち・う，せ・・，おする・　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0かなづかいi∴主：L＿．こう・じつ，ど・L・：う　　警1趣四
匝÷∴しやlii∴｛㌃。，、ど謙鯉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1い・　　　i．
　　　71りっ　　　　　ぎょう，りよく，そん，ちょく，そつ　　i　　　　　　　l
　　　・闘・づ・ど図・，・。，・　　　i
　　…9陵き，ゑき　ふう試じ、う，ゆ，り、く　　　　　i
．蘇　さ・，・・　　L＿｝
塵穆正　　例降瞥例ド配…考」・
＿映麟で→～え，1・・，の，まで渦一の厭麟で」
　i映臨ぞ→晦～など
　”1
教えらされる→てもらう，られる，
ていただく，てもらえる
馬寮．ら鮮紅→え（へ）てもらう，
え（へ）られる，わる，はる
教え．らされる→ら
教えらされる→おそわ，おそは
兄に数鑑黛豊れる→兄から教えら
i・消・・しまうなど，
｝丈脈，揚面をかえて
i・．以下の鯛でもi
?
ii心様一こ｝探り抜うoi
i
i?
i兄碧教え，ら登れる→
・しまうのは誤讐：とす
　　　兄が教えてく
i
麟il
三
四。を．．．、、，、　　　睡む三一は
鋤嚥一・が，・とが，・きが…i／gむ璽→蹴詩
．矧野趣→を：　k’ i小道に→～で
五
。にくいので＿の、。，うえ（へ）に，1
　うえ，上に，ところへ（k）
しにくいので→に・・く・・ぞ一・，・・　1
しにくいので，おまけに→と思っ
　　　　　　　　ていたら，上
I
iびらがなの混
i用もかまわな
1い。
○漢字の誤詑
　も問題にしな
　い。　　　　罫
　　　　　　｝○誤りの箇所1，
証しく酬
ていれば・他i
は多少かえて
も丈としてさ
しつかえない
限り，：［E讐と
する。たとえ．
ば・問こ＝で：
　「にいさんに
　ノ　　ダハゼヘヘドロ　ヘコ
教えてもらい
ましたゴも正、．
答とする。
○かなづかい1
は問題にしな．
いo
Oかたかな，
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　　　　　　ミ悶北朝暑i　　　　m
即閲… D＿し＿～勿＿⑱．＿．皿t．．＿．．ttt－tt一．．”P ．＿．．…．1
（4）小学校の問題のねらいと，整理および三州の要領
　問題はトライアウトの結果によって，9問題を通じて，全体としては，各問を周じ
：璽さとみて，約50％の平均〕：E答率となり，欄々の閏題もまた正答率がほぼ50％になる
鼠安で作られている。
　しかし，この調査は塞として学習指導上の群1灘を朋らかにする臼的をもっているの
で，そのためには，小問題としては，予想される正答率が7Q％ぐらいのものや，40％
にみたないものもとりあげている。したがって，一一つ一つの鉱答率を取り上げて，50
％を基準に，直ちに，この力は高い，このカは低すぎると速断することはさけたい。
　しかしながら，この程度の問題としてという条件で，全体の傾向はつかめるはずで
ある。各学級あるいは学校，地域では，全国の大勢と比較して，それぞれどういう特
鹿があるか，どの点が伸びており，どこに欠陥があるかということが半彗断されるであ
ろう。
　学級だけの中では，その正答の分布や標準偏差を晃て，学級の学力が均質か，かた
よっているかが調べられる。
　結果の解釈に当っては，書うまでもないことではあるが，ωテス｝の形式になれて
いるか，（2）最近学翌した事がら，あるいは未習未知の蠣がらが出たか，（3）地域による
雷語上の障審はどうか，（4）テスト実施当賑の環境条件はどうか等に左右されることも
考慮しなければならない。
　ただ，このテストとしては，融語科の広い領域にわたることを臓ざしはしたが，ペ
ーパーテストによる一斎検査という大き・な制約があるため，調査したくてもできに：く
い掻もあるのは当然のことであり，結局，調べられているものは，学校が国語税でね
らっている演標のうちわずかな部分であり，決して全体ではないということをう念頭
に置く必要がある。
　次に問題ごとに，その問題のねらい，学級を単位としての結果整理の方法および解
釈のしかたを示そう。
　各児箪個入についての結果記入票の記入が終ったら，それらを以下各腿題ごとに示
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されている結果整理表によって集計整理する。その詑入上の澤意は次の如くである。
　（1｝問題欄の番号に○印のあるものは正答の選択肢を示す。
　（2）実数の欄には，学級単位に選択肢毎の反漁者数または判定の結果別の児童数を
個人の結果記入票から数えて認冒する。
　㈲　％の欄には，学級の受検者総数に対する百分率を言己偏する。
　また，解釈の際に参考とするために，トライアウトの結果にもとづいて予想される
正答率を示しておくが，これはあくまで予想であることに留意されたい。
問　　題国
問
　　　　巳1＿
題　　1訴訟ゴ・
実 数
R．．．．．mmum．rTl－4e，　・　i．rww一．rm（ge？T．．．．．．．．1
亙司無．・i・回・、無塵ll釜E瀦
％
」? ?…
IIl
ー
ー
　三日，⇔は文はいくつかの要点をつかむ能力をみる問題である。ただ⇔は，6歳ご
ろのところと7歳ごろのところと2箇FTiVCでていることを指摘しなければならないの
で，：文章全体を注意深く読みとることができなければできない問題である。したがっ
てHと⇔とを比較して，屋につく飯だけを局所的にとらえてすます傾向があるかどう
かを考察する。Eが70％苗後の正答率であるのに対し，⇔は30％前後の正答率しか示
さないことが予想される。
　eeg）は交の細かい点にまで注意をはらって読んでいるかどうかをみる問題である。
⇔が文輩の講造に関係しているのに対して，ここでは，その箇所を濡意深く読んでい
るかという点をみている。したがって正答率も⇔に比較すれば高くなり，70％前後を
示すものと考えられる。問eと比較して灘意ぶかさを誠べることも必要である。
　問㈲は，：交の要癬をまとめてつかむ能力をみる問題で正答率は約35％位であろう。
問H，⇔，㊧の正答率と比較して，部分の全体の読解との関係を考察する必要がある。
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　これは文学的な素材を材料として，比較的鑑賞に近い理解力をみようとしたもので
ある。純粋に良否を判定：させるものではないが，以前に詩について行った，どちらが
いいと思うかという形或のテストは，学賞力そのものの純粋なテストであるが，子供
の感じかたの実態よりも，むしろ，そうした，指導を受けていたかどうかによるとこ
ろが多かった。また，人物の性格いかんというような問題は完全に．鑑賞外の理解テス
トになっていると懸われるのでとらなかった。
　問H⇔は叙述を正確につかむ能力を見る問題である。この交の叙述は交学的炭現が
されていて，子供にとってはいわゆる「そのものずばり」というわけにはいかない性
質の文章であり，情景や行：交をよく昧わうことを要求されるものである。特に←一3では，
さまざまな表・現によってかくされてはいるものの，：交1・｛・1に明かに示されているのに対
して，⇔の方は文の内容を理解することによって，はじめて答えられる問題であるか
ら，困難度は大きい。8の正答率は40％牛後であるのに鮒して，⇔は30％前後になる
のではなかろうか。とにかく両爵を比較して，叙述を正確につかむ能力の程獲を駕べ
てほしい。
　閥⇔は：交の要旨をまとめてつかむ能力をみる間門で，正答率は約30％であろう。こ
の絢題の正答率と←｝⇔の正答率とを比較して，：文学的な衷現によった叙述の文を，児
童がどのように理解しているかを考秘したい。
　なお，この文はある物語文の一節であるので，それを～度読んだ児童が多くいれば
←Sの正答率はぐっとよくなる可能性がある。
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　問←｝は文の要旨をまとめてつかむ能力を，間㈲は交脈に注意して，代名詞が何をさ
すかを正確に読みとる鮨力をみる問題である。
　この：交章は科学的な内容のもので，科学物としてはこの程変の：交章は競実に児童の
ぶつつかるものであろうが，国語科の蝉幽としてはややなじみのうすいものであろう。
その意味でちょっと抵抗があるかもしれない。
　｝ライアクトの結果では，日の文の要旨は縞合につかみやすいらしく，約50％ので
きであるが，⇔の方は平均して30％にも行かないようである。．
　特に⇔は代名詞がさすものが，：文章である場合を取り上げているので，同じ代名詞
がさすものでもかなり難しいものといってよいであろう。⇔の（1）と（2〕の正答率をそれ
ぞれ問題にすると網曳寺に，（1）も（2）も両方に正答しているものの罰合とも比較して，そ
の能力がみについている度合を問題にしたい。
　また，問←IA隅⇔の正答率を比較し，：文章に獺して要旨が理解されている度合を問
題にもしてみたレ・。
問題〔刃圖｛茎をまとめて
　問題国払優及び次の囚はすべて文章読解力をみようとするものであるが，そのうち
「：文の要旨をまとめてつかむ」という岡じ設問がいままでの三題に共逓してでている。
これらの三つによって，要旨をまとめてつかむ力がどの程嘆のものなのか，大体推測
でき・る。
　また，三つの材料はそれぞれ異った種類の文章であるから，その三つの比較によっ
て，どの文章が児童にとってにがてなのかがわかるのである。トライアウ｝の結果で
は，團のHがこの点ではよくできるようで，正答率は5Q％近くが予想され，次1愈国の
㈲で35％前後，最も技｛来のわるいのは團の⇔の文学的表現をとった物語の約30％であ
る。
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問　　題四
　間　　　題
記入数掌
（ノ勺
＠ 3 4 無
（4）
2 ・｛④｝無
．???…?．?…???
数
1
　　　箔…τ「i．皿．し涯．．一i二〕　」＿」．．　一！
　この問題は，：交段毎に要旨をまとめてつかみ，それらの論理的連関を鑑確に理解し
て，一一つのまとまった構造ある文童にしあげる熊力を見る問題であるQ能力が充分で
あれば，㈲，（ロ），（／＞の1腰に組立てることができ・る。したがって，まず三つとも完全に
あったものの害拾で，能力をみる。
　次に，1が口入されている最初の交のすぐつぎに来る的の正編率，及び5が認入さ
れている最後の交のすぐまえに灯るく6）の丁目率について，それらがどの程製みわけら
れているかを調べ，完全蕉答の率と比較して，理解の程度を考察する必要がある。
　この問題は：交章構造の論理的な撰成を閃題にしているだけに，困難な問題ではある
が，40％前後はできる程変になっている。
　なお，このような問題形式は普遵読解力のテストとされている種類のものであるが，
読解力と岡時に表現力（作：文）をこも，つながる問題であると思う。すなわち，段落毎
に大意をまとめるのは読解力であろうが，二つ以上のパラグラフを並べて，その別後
関係を，内容によって門下づけることは，理解であると弼時に，文を綴る過程におい
てなされなければならないし，その学習の結果が表われることが期待されるので敢て
提編してみた。
　したがって，読解に関する問題函図圃とともに読解力の構造を明かにすると周1時に，
次の問題圃と共に作交力の構造を明かにすることも考蹴されねばならない。
　この問題を更に深く吟昧するためには，完全正答のみならず，三つのうち，二つだ
け順序があったものについて一型的にその頻数を問題にしてみることも考えられる。
そのために．はさきに示した整理の方式ではなく，次のような整理方式がよいであろ
う。調査学級数が多い場合には学級を抽出して行ってみることも考えてほしい。
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問　　題囹
1
問
実
　　　　（D　1　　＠
題　　君・！蕪．．・噸
数1．．一．．．s．｡
　　　I　　　　i
（El）
イ　ロ1無
＠　1＠　1
∵ドヒ墨想
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＠ ＠ ＠
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　　1，一一％．．＿「■．、「「．「．工“…丁丁画
　　　　　　　　（無の欄には8岡全獅無答のものの数を認す）
　これは，戦戦にかなったよりよい用語や：文法的なことばづかいをどのように．身につ
けているかをみて，それによって作文推こうのカを調べようとする問題である。
　材料が児童の作文であり，多くの児童にとって身近い経験であるから，全体からみ
れば，用語やことばづかいの選択にそう迷うことも少なく，個々の問は高い正答率（75
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％内外）を示すものと予想される。
　　しかし八つの問にすべて正答できるかどうかということになると問題がある。個々
の問題について，その蕉答率を問題にすると岡時に，八つの問に正瞑した数からみた
児童数の分数と比較して，推こうの力の身についている程度と内髪陸明らかにする必
要がある。
　④は常体と敬休とをみわける能力をみているのであるが，これはこの文章自体が敬
譲であり，子供の読物などにも敬体の方が常体よりも多いようであるから，児童は蓉
易に敬体の方を選ぶであろう。正答率も90％強を示すことが予想される。
　⑥は，「患ったとおり」「思ったように」をつかいわけられる程度の形式籍に対する
語感をみるものである。この程度のものなら児堂は共通の語感をすでにもっている，
と思われるので，④と岡じく90％前後の正容率がみられるであろう。
　⑦は，「ふいて」「きえ．て」と「て」を重ねて用いることを避けることに気づくかど
うかをみる問題である。レ・わゆるFi『吐法という用法を，交に即してつかえる能力をみ
ているのである。幼い子供の作文には，「て」の連続がみられるのであるが，六年生に
なっても，それを避けようとする語感がないとすれば，漂意を要することであろう。
　トライアウトの結；果からみれば正答率は意外に悪く20～25％ぐらいしかないと予想さ：
れる。
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1離鐵團・・1・1・・56【・1・［・・計
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　　　　　（無の欄には10問全部無答のものの実数および％を詑入する）
　教育漢字の中から選んだ10字を，饅常生活の諮や句にふくませておいて，その漢字
を書く：力を検定する問題である。しかも諮を単位としないで，その中の部分として一
．寧だけ書かせる方武をとっている。10字で漢字の書取りの力の全般が推測できないこ
，とは勿論である。・しかしIG字でみた限りという醜提で，その傾向はうかがえよう。し
允がって結果の解釈にあたっては，正答率のみならずどの掌をどう書いたかというよ
うな誤答傾向の分析が必要である。
　10字の選定：にあたっては，音読みのものと瀦読みのもの，字形の混岡がおこりやす
いもの，宇画の誤りがおこりやすいものといった三つの観点から，、坂りkげた。正誉
率は平均すればほぼ50％ぐらいになるであろう。したがって，誤答の分析にあたって
・はその主旨に．そって類型にわけ，その傾向をつかむことが大切である。誤答の類型に
鳳，例えば次のような分け方がある。
　A　下肥の誤り一点藤の有無，増減。これは宇形の認憶不充分による。
　B　字形の誤り一一形の似た字に誤る。（Aの程変のはなはだしいもの）
　C　岡音異宇の誤り一匿；音ならなんでもあてるでたらめの「あて宇」と，「へん」
　　または「つくり」などが共通のため（Bの要素）誤るものとがあろう。これは語
　　としての表認の不完全を現わすものといえる。
　D　似たような意味の掌を適艶にもってくる「あて掌」の一一一nj一これも語として
　　の褒言明の不兜全さによる。
　E　その他
　　また，正答した問題数鍵生徒挙を上表のように集計して，その学級あるいは学校に
おける能力の分散の傾向を見ることも学轡指導上参考となるであろう。
　なお，問題圏の漢字の読みの力と比較してこの能力を問題にするとともに，：交章読
解に関する問題群にみられる読解力の程度と漢宇の使用に蜀する能力の程慶とが，ど
んな関係にあるかをも比較考察してみる必要がある。
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　教育漢字の中から，5，6三民当と思われるものを10字選び，それについて漢宇を読
む力を検査する問題である。文脈の串ででなく，単語の形で提細し，その文宇だけを
読まぜるようにしたのは，よく知らないものでも，前後の閃係で適惑｝こ判断して読み，
それがうまくあたることもあるので，この場合は，なるべくそういう因子を排除する
ためである。2字以上からなる熟語で，語全体を読ませなかったのは，語い検査との
区別がつきにくいためである。
　10字で漢掌の読みのカの全般を推測することはできないことや，誤答分掌の璽要な
ことは問題囹と全く岡じである。
　10字の選定にあたっては，音読みのものと謂読みのもの，1字でいろいろな読みの
あるもの，漢宇の～野分だけで読みやすいもの，といった観点でえらんだ。tTIZ．答率は
．平均大体40～45％ぐらいになるであろう。
　誤答の傾向を調べるにあたっては，例えば次のような類型にわけて処理して解釈す
ることも考えられる。
ioo
　A　畏音をはつぎりi鎗把できない。
　B　地域による発音の問題（ヒとシ，イとエなど）
　C　一つでいろいろな読みのあるものになれない。
　D　漢掌の一部分だけをみて誤りやすい。
　E　その他。
　また，正答した問題数珊塾徒数を上表のように集計して，その学級あるいは学較に
おける能力の分散の傾向を見ることは学習指導上参考となるであろう。
　なお問題団や文章読解の一群の問題と比較して，それぞれの能力との関係を検討す
ることは，問題囹と岡様に必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　za
問　　題匿
i嘱正：論＿爾正t誤無 五正国無
??『 数
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　これは，児童の短文を材料にして，その語法上の誤りに気づかぜ，そこを正しく訂
正させる問題である。：文法は単に知識として持っているだけでなく，それによってこ
とぽを正しく効果的に使用できることが肝心であるから，その力をみようとしている
わけである。
　問⇔は，濡用の問題であり，他の四つの問は助詞の問題である。しかしこれだけの
威績から直ちに，活珊（あるいは助動詞）や助詞の力を～般的に云々したり，爾考を
比較したりすることは，問題数も少ないことであるからさけたい。
　問日は，「映諏館ヘー行きます」という文脈でわかりやすく，問⇔は「教えらさ
れる」とは自分の欝い方とはちがうということに1気づきやすいので，誤りの箇所がわ
かりやすい間門である。したがって正答率は60％前後とみるのが妥当であろう。
　間⇔は，「○○が～楽しい」という形で，少し長い交で，間に他の成分や文節がは
いっている。誤りを正すにはその成分の相互の関係をおさえなければできない問題で
ある。間日，⇔よりはそれだけ複雑になっている。このような場合には往々にして壽
いちがえることがあるものであるから，正答率も50％程度にさるものと思われる。
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　問㈲は，「小道を一通る」という言い方の問題で，「を」を伴なう自動詞をとりあげ
ているのであるが，文の二三を変廼し「森の小道に」を最初の部分にもってくること
・によって，その成分をよく吟味しなければならないようにして，問題を難しくしてあ
る。そのために普通言いなれた婁現ではあるが，案外な成績を示す場合がある。
　問爾は，論理的な筋のつながりで鐙しくとらえて，接続の語を正しく使えるかどう
かをみようとしている問題である。他の4問題が，目合に自然に学翌されてくるのに
対して，この種のものはかなり指導の余地があるものである。トライアウトの結果か
ら推灘すると，M三答率は4G％前後ではあるが，学級によって差がありそうにも思える。
　以上が：薦箒率による解釈の要領であるが，できるなら各問毎に，どこを，どう癒し
ているかを，類型的に分析して，その誤啓傾洵からも問題点を明らかにしたい。
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　これは「託す」能力に鰻する岡題で，指示に冷つた答え方をしているのはどれかを
判定させ，その正当率によって，指示を正確にききとり，これに対して，その要索を
蕉しくおさえて発言できているか否かを検査しようとするものである。
　このような能力は，指承にもとづいて発琶する場合に，絶えず指示の要素をおさえ
て発認するように心掛けてbる児童の場合にはよくできるはずであるが，そうでなく
勝手に話を展麗する習慣がある場合には，要素が指示の形で示されているだけに困難
であろう。指示にもとづいて発墨する態度をとろうとした疇に必要な，指示の要素を
おさえる能力及びその要素にあった発日の内容は何であるかを兇つける能力をみる問
題である、，
　全沐としては平易なので，正答である（9“）13）の選択肢毎にみれば55％から6Q％ぐらい
の鑑答率を示すものと思われるが，両潜を指摘できるもの，すなわち完全正答噸数と
なると30％内外となることが予想される。
　選択肢の構威は次の如くである。各選択駿の反応慶によっていかなる点に問題があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僅
ユ02
るかを吟昧されたい。
　選択肢（1｝は全然しくじり話になっていないで，ただ「あわてても」ということばが
使ってあるだけで，あわてた事実はのべられてbない。選択肢㈲は「ちこく」は失敗
にちがいなくても，あわてたのがその凍匙としてのべられていない。選択駿（5）はあわ
てたためのしくじりでも，それは他人の話で指示に合わない。
　次に全問題に1ついて，トライアウ｝の結果からみて予想される正答率を，高（6e％
以上），中（40％以上60％未満），低（40％寺台）の三段階にわけて衷示：しておくG　正
答率はあくまで推定にもとつくものである，特に漢字の読みと書きに関しては，解答
にあたって個性的な条件が大きくひびくものであるから，利矯にあたっては充分毎日
されたい。
晶 晶 園
問　題18…㈲、繰㌦歳嘱鴻
高　iOi回、
中．uドコ
? 　　I　l．　1．．rmnvT．Ll　u．L1
1．ung．wwL
　　priOi引
’1’6’P　’6’ P　Lo　’P
低 loi回 ］’　’70MMI　o　1
　　　1　　　囹　　　　　　　囹　　　　1鎖題 炎щｻ…可可燃．圃・21・…・：・…・1ワ1・唇6
・高ゆ10回○｛OiOi　iOiOlO目d　　　，
中　　i　　l　　　目diO回Oiol　’○
低 IO oi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　囹
問題 E1231・1・i・i■・｝・1・・F｝三圃舜　癩・
高lol’
　　1
○ゆ
? 　｝○ゆ上
同
1．．iQ．．一．！，．．．rm．．11mm．．thg．．i
「るi
口Oi回Oi　　lpl．．
　　　　　　　i・bゆ｛g1
1
低 ○
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㈲　中学校の問題の構成
　本薙簑も領域を限定せず，なるべく国語科の汰い領域にわたって，その能）’1がみら
れように醜平してある。ただし，昨警砲まで取りあげてきた聞き’取りに腿する能力は，
今年度は省くことにした。それは今までの問題で，かなり商い正答率がみられたこと
と，もうすこし細部における能力をみようとすれば，テスト形式に限界があるためで
ある。そのかわり読解に関する閣題はこれを充実し，読解に関する能力を，さまざま
な観点からみることができるように配慮してある。
　なお，本二度の開題の構威は次の女i］くである。爽申に示されている検査する学力は
それぞれの問題でみられる能力が，何の学づヲに関するものであるかを示したものであ
る。
鱒．盤　　材　料に饗す・学．力
＠
??
????
?
読實外
文潔：読解と
鎧賞
：文章読解
文藻：読解と
作：文
表現（書く）
漢字の書き
とり
漢蝋み Pき・蹴藩論　｝
：文　法
嗣討）つばめ・放糀・会言薦・瞬織鶴・づ鴎巻討・
柱時計の音　　　〔講話〕｝一一，作者の一おうとする主旨を適確に
　　　　　　　　　　　1つかむ。
　　　　　　　　　　　i二，交の細かい点にまで淀意を払う
馬備び・叙ц齣ﾋ・・を燃わけ・琳理
　　　　　　　　　　　1二，：交の情鯛を深く感じとる
渡り鳥の産卵　　　　　　i
　　　〔科二二解説文〕喀の叙述を器鯉的に正確につかむ
　　　　　　　　　　　i欝嚇。鰍隙。騰購墨講鎌蹴説含
　　　　　　　　〔誰1：文〕i表現する
　　　　　　　　　　　1
漱石の「ぼっちゃん」評：交体にあわせて語句を嫁こうする
　　　　　　　　〔評論〕1
　　　　　　　　　　　1
教育漢字　　　　　　　｛語の中に．暫しい二丁を書きこむ
鞭漢宇、そ繊厭撫を蕉。く読む
むさしのの濃i家〔叙黛：文〕i父の成分の関係を正しく理解する
　　　　　　　　　　　1
（6）中学生の問題　　（猿文はたてがき）
①
次のヌ：は何を讃おうとしているのか，「溢三意しながら読んでみましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうどう　もう二十母も前の夏のこと，私のつとめていた学校の講堂を会厨にして，音楽の講
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　　　　　　　　　　　厚うし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せつないやく　　習会がありました。講師のひかえ室は校長蜜でした。わたくしは，講師の接待役のよ
　　うなかたちで，そのかたと休みの三蹟に話をしていました。そのかたはまだ若いかた
　　でしたが，話をしているうちに，だんだんおたがいが，なんのへだてなく話しあえる
?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けしらどけい　　ようになってきました。するとそのかたは，へやにかかっている柱聴計をゆびさして．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イ）　　　「先生，この跨計はまがっていますね。」と習うのです。そうです。十ぐらいは蕉ゑ
　　でしたろう，それで先生と欝つたのでしょう。私は，この校長蜜に毎日何闘となく出
　　入りしているので，このへやにかかっている大きな柱蒔計をいつもながめているので
　　すが，そんなことにはいつこう気がつきませんでした。
　　　rへえ，まがっていますか。」と震いました。
　　　「まがっていますね。音でわかります。ほんのちょっとですが，まがっています。」・
　　　なるほど，そのかたは音楽の先生だったのです。私はあらためてその蒔計の音を聞
　　いていましたが，大時計のふりこは楠変窪つらずゆっくりと静かに蕾を立てて，動いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ロ）　　います。いくら耳をすましても，私にはそれ以上のことはわかりませんでした。
　　　　　　　　　　　なお　　　「かまわなければ，面しておきましょうか。」
　　　「どうぞ，どうぞ。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けしら　　　そこで，そのかたは暗してくれました。柱がまがっていたのでそうなっていたので
　　した。
　　　「直りました。どうも失礼なことをいたしました。」と，あいさつをしながら，なお・
　　もそのかたは耳をすましています。私も耳をすましました。しかし，私には，やはり
　　よくわかりません。私は，その時ほど自分の耳をなさけなく思ったことはありません
　　でした。
　　　←｝この文章で，作者は何を欝おうとしているのでしょうか。いちばんいいのに，
　　　　～つだけ○をつけなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なや　　　　1．音楽の先生が柱晴計のまがりに気づいて威してくれたということ。
　　　　2。音をよく聞きわけるカのない自分の耳は，実になさけないものだということ。，
　　　　3，れんしゅうのつみかたで，轡を聞きわけるカに大きなちがいが出てくるとい
　　　　　うこと。
　　　　4．音楽を熱心にやっていると，音に対してびんかんで，物音が気になりすぎて
　　　　　こまるとレ・うこと。
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、〈＝）次の間の答は，どれがあっていますか。正しいものに一つだけ○をつけなさい。
ω「＋ぐらい簸」なのはだれでi（・）「それ以抑こと」とはどん加とで
　　すか。　　　　　　　　　　　　i　すか。
　　L　お客さん　　　　　　　　｝　1．時計がゆっくりと膏を立てて呪い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　2．校長　　　　　｝　ていること。　　　　。，し　　　　　　　i
　　3・講師　　　　　12・嚇が動ミっていること。
　　・・私　　　　1．　・．嚇のふ・・の勘…た・嚇
　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　うこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　4．．時計のまがっているのを藤すこと。
②
　　　　　　　嚢ん鳩んば　　　　　　　　　　　　　　　　ずいひつ
次は，ある山の温泉嚇で見たことを書いた髄筆です。読んでみましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しこだい　夕方になると，温泉場の人たちは山の仕事を終えて家に帰ります。私は書斎の1’｛”1か
　たに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ
ら谷の方を見おろしていると，村の人たちが～Eiの労働を乗たした自分の馬を谷川へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　ご連れて行って，水をあびぜているのが見えます。岩にあたってくだける川水が，湯小
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　へ
屋の下からぶにいカーブをなして流れて，そこに深いどんよりとしたふちを形造って
　　　　　　　　　　　　　たづな　　　　　　　かわらいる。村の入はふとった馬の手綱をひいて川原に1」1る。岩の，i二からは，くずの花が大
きな簗の間からむらさきの花ぶさをたれて，流れて行く川水に筒づけをかわしてい
る。1
　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　川原の馬は，長い尾であぶを追いながら，ひじょうに静かな足どりで，ふちのr・’1：に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここちからだをひたしてゆく。大きな黒い罰を，さも心地よさそうに薩いて，馬はだん澤ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へと深みへはいって行く。馬のまわりにふちの水がいくつにも分れて行く。村の人はそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みゃくの時自分の持っている乎綱をだんだん炎くくり1．1－9してやる。水は脈立った馬の横腹を
　　　　せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こまゆう
こえて，背のあたりまでとどいてくる。馬ほ輿であらく呼吸して，二三疲たてがみを
ふる。それから二三分は馬と人との間に心地のよい静けさがつづきます。私は欝斎の
　　さいしょ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆかい
中で最初にこの光景を見た聴，ほとんどおどりあがりたいほどの派出を感じた。それ
から私は毎日，馬に水をあびせる疇は，きっと愉快な気持で兇るのです。l
B　この文は二段に分けて書いてありますが，もし瞬段に分けるとしたらどうなりま
IC6
　すか。ここについているののほかに，もう二つだけ：文段を分けるところに　　　1を
　つけなさい
⇔　この文を読んでいちばん深く感じたことは次のどれですか。一つだけ○をつけな
　さい。???　　おム　りみば山の温泉場は実に平和だということ。
｛乍者はいかにも馬が好きらしいということ。
馬と村の人との1気持が，ぴったり一つになっているということ。
馬は水をあびるのをこのんでいるということ。
　　しヒさい　　　　　　　　　　たに作調の書斎は静かな村の谷あいにあるということ。
＠
如効｛｝婿では・殴おり曙・・方がしてあり詫ど囁賄を・妨睡郷
のすじのよく通る文になりますか。いちばんいいと思うのに一つだけ○をっけ’なさい。
十四と灘輸蛎などの勧をし魁、鳥とをくらべてみると譲鴨のほう’ヵ滲
　　　　　　　　　　　　　　　　　すくのひなをそ瀬てる。渡り鳥が一つの；巣にうむ卵は，だいたい三個から六飼，まず照，
　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとなつ　　　　　　　　　　　　　はんしょく五慨がふつうである。しかも，かれらは一夏に一圓から三圓の繁殖をいとなむものが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ多い。これに対して，熱帯地方に儒んでいて渡りをしない鳥は卵の数が少ない。だい
たいは二，三緬で，しかも一廉に一回しか繁殖をしない。渡り鳥は一年に十羽も，十
五羽ものひなができるのが多い。それにもかかわらず，渡り鳥全体の数は黛々三借・に
も五儂にもなっていかない。
　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　　　　　（→111・どんなに勘のぎせいカs大きいものであるかカ㍉
　　　　　　12．どんなに渡り鳥の繁殖力が大きいかが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1わかるであろう。これをみても，
　　　　　　i3．どんなに渡り鳥の種類が少ないかが
　　　　　　1、．。ん樋動継だいじなものであ。かが
　日本のつばめは，1庫に1つがいから7羽強のひなができる。それがあくる年ふたた
びもどって来るのをみると，前年のひなの帰って来るわりあいは，ごく少ない。その
80パーセントという驚くべきものが，おそらくゆくえ不明になってしまうのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅゴく　てきとうそれ＠k？7羽もひなができて，はじめてかれらの種族が適当にたもたれるのであっ
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∵fi：灘繁繍犠：二二隔，
　　3，もしひなの数がこれより少なかったら，
　　、4・もしおや鳥も巣に帰って来ないとしたら，
はたちまちたえてしまうのではあるまいか。
i
　　　　　　　　　しそへ　おそらく，かれらの子孫
?
・④
　これは「醤いわけはいらない」という丈章ですが，はじめの函と終りの囹以外の（イ｝
　。⑭・㈲・§は順序をならべかえてあります。よく読んで，正しい順序を0日中に2
　・3・4。5とノ＼れなさい。
　　　　　　　　　　　　　ご　へ巨1自分のしたことを人から誤解されるのは，だ孝tにしてもゆかいなことではありま
　せん。まして，そのため人からひなんされたりすれば，ふゆかや・を通りこして腹が
　たってきます。そして，そんな場合には，欝いわけをしたくなるのが，ふつうの入
　情です。
　　しかし，言いわけというものには，それをしたほうがいい場合と，しない傑うが
　いい二会とがあります。
　臼（イ）私たちにとってかんじんなことは，自分のしたことがほんとうにまちがって
　　いなかったかどうかということであって，他人がそれをどう見るかというこ．とで
　　はありません。
　0簿）ところが，とくに近しV・闘がらでない入たちが，私たちについていろいろ欝
　　つたり考えたりしていることに対しては，私たちは一々署いわけをしないですま
　　せるようにならなければいけ’なレ・のです。
　O：ハ）た：とえば，おや兄弟とか，なかよしの友だちとか，そういう近しい間がらの
　　人たちでさえ，ほんとうにわかってくれなかったり，まちがえて悪く思ったりす
　　ることがあります。
　巳（エ）おおぜいの人を相手に一々欝いわけをしたらきりがないという理吻からばか
　　　りではありません。一々欝いわけをせずにはいられないという気持が，つい私た
　ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わす　　ちにもつともっとたいせつなもののあることを忘れさせてしまうという，大きな
　　　なけん　　危険があるからです。
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　　　　　　　　　　　　ひぶろぼムド圃　私たちは，入から受ける評判やひなんに対して，～々言いわけをしないでいられ
　る人間になっていたいと思います。ひどい誤解に対してさえ，だまっていられる強
　い人間になりたいと思います。
⑤
次の然｛｝卿にこ・・ろの言肪・・してあり臨どちらのほうが・・破．
によくあうでしょうか。いいと思う僚うの番号に○をつけなさい。
　　　　　　　　　　　　　　そうせき　私は，日本の小説家の中では漱石力鼠大好きだ。漱石の小説では，「わがはいはねこ
である」よりも「ぼっちゃん」の億うが嬉きで，くりかえし読んできた。
（諺芒細・の㈱は嗣読んでもあ諏と醐・・なにか・とま・た大き
雛禦で粥・・まれてしまう・
・にか・，主人公の・お謙）儲を曽て｝た面面がな・て麗べき
、・・ろ擁熟。、、｝・測はい・い・…鵬を・て人にめ・南・をか
け£’｛潮焼て，｝いたず・を・一人・・もん禰磯持蜘・・う
な気がする。
　　　　　　　　らヘロダう　母の病気のとき乱暴なことをするところも，おもしろく笑いながら，
（六）ok：難鰍訟｝そのかざ・のな讐）麟編心理蜘さを震
るように思う。
（八）o嫉搬εても｝・の偏は，鞭な心のなか瀬脇姓の動きをつか
　　　　　　　　　　　　　　　　き　ち　　ルくセロやむことのできるものであり，また，機知と学識のゆたかな昧わうべき名作であるとい
　うことができよう。
⑥
（）の中に漢字を書き入れなさい。【なるべく国語の教科書に出ている字を書きなさ
い。｝
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　　きよう1・（）味を感じる
　　おび2，（）をしめる
　　　　けつ3・　学跨　　（　）　　な　　衣　　fi浸
　　けん4．（）利と義務
　　　か5．（）し　た　ポ
　　　　　　　　じづ　　　けろ6．理科の実（）
　　はたけ　　　　　たぶや7．畑を（）す
8．二二を（の）べる
　　　　　　　　　　　　にん　　　でん9．売り出しの（）伝
　　　　　　　　　　へい　　きム10．クラスの平（）
＠
（　）の中に読みがなをつけなさい。
???????????（か）?? ? ）?）?（? ???
（．?（
????? ??????
??
???（?（??）?）?）?? ??
（??（??
（
??
??
?????
???
⑧
次の文を注意して読んで，下の問に答えなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゆうPtA　　　　　（・．．・）
　前のすぎ林の下枝がはらわれて，白い空が，林の中段あたりに，すいてみえるよう
になった。ちょっとした外暴の変化であるが，こんなささやかなことが与える心理的
こうか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にかい
効果は，ばかにできない。ある翔，二階のえんに立って，こんなことを考えていたら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じぬしこのすぎ林の横手に大きなわらやが，だしぬけに，頭をのぞかせていた。この地搬の
家は，すぎや，けやきにかこまれていて，今まで，その，むさし野特有のかぶと造り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（謡）の建物は，私の家からはまったく兇えなからたのだ。それが，今は，二階のえんに立
　　　　　　　　　　　（三）　　　　　　　　　　　　　　（四）つと，いき・なり，目の中にとびこんでくることになった。この一むねの農家め｝」：観が，
私の窓にうつる風景を，かなり，いなかびたものにしたことは，あらそわれなレ・。お
　　　　　　　　（覧）かしな話である。今まで1主，ただ，われわれの醸から，かくされていたというだけで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌとその林のおくに，実はいかめしく存在していたものなのだ。それが，あらためて認め
られたことで，このあたりの風景を，何十年もの曹にひきもどしてしまった。
　次の問の讐はどれがあっていますか。正しいものに一つだけ’○をつけなさい。
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　←｝　「すいてみえるようになった」のは何ですか。
　　　　1・すぎ林の下枝
　　　　2，　林のrμ毅
　　　　3．　白い空
　⇔　「今は」は薗接には，ξこにかかっていますか。
　　　　1．二階のえんに立つ
　　　　2．　目の中にとびこんでくる
　　　　3，　し・きなり　　　　　　　　一
　㊨　「とびこんでくる」のは何ですか。
　　　　L　「それが，今は…」の「それ」
　　　　2．かぶと造りの建物
　　　　3・私の家
　㈲　Fこの一むねの農家の出現が」は，直接には，どこに続きますか。
　　　　1・　いなかびたものにした’
　　　　2．　あらそわれない
　　　　3．私の窓にうつる
　岡　「今までは」は直接には，どこにかかっていますかQ
　　　　1．　かくされていた
　　　　2．　存：；窪していた
　　　　3∫存在していたものなのだ
⑨
　次の：交は，四人の中学生の会語を書きとったものです。
　　　　　　　　　　　　　せいかく　こみかよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キいど　A・B・C・Dのだれは，正確な壌拠にもとづいて発言しようとする態慶を持って
いるか，だれはそうでないか，考えながら読んでみましょう。
　　A　ことしはつばめが少なかったね。
　　B　そうね，あんまり見かけなかったね。
　　　　　　　　伊羽やの㌦　　C　やっぱり放射能のせいだね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　のスぎヒう　　　　　　　ぐずη　　D　これは，放射能のせいではなく，農業の方でまく薬のせいだよ。
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　　A　そんなこと何に書いてあった？
　　D　新聞でもラジオでも言ってたじゃあないか。
　　A　気がつかなかったな。きみ，それ，いつごろの新閣に幽ていた？
　　D　とにかく，この闘の新聞に繊ていたって，だれかが欝ってたな。
　　　　　　　　　　　　がい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も5ど〆せい　　B　去審，農作物の虫の害をふせぐため，全圏的に大量の猛毒性パラチオンをま
　　　いたので，つばめがへったんではないかって，ラジオで言ってたねQ
　　　　　　　にいがた　　A　ぼくは，新潟県で，つばめに放射能がみとめられた，という紀事を読んだ
　　　ね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のうやノ　　C　つばめから放射能が出たんだから，やっぱり農薬のせいでなく，放射能のせ
　　　いだね。
　　B　農薬のせいでないってことは醤いきれないんじゃないか。
　　C　だけど，つばめがへっいのは農薬のせいだっていうことも醤えないさ。放射
　　　能のえいき1ようもあるんだから。
　　D　まあ，来孝はこの辺のつばめはどうか調べるんだね。
　　C　放射能があるからうっかりできないそ，あははは。
　　　　　　　　　せレ圃かぐ　こんきヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいど　この場合の発言で，正確な根拠にもとづいて発目しようとする態変を持っているの
はだれですか。ふたりえらんで次のA・B・C・Dの上に○をつけなさい。
　　　A
　　　B
　　　C
　　　D
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（7）中学校の正塾表
　　　　i
問題番暑i
　　　　］
正 問題正夢 　　　　　　i並答　問題番男、正答
　　　　　　1
Iime．t． 3
???
?
?…、．．?．① 4
??????
一
②囲
3
轡∴水をあ涯そ・繭・・賑刃
胸i1
⑤…「｛
胸11　　十
馨……静けさがつづきます♂ ipgI
ii　ge）一．　3
　Iei　i（ll）
　1　．1i曾．13
2
一憶い
1　C」E9　1　・1
kts）1　2
1“一rmrm．ldy’i
?
i⇔…2
＠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ（’f）i5i備考　解答の指示に2，3，4，5のi　⑥
　　i　i　　数字を詑止するようになつ，
翌⊥鉱i手臨翫、雛欝…⑦
り∴i誰糠翻銚融繋
ぱ・i嬢ヒ翻寄目ともi
預蕨
⑧府2　ミ　　　　　　同芋　1．…．．．ttt　t…
　牌＿1…一1
⑨IA・｝
i下言・蟹
i問題丁丁i 正　　啓　　例 誤　　答　　例 備 考
?
1　こま
阿・・
回め・’1こ鉱あ＝．
誌徳こまか・ほそ・i・・TE・しく読めて・
》????
?んて
?、?だ、
?、???
、???、??
?
＠
・駄・　　臨乱し、熱蕨
1冨1丁丁丁丁；1・訊が・、が、め・i
6　ひと
7 いとな、みとな
　　　　　　　　．sl　　うやま、うやも
???…．???、?、?＝、…?????．、?、．?、???????
9
i　10 せん
．’ｶと匹薪誓うれd
ひとしい
いと、のぞ、この、
えとな、ふく、たの
i　ることがはっき』
i　　り2＝）rJ、オz・ま、」］三
i謙する・
iOかなづかいは問i題iCしない。
○かたかなの混用
　　もかまわない。I
t
けい、うや、した、すく、
け、　う§薫、、はら
・・・・・…う｝
がわ、かわ、が、かわご
こう　　　　　　　　｛
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6
（正磨例） （誤　　塔　例）
?。
喫興、 漁網，興興，興，興，四
ｭ，響共，郷ケ臼，今趣気
β． 舞扇帯
ﾉ帯
?????????、
3 潔潔，潔、 潔螺，潔，潔潔潔劾鼠1、デ累，結決，血，
4権権，権 権，権輿：権梅稚観勧
酔沍葡囃嚮柱ｩ，
? 貸貸 貸慈恵貨資質覚、
ｼゆ，借
??験職 雄鹿駿鹸，験険検遺
ｳ，研　試，
7 耕新選 粁紺，雑耕耕；耕一層、? 露坐述述
ﾀ鼻薬
逮速述，延廷，野載、
ｾ，
9 宣，宣 宣、宣ρ宜，専，昏倒、洗選，
? ’o． 均，均均均 灼，的証、金，約
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　（8）中学校の問題のねらいと，整理および解釈の要領
　問題はトライアクトの結果によって，9問題を通じて，全体としては、各問を岡じ
：璽さとみて，約50％の平；均差讐率となり，個々の問題もまた正答率がほぼ50％になる
国安で作られている。
　しかし，この調査は主として学習指導上の問題を明らかにする目的をもっているの
で，そのためには，問題によっては，予想される正答率が70％ぐらいのものや，40％
にみたないものもとりあげている。したがって，一つ一一っの正答率を取り上げて，50％
を基準に，直ちに，この力は高い，このづ1は低すぎると速断することはさけたい。
　しかしながら，この程度の岡題としてという条件で1全体の傾向はつかめるはダで
ある。各学級あるいは学校，地域では，全国の大勢と比較して，それぞれどういう特
色があるか，どの点がのびており，どこに欠陥があるかということが判断されるであ
ろう。
　学級だけの中では，その正答の分布や標準偏差をみて，学級の学力が均質か，かた
よっているかが調べられる。
　結果の解釈に当っては言うまでもないことではあるが，（1）テストの形武になれてい
るか，（2畷近学習した事がら，あるいは未駕未矧の事がらが出たか，（3）地域による言
語上の障害はどうか，（4）テスト実施当日の環境条件はどうか等に窟右されることも彩
署しなければならない。
　ただ，このテストとしては，国語科の広い領域にわたることを犀ざしはしたが”ペ
ーノ《一テストによる一斉検査という大きな制約があるため，讃慨したくてもできにく
い面もあるのは当然のことであり，結局調べられているものは，学校が趨語科でねら
っている目標のうちのわずかな部分であり，決して全体ではないということを，念頭
に置く必要がある。
　次に閻題ごとに，ねらい，解釈のしかたおよび結果整理茨を示そう。結果・整理裟の
記入上の濡意は次の如くである。
①　悶題欄の番号に○印のあるものは正答の選択肢の番号である。
（2）実数の欄には，学級単位の選択肢毎の反応者数または下定の結果別の盆徒数を飼
　人の結果言下入票から数えて記入する。
㈲　％の欄には，学級の受検者総数に対する蕉分率を紀入する。
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　また解釈の際に参考とするために，トライアウトの結＝果にもとづいて予想される蕉
答率を示しておくが，これはあくまで予想であることに留意されたい。
問　　　題　①
問　　題 （a）・2③1・1無・123i④
笑　　数
％
　i　　　　〈ロ）
無い　2i③｝4｝無
　講諸を材料にして，：交響の読解力を見る解題で，材料は平易に藷られており，素材
もやさしいものを選んで提塾してある。
　問←｝は，文の要旨をつかむ能力をみる問題で，要旨があからさまには，ことばとし
ては掲されていない文から，その要旨をつかみとることができるかどうかをみようと
している。もっとも，：交そのものは前述のごとく，やさしい思いと1：i話であるから，内
客の点ではそれ程つかみにくい問題ではなレ・。
　選択肢2に．は，読みが浅い場合におこりやすい文の衷面にまとめらしくでている
「なさけないものだということ」だけで，語られている内容が閥題になっていない場
合を示し，正答の選択肢3の話の肉容を示したものとの間の反応の仕方によって，要
．旨をつかむ能力の深さをみようとしている。
　正答：率は，もしこの問題を自由型入でやらせればかなり低いと考えられるのである
が，選択肢法によっているために比較的できがよく，60％近くを叛すものと思われるe
　問⇔け間8で交の要旨をつかみとる能力の度合をみたのであるが，その要旨をつか
みとる際に，：文章の内容をはっきりおさえての上のことなのか，それとも漢然と読ん
で答えているのかを醐らかにするために設けたものである。
　すなわち，：文の細部に．注意を払う力を斑る悶題で，（／＞の方は，：交脈にそって，だれ
が，だれに凹して，どういつだかを正確に読みとることを要求しているわけで，主語
述語の関係の理解をみるものである。これは，平素の学翌によって結果に差の出てき
そうな問題で，にわかに正答率を予想できないが，50％前後ぐらいを示すであろう。
　㈲の方は，代名詞が何を受けるかということが，わかっているかどうかをみるもの
である。ただ，設問の仕方が，代名詞そのものでなく，「それ以上のこと」として示さ
?工！6
れ，代名詞を含んだ藷句の内容を問題にしているだけに，ひっかかりやすい。選択肢
3か1かと迷いやすいわけである。設問によく漁回して，選択肢を傍線の箇厭に置き
換えてみれば，まちがいないのであるが，案外早舎点が多いようである。設問の：文に
対する理解力も相当影響してくるわけで，正答率は《0％ぐらいと予想される。
問　　　題　②
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　おロコ　ヒリ　　　けコ　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．∵論調豊幡睡遜・13i藤i
　実　　数
％
　文学の鑑賞とは何か，鑑賞力はどうしたらテス5できるかということは，いろいろ
論のあるところで，むずかしい問題であるが，今は純粋に鑑賞力の問題の形式として
握出することをやめ，交学的な随筆を材料として，鍾賞を多分に加罪した文章読解の
カをみることとした。鑑賞にあたって，必ず行われなければならない交の分析の力と
でもいうべきものをみようとしたのである。
　この短編は全体を叙景と言っていいと思われるが，閥8では，それを段落にくぎる
作業をみせて，それによって，写されている楠景と，写している作者の位置や感想な
どを，それぞれまとめ，区瀦して読みとることができるかどうかをみている。
　初めの澱落をつけるところは「……見えます。」までの部分が，文の書き起し，この
一文の軽風の部分であることを理解できる能力をみ，あとの方では，「……静けさがつ
づきます。」で終る叙景の引分と，それをうけてその感想をのべた部分とが区刷できる
かどうかをみている。
　あとの方が，その移りゆきが初めの方よりもややむずかしいので，正答率もややさ
がると思われる。いずれも50％繭後と予想される。しかし，両考ともできるものとな
ると，3◎％ぐらいになると思われるので，それぞれの率のひらきによって，能力の度
合いをうかがうことができる。
　問⇔は，：文のどういう点に最も感じたかを尋ねて，：文全体の情調を十分に感得する
能力をみようとするもので，鑑賞の一つの方向をみようとするものである。昧わいや
すいものなので，55％内外の正答率をみるものと思われる。
1．17
　問⇔と問8の結果を比撮して，：交の味わい方の問題を考察して欲し毛・。
問　　　題　③
問　　．t題1①幽＿咽卵姦｛8も⇔も正答のもの
実 数 t
? f ｝ i
　問8，問⇔ともに，交の叙述を，文脈に即して論理的に正確につかむ力をみる問題
である。単なる語法の問題でなく，内容の梅酒の問題なのであるから，論理の筋を追
って読むことに慣れているものと，そうでないものとで，相当の醗きが見られよう。
しかも問8と⇔は，全く剛假に考えら為るものではなく，砲容の三三のギで擢造的な
翻のあるも蓼あるから・酵と証警のものと峰町旺靴を比較するF．と
によρて，そのつかむ能力の確実さを問題にすることができる。
　この能力は，綴人でも，クラスでも傾向的な差が出てくることが予趨されうので，
一軸テ飢にくいカに減ず純41％～与。％ぐ簡であり些問ともでき．綿
全正答は35％前後であろう。
問　　　鷺　④
翫烈②｝±賑1ポ「動蕉欝署響
実数｝ i・i’　llli
％ rr’r”’1 E 1
　この問題は，：文毅ごとに要点をまとめてつかみ，それらの論理的連関を正確につけ
て，一つのまとまった構造ある：玉章にしあげる能力をみる問題である。能力が充分で
あれば，俗（ロ）e4（／）の順に組立てることができる。したがって，まず四つとも完全にあ
ったものの割禽で，能力をみるQ
　次に，1が心入されている最初のすぐつぎに来る㈲の正答率及び5が記入されてい
る最後の文のすぐまえにくる（4）の正答率にういて，・それらがどの程度みわけられてい
るかを調べ，完全正答率と比較して，理解の程獲を考察する必要がある。
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　俗には，「例えば」という前交と後文との関係を示す接続語を入れて，最初の文に
続くことが内容的のみならず，文法的にも判定しやすいような条件をつけ加えている
のに対1して，！）の上段には，そうした配慮を加えないで，最後の交とつながるべきで
あることを論理的に考えさせ，その正答率の違いによって，能力の程度をみようとし
ている。
　また，的だけの正答率，の，十両考の正答率及び完全正答の正答率を順次に比鮫し
て行き，論理的構成にあたって，どのような論理の展開が理解できないのかを関らか
にしてみるべきであろう。
　この問題は文章構造の論理的な構成を問題にしているだけに，圏難であって，正答
率は30％程度で，クラスによっては10％前後しかない場合も予想される。
　この問題を更に深く吟味するためには，完全正論のみならず，四つのうち三つだけ
順序があったものについて類型的にその頻数を問題にしてみることも考えられる。ま
：た同様に二つだけあったものについても岡じようなことが考えられる。そのためには
先に示した整理の方式ではなく，次のような整理方武がよいであろう。調査学級が多
い場合には学級を抽出して行ってみることも考えられる。
?????? ??? ????? ???? ??? ???? ?
1 ノ、
??
4
5
口
ノ、
ロ　　イ　　ニ
口
?
記　入鋏
ノ、
?
ll　1
正答：した部分の類型
…あ・た騨輝二陣三細
生徒数i
実　数％
?
二口ハ
?????????
?〜??
｝諦・
1
司司イ國イレ・轡二i
つ
??????????? ?
た
ハ｝ロイニn
ニハ
｛
1
イ／ハレ｝二／ ｝
二1イ｝ノ、lm’1
イ　判・・朔
　1　　　　　　　娃
　なお，このような問懸形武は普通読解力のテストとされている種類のものであるが，
読解力と同蒔に衷現力（作：交）につながる問題であると懇うげすなわち，殿落毎に大
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意をまとめるのは読解力であろうが，二つ以上のパラグラフを並べて，その前後関係
’を，内容によって位置づけるごとは，理解であると瞬酸｝｝こ，文を綴る過程においてな
されなければならないし，その学習の結果があらわれることが期待されるので，あえ
’て搬出してみた。
　したがって，読解に関する問題①②③と共に，読解力の梅造を明らかにすると隅一
，9Z　，次の問題⑤と共に作：文力の構造を明らかにすることも試みられねばならない。
　特に問題③は，小部分の文脈の中での筋を追う読み方を問題とするのに対して，こ
の問題④は，全体の文章構造上の論理的表現に関するもので，相当論理的に厳密な頭
を要求されるものである。
問　　題　⑤
無②1
題問 　　⇔　　蔓．・｝②i無iる1・｝無①｝・i無 1 ｝②園
爽　数 f 1 e 1
％ 1 1
　　pa
、①！Q漁’
1－1－Li　rm．．．1i．．lup
　　l
　　a?
ce＞
・し酬．無
　　　j
的
①｝・1無
．！
購あ姦 o 1123 4 5 6 7 ?＝?8
　　　　　サ実　釧　　　　　．［’｛％ ．?
?
t f ?? 1”wnl’i’5wnl
　これは文体に含わせて語句を選択させ，：文体にかなった表現ができるかどうかをみ
る問題である。
　材料は作漏に対する批評文をとりあげたので，生徒が作漏そのものにふれており，
．批評の内容が理解でき：ることが必要であり，またそれに共感をもてるものを選んで，
素材からくる制約をなるべく排除するために，漱石の「ぼっちゃん」の評を取り上げ
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てある。
　聞8，岡，．（iNでは，接続語を，その箇所の前後の：文章の関係から正しく理解し，適
、切に衷現でぎるかどうかをみる問題であり，その他の岡は，用諮のニュアンスを理解
して，：交の中で適切に使屑できるかどうかをみる問題である。前者が：交法的な色彩を』
おびているのに対して，後者は，語感の問題をついているといえる。
　正啓率は個々の問ごとでは6G％強という比較的高い正答率を示すことが予想される
が，八つの間にすべて正答できるかどうかということになると聞題がある。個々の問’
題について，その正答率を問題にすると圃時に，八つの問に正容した数からみた生徒’
数の分散と比較して，推こうの力の身についている程度と内容を明らかにする必要が
ある。
問　　　題　⑥
　i　・i　」　，2題撫 3　　　i　一4　1　　　5問　　耐戴正1誤｝無正剛無正国無i正国無｝
6
蒸圏無
7 8 9 1
劃誤睡 正困無．正｝誤睡
IO
正｝誤｝無
l　i，
1 ? ? g
琢融融墨…一9．い1・1・｝ ???? e’狽狽堰@s　i　g　lrt　llW；i・i一
???
??
数 一
?
｝ s ill’　ioo
　　（無の欄には10問全部無答のものの実数および％を詑扮する。）
　教脊漢字の申から選んだ1G字について，漢字を書く力を検査する問題である。しか・
も書かぜようとすることばの意味がわかり，誤解を生じない程度の短い語旬を与えて，t
一字だけ書かせる方式をとってbる。10字で漢寧の書取りのカの全般が推灘できない
ことは勿論である。しかし10字でみた限りという前握で，その傾向はうかがえよう。し
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たがって結果の解釈にあたっては，花屋率のみならず，誤答傾向の分析が必要である。
　10字の選定にあたっては，音読みのものと訓読みのもの，字形の混賜がおこりやす
いもの，掌骨の誤りがおこりやすいものといった三？の観点から取り上げた。正答率
鳳平均すれば，クまぼ40～45％になるであろう。したがって，誤答の分析にあたっては
その主旨にそって類型にわけ，その傾向をつかむヒとが大切である。誤答の類型は，
例えば次のまうな分け方演ある。
　A　字爾の誤り一点画の有無，増減。これは寧形の認憶意充分による。
　B　字形の誤り一形の似た宇に誤る。（Aの程度のはなはだしいもの）
　C　醐膏異宇の誤り一加音ならなんでもあてるでたらめの「あて掌」とfへん」
　　または「づくり」などが共通のため（Bの要素）誤るものとがあ善うtしこれは語
　　としての表記の不完全を現わすものといえる。
　1）　似たような意味の字を適轟にもって来る「あて字」の一種一一一これも藷として
　　の表詑の不完全さによる。
　Eその他
　また，正啓した：問題数印鑑徒数を上表のように集計して，その学級あるいは学級に
おける能力の分散の傾向を晃ることは，学習指導上参考となるであろう。
　なお，問題⑦の漢宇の読みの力と比較してこの能力を問題にするとともに，文章読
解に関する問題群にみられる読解力の程度と漢字の使用に関する能力の八口とが，ど
んな関係にあるかをも比較考察してみる必要がある。
問　　　題　⑦
　　　　　　　　　　　　　　　　　1，　　　　　　　　1
問　　題
?
％
　　蕉圏無?
　　2　　　3　　　4　　　旦．
鰍無1正上誤」無i捌塾1璽誕無ヤ
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1
　　6　　　　1　　　7
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　　　　（無の欄には10問全部無答のものの実数および％を認附する）、
　教育漢牢の申から8字，その他の当用漢字の中から「銘」「響」の2字を選び，それ
について漢宇を読む力を検査する問題である。文脈の中ででなく，単語の形で提出し。
その父寧だけ読ませるようにしたのは，よく知らないものでも，．前後の隔係で適当に
判断して読み，それがうまくあたることもあるので，この場合は，なぐべくそういう
因子を耕除するためである。2字以上からなる熱語で，語全体を読まなかったのは，
語い検査との区別がつきにくいた：めである。
　10字で漢字の読みの力の全般を推測できないことや，課答：分析の重要なことは問題』
⑥と全く同じである。
　10字の選定にあたっては，音読みのものと訓読みのもの，一字でいろいろな読みの
あるもの，漢字の一部分だけで読みやすいもの，といった観点でえら夕だ。正答率は
平均大体65％前後になるであろうe・
　談答の傾向を調べぐにあたっては，例えば次のような類tWe〈わけて処理し，解釈す
ることも考えられる。
　A　長音をはっきり表記できない
　B　地域による発音の問題（ヒとシ，イとエなど）
　C　一一つでいろいろな読みのあるものになれない
　D　漢宇の部分だけをみて誤りやすい
　E　其の他
　また，正答間題数別生徒数を上戸のように集計して，その学級あるいは学校におげ
る能力の分散の傾向を兇ることは，学習指導上参考となるであろう。
　なお，問題⑥や文章読解の一群の問題と比較して，それぞれの能力との関係を検討
することは，問題⑥と岡様に必要である。
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題　⑧
｝?題
e e
1実蜘
1．．lll一．lg－ll．．wwg・fffi・・i．］一，　r’5．’l11”1－igil
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・［23i無・回塾1 i
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問 題 ・｝・i・撫
H　　⇔　　㈲　　⇔　　　　嫁
すべてあったもの露ちらもあった：もの
　　　　　　　　1? 釧 i g
％
　これは，文法の問題として交の成分の関係一・霊語と述語の関係，修飾語と被修飾
語との関係一を尋ねて，文の理解の基盤の一つである女法上の理解をみようとする
ものである。・
　これら両種の関係は，最も簡単な文の梅造でもみられるものであるが，ここでは五
つの問題ともすべてジいま問題にしている二つの成分の闘に，他の：交節あるいは文節
群が介入している場合において，その関係をみることができるかどうかを，みようと
している。したがってそれだけ嗣難度が加わってくるわけである。解釈にあたっては，
この程度の交の構造という条件のも、とでの成分関係を晃わげる能力として，問題にし
てゆく必要がある。
　問H，⇔，㈲は主語と述語の関係を理解できるかどうかをみようとするもので，そ
のうち問8，㊧は述語に対する主藷を，問㈲は主語に対する述語を求めるものである。
　問⇔，㈱は修飾語と被修飾語の関係を正確に理解しているかどうかをみようとする
もので，両者とも修飾諮をあげて，その被修飾藷を指摘させている。
　5問を通じて65％～75％の成績を示すものと思われるが，2種類のうちでは主述関
係の理解の方が高いと思われる。特に，問⇔の場合は，「今は」のすぐつぎ｝g　、「二階
のえんに立つと」という，その：交節を修飾しているように思いやすい文節をおいて困
難度を高くしているので，正答率も低く40％ぐらいであろう。
　結果の解釈にあたっては，各問ごとにみるとともに，その他に，、e，⇔，＠の完金
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正答と⇔，國の完全正答の正答率を比較して，二種類の関係のいずれが問題であるか
醐ら即したり・融解輸解の問題と唐鞍髄しらべて熱りすること秘
要である。
問　　　題　⑨
問 題 A B c D A，Bいずれにも○印を付したもの
?
数　　tt・t …?
％・
?? ? ﹇??
??
　これは，表現のうちの「話す」領域に属するもので，議し舎いをする数人の発言の
うちから，だれが正確な根拠にもとづいて発言しようとする態度をもっているかを判
矩させ，発言にあたって蕉確な線鍵によって話をするとはジどんな護し：方かを，みき
わめる能：カの軍門を見る問題である。　ttt・
　話し方の態度としては，三日を明らかにして話をすることが必要である。そういう
．観点から呂頓たえず話をしたり，他人の議をきいk．　q・している生徒にば，おのずから
，そうした能力がみについていると考えられるので，、他人の三舞を分析させることによ
って態痩をみよ〉とした。こうした能力があうことと，現実にそうした態度をとるこ
とと妹明ら均r硲刷な問題である下そうした態輩をとろうとする時に必要な能力をみ
るという意味でジ議し方の態度に直接つなが。’ている問題であるといえよう。
　話の内容が事実であるかないかということと，正確な根拠にもとづいて話そうとし
．ているか，1どうかということの区朋が生徒につきにくいと考えられたので，素材を事
実としては不明なものにとっており，しかも絶対的な三毛ではなくて，四人のうちの
どの二人がより多くそうであるかをきいているので，・判断はつきやすくなっている。
　したがって，正答であるAを指摘できるものは50％ぐらいで，Bは70％ぐらいな反
応を示すものと思われる。しかし・A，B・ともに原礁できるものはぐっとさがって30
唐ｮらいになるのではなかろうか。個々の選択肢の反慮率を問題にすると腿時に，二
つの反慮の組会ぜの類型で判断の仕方の分析をおこなってみる必要があるであろう。
　次に全問題について・下ラィアウトの結果からみて予想される正答率を，高（60％
、以上），中・（40％以‘！i160％未満）；低（40％未満）：．の三毅階にわけて蓑示：しておくり．蕉答
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率はあくまで推定にもとつく予想であり，特に漢字の読みと書きに関しては，解答に
あた・て燭脚鱗騨撞ζ∵ぴ醜…砂であ酸ら・醐1：陣膨下は充頒臆さ
れたい。
問
、糖．山
高
① ②
?
『…
＝???
二??
?」?ーーー」、』
一
??
蛋． 燭’
冨冨
　　　　　　　　　　1・
珂計る笹「び「δ「δ
蚕「1［ll■｝「．回一、
　　一一1巾∵i漏　　⇔1密計ll凹慰
　　　　　　．1．　．．
亜｝⊥9．回◎1
問 ＠
劇8圃㊨、欝岡㈹綱囚
　　　　I　l　！un．L．　．　L．．．．．．L．．　．．．．／1．
眠ii
肉○回○同Ol
rwf　l　l回
　　　　　　　　亙l
lgL丹2…3喪ド16｝718：惹｝到
　　　　　　　◎匝・i－馴．回・向
T’li’ttl 口d6同
問i　　⑦劃・i鮭r⊥・ir｛．βi・1・1・塵
高同・ゆ回…・i・：回
回目低i　［　□・■
＠ ＠
…さ一i・・1酬
　　　目・…」　　　　　　　　　9U　i．．一．［．12一
騰漢意li邑酬
126
言語能力の発達に関する調査研究
　　　　　　　　　　　A．前年度までの経過
　昭和28犀度から7か矩計画ではじめた砥究で，第1年度の成果の一部分は
国立国語研究所報告7「入門期の雷語能力」として撫黙した。本年は第2薙
渡で，調査研究は入門期以後第2学年終了までのびてきた。
　　　　　　　　　B．本年度担当者と実施概要
本鞭の調翻究二者は・二水実・高橋τ夫・岬幹一・芦沢節
村石昭三および岡本奎六（非常勤）であり，実験学校，協力学校として，次
の13校を委嘱した。
　ζけ犬　験　学　校
実験学校に準ずる学校
協　力　学　校
東京都新宿区
神奈川県F｛・郷
兵庫県氷上郡
長野県上水内郡
長野県松代市
栃木県小山市
神奈川県逗子市
北海道白老郡
岩手県和賀郡
東京都杉並区
滋賀県大津市
静岡県静濁市
東京都中野区
四谷第六小学校
比々多小学校
幸世小学校
豊野西「小学校
松代小学校
石、山第二4、学ネ交
久木小学校
白老小学校
二子小学校
方南小学校
中央小学校
申田小学校
新井小学校
以上13校のうち，由老校，新井校を除く11校は前年度からの継続校である。
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　本黛度は28年度入学児が2年生になつ、たので，・その2年生を対象として言
語能力の検査や学習条件の調査を主として，さらに；29年度に新たに入学し
た1妬生について，前年度実施し得なかった補充的な諸検査をおこなった。
二つの学年とも個人個人の発達の実相をその条件からみて行くのであるが，
まとめのつこう上，2年生は書きことばの発達を主にし，1隼生は話しこと
ばの発達を主にしているQ
　実験学校についておもな検査を実施月臼順をとあげると，次のよう仁なる。
　28年度λ阿児（2年生）　　　　・　　　　　　　　　　　　　　’／tt
5月14日　　（金）
6月11H（金）
6月中旬
6月下旬
　　7月9日（金）
　　7月10El（土）
　　7月12日　（月）
　　7月13日（火）
　　7月1蜘（水）
　　9月上旬
　　10月23日（土）
　　10月～11月
　　11月27聞　　（土）
　　三1月30日（火）
　　12月2日（木）
　　12月　3臼　（金）
　　12月　4日　（ゴニ）
　　1明6臼（月）
30母　1月14El　（金）
視ブナ険査，　聴ブ了検査，　身・体運重右倉自ブ1検三唐…
詑憶力検査
家庭読書調査
脳的・環境的・鞘的条件の調齢よび三三・応答力の
検査
第一一学期末テスト（漢宇諮字力6文法能力）
岡（語いカ）
岡　（漢字読字ブコ．契獣読嚢E解）
岡（音読按能）
同（作　文）
作交（自由題による）
推理づ藤査（勲章による推理，絵による推理）
眼球運動の検査（オフサルモ使用による読みの測定）
ひらがな読了力
かたかな誠高力
漢字書字力，読書速度
かたかな書字力
漢宇読字力，ひらがな書字力，作文
読解力
：文法能力
ユ28
2月：19H　　（土）
2月2；日（月！）
2月22El（火）
2月23　H（水）
1衆月鞠（木）
2月25日　　（金）
2月26日　　（土）
∵かたかな書字力，、黙読理解
語い力
漢掌書字：力
：交：法自拳骨・漢字力（選択法による）
・かたかな読宇力（稠入検査）
音読按能（個人検査）
漢字読字力
29年度入学児（1年生）
　　4月23日（金）
　　婆月27El（火）　ひらがな書字力
　　明6日（木）　発　　膏
　　魏：育：｝藷い力
　　6月1日（火）
　　7月12日（月）
　　7月13日（火）
　　7月14臼　（水）
　　7月17日　　（土）
　　9月17日（±）
　　11月25屡（木）
　　ユ1月琴6臼（金）
　　11月27臼（土）
　　12月2日（木）
　　1明3日（金）
　　12月16日（木）
　　12月17日（金）
　　12月18El（土）
30年ユ月21饅（金）
ひらがな備調・半濁！講九短文の読み
：文法能力
第一学期末テスト（ひらがな書字力），（岡三に服装検査）
圃（読字力・短文の読参）
闘（聞く，話す）
同（作　文）
知能検査
聞きとり能：力
聞きとり能力
聞きとり能i力
ひらがな書宇力，読欝速度
ひらがな読宇力，作交
話す能力
話す能力
話す能力
性幡，環境，聴取力，応答力の藏接調査
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　　　1月25懸　（火）　　身4本運重み自巨プ丁検査
　　　エ騨駆傘）一購踏　㌧，　＿忌
　　　2月19臼（土）　ひらがな番宇プ1
　　　’2月25N’（金）　交法能力
　　　2月26日（土）　ひらがな読字力（三人テスト）
以上のほか，だいたい毎日，言語および行動の観察認録をとった。
　実験学校に準ずる協力学校，神奈川県比k多校に訟いては，その学校の職
員によってこれと全く岡じことが実施され，その他め協力学校においても，
本年度は，これらめ検査や調査め橡とんど三二演実施されて，その成績が研
究所｝と送付されている。・
　なお，3月上旬に各地教育委員会指導主事のかたがたの御協力を得て，「低．
学隼の國語牽習指導の実態」に関し全圏的に216校に質問紙を醜り，約200
項にわた：ってくわしい回答：を得た。
．C．：・成 梨
　入門期以後錐2学年終了までの低学年の読み引き能力だげまとめて，研究
所報告としてた，ES回する予定である。（この中には「学習痛導の実態調査」の
整理をふくむ。）
　低学年の聞く話す能力については，さらにもう一葎研碧して来年度にまと
めたいと慰っている。
　事例的研究もだんだんと蓄積されてきたので，それぞれの中間報告に適当
に織り込むばかりでなく，いずれ適当な機会にまとめる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（輿水）
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　　　　青年の新聞への接近・理解とその影響
　この研究は，昭和29年慶の文部理科単研究費補助金の交付を受けて行われ
た総合研究である。
　　　　　　　　　A．　昭和27年度調査との関係
　昭和27年度に，丁新聞に対する態度・経験・能力の発達に関する調査」と
いう調査が行われ，当時の第4，第5研究室が日本薪聞協会と協力して，こ
れに当った。結果は年報4に報告され，詳細は，報告6に「少年と牙彫と
、してまとめられたQ（以下，これを少年調査と呼び，29年度調査を青年調査
と呼ぶ。）青隼調査は，調査の機溝において，少年調査とは無関係であるが，
内容においては，おのずから，少年調査を発展させたものになっている。
　　　　　　　　　　　B．調査の唱的
　マス・コミュニケーーションの媒体としての新聞は，現代社会に非常に大き
な影響を与えている。ことに，新聞記事：が，人格形成期にある高等学校生徒
の社：会的態度（socia．1　attitude）決定に重要な役割を果している。このよう
な観点から，高等学校生徒の新聞記事理解力，高等学校生徒の新聞への接近，
高等学校生徒の社会的態度形成，これら三つの関連を明らかにすることを目
的とする。
　　　　　　　　　　　C．　調査の項目
ユ．地域による文化水準・書語能力には非常な開きがあるから，各地域の文
　化的基盤において，次の2点を明らかにする。
　イ）新闇への接近度・全体的読み方が，どのような学年的発達をとげてい
　　るか。
　ロ）記事理解度が，どのような学年的発達をとげているか。
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：2．記事の書き表わし方が，高等学校生徒の理解にどう反応するかを，彼ら
　の読みの態度との関連において調査研究する。
：3．読みの態度と生活環境との関連を調査し，高等学校生徒の社会的態度形
　成に与える新聞認慕の影響を調査研究する。
4．’とくに，高等学校生徒がどのような國際理解をもっているかを新聞の国
　際記事の読まれ方について調査する。
D．調査の機構と運営
1．ii爵　員　会
　本総合研究を運営するために，次の構成による委員会が設けられた：。
　　　　　西　尾　　　実（代表者一国立国諮研究所長）
　　　　　江　尻　　　進（日本新聞協会編集部長）
　　　　　前田雄二（日本新聞協会編集部調査謬長）
　　　　　三宅東洲（日本新聞協会総務部経営講授）
　　　　　大和田　能　夫て日本新聞協会編集部調査謬次長）
　　　　　耕　藤　慎　一（日本新閣協会編集部諸藩客員）
　　　　　亀　井　一　綱（同　　　　上）
　　　　　宮地進署（同　　上）
　　　　　堀　川　直　義（立教大学講師）
　　　　　森　岡　健　二（東京女子大学助教授）
　　　　　斎藤定良（和洋女子大学講師）
　　　　　高　月　東　一（日本町子大学講飾）
　　　　　岩淵悦太郎（国立国語研究所研究第1部長）
　　　　　平　井　昌　夫（即答蟹語砺究所構諮効果研究窒主任）
　　　　　林　　　四　郎（国立国語研究藤員一言語効果研究室）
　　　　　春濫　　愛（財　　 上）
2．小　ii陰　翼　会
　委員会の中で，さらに小委員会を構成し，これが調査実務の執行に当っ
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た。小委員は次のとおりである。：、
　亀井，宮地，堀川，森岡，斎藤，高月，平井，林ジ寺島∫（以上9名），
3，委翼以外の協ヵ者
　以上委員のtgかにも，調査した学校その他で多くの入kの協力を得たが，
特に調査の立案計画乃至調査の実施に当って大きな協力を受けた入・をは次の
とおりである。
縞瀦村軌 ?等棚群（r本辮協会）．
　森　工学，舟木昭栄（秋由魁新報社）
　申村裕子，石川源朗，黒木隆義（国立国語研究所内地留学生）
　高森美保子（国立警語研究所筆生）　、　　　　　　・、　　　、、、
4．会　計　轟：務
　責任者，国立国語研究所会計課長黄木得二郎。実務処理には会計課員斎藤
静志が当った。
E．、調査の進行
1。立案計画一調査票の作製’
　5月10Eiに第1図委員会，5月17　Elに第1回小委員金を開いてから，9月
9日までに，2回の委員会と14回の小委員会≧を経てt．下鶏4種類の調査票
を作製した。
　　1）新聞接近調査票（5ぺ．．一pジ）
　　2）生活環境調査票（3ページ）
　　3）新聞理解調査票（12ページ）
　　4）新聞面接調査票（1ページ）、
2，　調査地黙の決定
1）（（東京都））地域の文化的圧力（CUltural　Pressure）がもっとも顕著に
　高い所として，：東京を選んだ。少年調査において，東京が都市の代表どし
　て選ばれていることと連続する便宜も考えた。
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2）（（秋田県））秋田梨を選んだ理由は次のとおりである。’
　a．地方紙の読まれる量新蘭協会の調べによれば，地方紙が地元の読藩
　　に読まれる分量は，嬢別に見て，秋田県の80％が最高級に属する。（隈下
　　の新聞購読藩中80％の入が「秋田魁新報」を読んでいる）
　b。地域の文化的圧力　「H本入の読み書き能力」調査によっても，東北
　　の6県申，宮城を除く5県が特に鴛語能力の発達段階において低いこと
　　が知られており，文化型から雷っても，東北地方は，関東。関酉と著し
　　く異なっている。さらにまた，交逓量から見れば，東北地方申でも，一
　　般に，太平洋側よりも，日本海側地域の方が入の移動が少ないと見られ
　　る。
　　　以．ヒの2点から秋田県を選び，堅下に2地点，秋醐市と，仙北郡角館
　　町（正式にはカクノダテ，土地の人々はカクダテという）とを選定したQ
　　男女面当数の全臼歯普通科高等学校生徒を有する土地という条件の下で
　　は，あまり辺境の地は選べなかった。角館町は入口8，426純農村型の町
　　である。
5．被調査者の決定
　1）東京都　サンプリングを輿論科学協会の斎藤定良，高月東一両氏に委
托して，次の結果を得た。設立別による層別の後，紙誌隔法によって無作為
抽出したものである。抽繊比は約lilooである。
　校数　16　（湯立1，公立5，私立10）被調査者数2，938
　2）秋田市　全日舗普通科9校中2校，1，184名
　3）角館町金日制普通科2校中2校1700名
　以，ヒの決定に従って，協力を仰いだ学校は次のとおりである。
（国立）教育大学付属駒場高等学校　　　　（私立）脊由学院高等部
（公立）東京都立小山台；離蓼学校　　　　　　纐川高等学校
　　　　〃　　北園高等学校　　　　　　　　　十文掌高等三校
　　　　〃　　　西高等学イ交　　　　　　　　　　　　　　　　立／1｝女子高等学校
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（公立）東京都立富士高等学校　　　　　　　（私立）東京第一高等学校
　　　　　〃　　向丘高等学校　　　　　　　　　　東洋英和女学院高等部
　　　秋田県立秋田高等学校　　　　　　　　　　独脇高等学校
　　　　　〃　　秋田北高等学校　　　　　　　　　日本大学第一高等学校
　　　　　〃　　角館北高等学校　　　　　　　　露本大学鶴ケ丘高等学校
　　　　　〃　　角館南高等学校　　　　　　　　　冨士見高等学校
　なお調査票作製までのプリ・テスト実施のため，千葉県立野田高等学校，
神奈川県立湘南高等学校σ！脇力を得た。
　　　被調査者を～括して，性・学年別に表示すれば次のようになる。
　　　　　　　　1　　年　　　　2　　年　　　　3　　年　　　男　　女　　総
東京（国公立）
山開（私立）
秋　　　　田
1角　　　　館
男呼計
1買麗l
lgg戟@lgg
991　156
　500
　60ユ
　398
　256
1，654
男↑女｝計男1女i計
3i21　i57i
227，　28320“6i
，鰻i
4691　325
5ユ0220
4011　192
2191　89
工43
2？e
93
ユ37
468
n．go
38S
226
計 計
9S4！　483
668i・　833
S961　ee9
2711　429
計
i，　437
！，　501
X，　！84
　700
　　計　8361・8エ8　8261・7731　i，599826フ431・・，5692，4881　2，334i．4，822
4．爾　査　i起　施
　1）東京都　9月21日～11月5日
　2）　秋田県＝　10月18日～10月22温　（秋田18，19，角館21，22）
　　　　　　　　　　　　F．調査の内容と方法
1・　新闘接近調査一質問紙法による
　A　新聞への接触
　　（1）家庭における購読紙　（2癩己の回読紙　（3）読み始めの時期と頻度
　　（4）閲読時刻・時間　（5）圃読意欲を起させるもの　（6）圏読習慣一㈲読み
　　始める所　㈲山盛度　⑦読みの深さ
　Bi新聞記事に二ついて
　　ω記事の難易（2）記事別読み方（政治・経流産業，社会，学芸，家鷹
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　　広告，小説，運動，写真，国際）③閣際理解一（4）ほしい誕事　（ロ）世界
　　平和確立のための機関・運動
　，C　薪聞との関係
　　（エ）新聞認者を知っているか　（2）i新聞（社）と何か関係があるか　③認者を
　　どう見るか
　D　学生。学校（級）i新聞
　　（1）小中学生新聞　（2）小中学校（級）薪聞　③高校新聞
　IE　新聞以外の，情報を得る手段
　　（1）書籍一（4）読書量㈲読んでよかったと思う本（2）雑誌一頻度と種類
　　⑧映画一一一（イ）よかった映画（n）頻度⑭見る理由，⇔問行ずる人④ラ
　　ジオ一心に聞く放送，番組その他　（5）費用
二2鷺生活環境油鼠一一一質岡紙法による
　F生活環境調査
　　⑳寂の環境（£蕨族の状況③家の設備
　G　各種関心調査
　H　学校での学習活動
　　（ユ）面会科　（2）グラブ活動
＝3．　新聞理解調査一質問紙法による
　A　新聞語紫
　B　馬事読解
　C　新聞常識
4・新聞面接調査一一薇接法による
　A　接近調査の裏づけとしての，記事別による読みの具体的把握
　B　画面理解について
　　（1）露盤を理解するのに，今の旧聞②圏際記事でわかるか，（2）砥しい記肇，
　　③たいがい読む記事，㈲外国の通信社についての知識
　以上が，本年度の正式な調査の内容である。以下は，来年度以降に霊点を
136
農’ぐ予定の調査であり，従って，本幹度は，1・ライアウトの範囲にとどまつ．
たものである。
5．新聞翻窮の表現と効果に関する研究一紀入方法について詳細な説明を与えた後，．
　唾壷紙法によった：。
　A　見嵩しの効果
　B　解説記事における判断語句のはたらき
　C　＝＝．　一一ス翫慕における「事実」とC推測一］の読み分け
　　①1　t．ij一，一，．実」叙述とr推測」叙述
　　（2）事実認定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　D’単純理解と批判的理解
　この内容と実施状況については，別項（1）で述べる。
　　　　　　　　　　　　G．整理の進行
　昭和29年11月に整理を開始し・昭和30年3月末E聴でに単純集計の約四分
の三と相関集計の一都とを終り，以後ひきつづいて，研究分i磁者が整理に当、
，；）ている。’
　　　　　　　　　　　　B：．集計結果の摘要
　この調査の報告は，別に独立の報告書として繊版される予定であるから，
ここでは部分的報告にとどめ，主として表現効果調査について記す。
1．新聞観塞関心別と新聞距離黙
　漸聞への接近度を数量化するために，新聞距離点を算嵐することが少年調：
査で行われた。新聞距離点とは，21項圏の誕事ごとに，「いつも読む」もの
に1点，「ときどき読む」もの｝z　O．5点，「読まない」ものに0点を与え，
合計した点数であり，これを以て，習慣的な読みの深さを一応量的に兇握し
たわけである。本青年調査では，読みの質的把握に近づくために，21種の記
事を関心別によって4段階に分け，距離点の配分IC変4tを与えた。配点は下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豆37
記のとおりで，距離点満点は旧21点から薪68点に変った。
　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　V．汽il）雛
的志意無
??
楽??
?
次1第 ?、????????
第2次瞳接的　　　　I
　　　　l・
　　　　i
　　　　t　　　　I
第　3　次　間川州的
?????????? ??????? ? ??????????
??
? ?? ??
?
?? ??
縛　　殊
政綱桝翻
経済的
蝦蟹政治?? 妹
評
経済一般?…?? ?…??
映藤・演劇
斐塁　・　将棋
スポー　ツ
ー? ? ）’．S?、
2
「?????
）??????（
?ー???
…?????
?
?
si’
??
?
．可一’
?
21・
?
）「??（
）?）
【?（
　　　　　　新聞一締　　　・2・｝68｝
　新しい距離点の1，3，5，2は「いつも読む」ものへの配点数で，「ときどき
1読む」はそれぞれその半分，すなわち0．5，1・5，2・5，1を配当する・新し
い距離点によって計算された：地域別平均点数は次のとおり。
　　　　　壁1馴女，」竺i・飼・黒???????? 37．　3
36．　0
34．　4
　　　36．21・
???
　　　56．，1
3s＋　21．．　．．　．一．iil，：．nvs．1
3s．sl　37．s1
34．　31　36．　91
32．　9i　32．　71
51，：．li，1－unM，．7i
38．　7
37．e
38．0
36．61・ 5i，」5．31M” 3s．旧? 38．エ
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東京・秋田におし・て・上昇慶が3年に低いのに・角館では3年で飛躍的に
上昇しているのは，大学受験を第一としなければならない生活環境がいかに．
新闘への自由な接触を妨げているかを示すものではないかと思われる。これ’
をさらに次のように分析してみると，それはいつそう顕著である。
　　　　　　　　i性病鉱帽・剣・年…・年
東京（国公立）　i　男
　　　　　　　　　女
38．7P
36．　51
gz・ei
36．　01
38．曝
3，．　sl
　き
39．4i
37．　Oi
　l
38．　5・
37．　1
東京（私　立） 男下
女　｝
??????
内漏「
36．　4
39．　9
38．2一
秋
?
館
?? 35．　81
36．！，
33．2i
35．　5
36．　9
36．4
37．　4－
36．　S・
?? 34．41
34．　3i
31．4
33．　9
32．　91
32．　S
39．　±．
37．2i
　東京国公立男子では3年は，逆に下っているのに，私立では男女ともに著し
く上昇している。この点では，大学受験にとらわれがちな公立高校において’
よりも，比較的受験に自由な環境をもつ私立高校の方が，新聞への接触一ひ
いては社会への閣心を健全に助成しているということ炉雷えるかもしれないg
2．新聞理解勲数
3地点の平均は次のとおり。
弁並L欝膿適陛i蜷常塗点i驚
69 i3i 56 421 70 1±li 55・
これに対し，各地点の姓別状況は次表のとおりであって
陣…瞬i総…整磐二業塾．
??京東 ?? ??? ?????? ???? ? ?? ?）?? ?
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性別
??
?
｝…?
??館?
平　均 ??
舗騨禦射読解点羅髪騰i電髪
???? ?? ??? ?? ?? ??? ??? ?
???【?? ?? ??〔 ?? （????
??…
???? ??? ???? ??? ????
??? ????
?）1 ??
　例外なく男子がはるかに女子よりも高い得点を示している。さらにこれを
学年発達の度合で見るならば，次のとおりである。
　　　　睡疹計劇語鯨，刺翻点％1常熟、％
???京師
秋　　凹
角　　館
?．
1劇
2年1
3年…
53　エ1：5『
431　721　！illi　55
11i；／麺
　　フ7；　13i　65
??
????? ????）?? ??? ??
　　　　　ミ　　　　む　平　　　　ま勾　　　1年　i　　　　　　65
　　　　　　・年i　69
　　　　　　3年i　　　　　フ2　　　　　｝　　！
　3　平潟を読む時間・時刻
①　時閲合計（単位分）
疹副男
i．21　601
141　70i
i41i　701・
女
?，????701　’
　：
731，
7s1
?????
・年1・剣・年
?〔?）（?
右のグラフに見られるように，夕食時をさしはさんで，男子と女子とに著
ユ40
い、ちがいがある．（ただし，d・醐子は棘三子鰍嚇について見
た結果である。）
???????????????
逡9????????????
??????????????????????
閲読時刻分布表
男子（し622人中）
一　　一　　一　　一　　一　　鴨
　　　　　　　　　　一一一一女子（589人中）
@　一　一一一一　一一　騨一一　㎜一　｝　鱒　｝　一　一　鞘　｝一　一　一　r　一　｝＿　一　聯　輔　唱．　＿一　一　　　観　一
一　　一　　一　　彌　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　一
???????
一需一一一一一一榊『｝の一一｝一一｝　　一り｝一　　一幅一一一　一一｝一一，
@　　　　　　　ハ　　　　汽　　　　　　　　「　隔　　　　　　　　　’　踊　　　　　　　　’　　、　　　　　　　　’　、　　　　　　　　「　　、　　　　　　　　’　　、　　　　　　　　「　　　、　　　　　　　’　　、
，　1
e　旦
f　　1
T　　、
R　　1
ｦ　　　鮨3　　　廷
ｫ　　適f　　　l凄　　　1
???????????????????
　　　　　　　　1　㌧／　；　　　　　　　　「　　　　　、　　4　　　　　準
@　　　　　　ノV　l　　　　　　　ピ　　　1一一一一一一一一一一一一一一一一r一一一一一一　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　’　　　　　　∫　　　　　　　ミ　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　、　　　　ハ　！　　　　　＼　　　　〆　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、㌔
一　脚　一
@’
@ノ膨齢
　　」f
’＼一＿・・，’@　　　　　＼
墓喜§書雪蚕毒§§§§嘗書§§書薯§蚕
一時刻’
非常に断片胸であるが，集計結果の孫分的紹介は以上にとどめる。
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1．　i新聞記事の表現と効果に関する研究
　前述のζおり，この研究は，金くのFライアウトとして，仮の調査票によ
って極めて小規模かつ不備な条件の下に，幾つかの学校でテストを行ったも
のである。従って，テストによって得られた数字は，いずれも結果を語るた
めのものではなく，次の仮説をたてるための一つの参朝資料となるものにす
ぎない。
L　晃戯しの効果
　記事にはすべて見引しがついている。肇実を伝える＝ユースの揚玉，見出
しは，その嶺：実をどう見るかという，見力の解釈を結論的に提示する役飼を
している。これが適・切な揚合は，読考が事実を受け取るための旧きな助けと
なり，不適切な寸心は火き’な妨げとなる。今画は，短い外電ニュ．’一スを例に
とり，それが，謝紛前の部分と後の部分で逆方向のことを述べているよう
な揚含，各部分を代表する見嘉しをそれぞれにつけた2個の記事を作り，そ
の受け取られ方をテストした。問題文とテスト法は次のとおりである。
　問題文1
　【ロンドン特電（AP）26R発】　イーデン英外相は26E伸贋海域で中国がイギジ
　ス旅客機に攻撃を加えた事件の再発を防止するため即蒔措躍のとられることを望
　むと欝明した。イーデン外相はアメリカの艦載機2機がイギリス旅客機の坐存者
　捜索巾中蟹機2機を撃墜したとアメジカ躍務省が発表したのと豫却嗣縛に下院で
　冶のように雷明したもので発言の内容次のとおり。「われわれは申魍政府が関係者
　に懲罰措置をとるべきだと考える。イギリスは武装していない旅客機に濁する野
　蛮で許し難い攻繋について巾蟹がつぐないをすると申出たことを歓迎する。」
　問題文2
【シカゴ21B発二UP特約】　ハンマーーシェルド国連事務総長は21日シカゴで演説
を行い，串共の羅運加盟問題につレ・て「アジアの極めて大きな部分（中共）が霞連
に代爽を出していないごとは正溝なことではない。これは屡連の弱点である。し
かし恐らく中共の国・運加盟を考慮するにはまだ疇廻：が早いと思う」と述べたQ
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　問題文3
1
【オタワ2日発＝AFP】　ナン・ローラン・カナダ菖相は1臼，オタワにおける
認者会見で「ワシントンで最近行われた米英巨頭会談ではなんらの問題も解決さ
れなかったが，心理的効果の面からいうと非常に役立つた」と語った。
ー
テス　1・方法
①　ある被験者群に，上の記事につけるべき見出しを二者択一で選ばせた。
問題交1
岡題文2
問題文3
中共関係者の処罰　海南島事件　　英外椙要墓、
中共の申出を歓迎　海南島事件　　英外相報告
中共の不参加は国連の弱点　　ハ事務総長言明
中共加盟は蒔期爾早　　ハ事務総長雷明
米英会談では何らの閲題も解決せず　カナダ着相言明
米英会談の心理的効果大　　カナダ首相言明
図　ある被姦盗群には，いずれかの見出しのついた流事文を読ませ，次の
　質問に答えさせた。（解答は，次の各1～5のどれかに0をつけさせた）
　問題文1f英外山の報告が英国民の気持を代表しているとしたら，英国民の，本
　　箏件についての対中共感時はどのようなものと思われますか。」
　解答　1極めてよい　2比較的よい　3‘どちらでもない　4比較的わるい
　　　　5極めてわるい
　問題交2「ハ藥務総長は，中共の加盟を搭ましいと考えていますか，好ましくな
　　いと考えていますか。」
　解答　1極めて好ましい　2どちらかとbえぽ好ましい　3どちらでもない
　　　　4どちらかといえば蝉ましくない　5硬：めて好ましくない
　問題：交3「カナダ菖相は米英会談の成果をどのように見ていますか。」
　解答：1大いにあった　2かなりあった　3どちらともいえ．ぬ
　　　　4あまりなかった　5なに，もなかった二
　結局，一つの問題文につき’，（1）見出しえらび，（2）見出しaのついた記事：に
よる質問，⑧見出しbのついた記事による質問，以上3種類の問題ができた。
同一の被験者が，同一の聞題文にも岡一の問題種類にも当らぬように1入3
問題を組み含わせて，18欄の組み食わせができたQ秋閏，角館で男女高校生
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342名にテストを施した結果，次のように各質閥76の答えが得られた。
???
??
見錫しえら
aを選bを選
んだもんだも
のの数のの徽
??????
無
答 ?
びii羅鍋講碧面
部の墜　　’　1
見禺しbのついた艶購に：
ついて質問に解容したも
のの数
｝・i・｝・｛・同麹1咽・i・i・i舞
76i　sl　301　3－ol　2ii　1．o
　ll　I　l　l　l76　ll　1．ll　351　31　20　5
76　II　isl，　331　iel　6i　2
???? ??（?（ 71　12　5［　0
7i　27，　IOi　3
SIL．9．　i・　2．L91．7．E．ll
計
761／
761・
76
（この分布の解釈については，後に燦る報告霞にゆずる）
2．解説配審における剥断語句のはたらき
　解説記事においては，事実についての構報が記述されるだけでなく，その
事実をどのように解釈すべきかについて判断を下した叙；述が，直接解説者の
判断なり，何らかの間接的判断なりの形で入れられるのが普通である。そう
して，読者がこれら解説銀事を読む場合には，鶏事に盛られている客観的資
料を読者が自分で分析し，判断しながら読むことは少なく，罷事の申の短い
要約的判断語句の叙述に頼ることが多いと思われる。そのような語句のはた
らきを測定する一つの試みを行った。被験者は甲府第一高等学校2年生177
名，　慈麺【ヨは7月13闘。
　問題文・
訟つの朝鮮の再建状況　予期されたことではあったが，ジュネーヴ会議の朝鮮問
題討議は打ち切られ，朝鮮統一問題は一応ご破箕となった。武力による朝鮮統一
が不可能なことは薫爺一ケ月にわたる朝鮮動乱の結果から見ても明らかであると
すれば，朝鮮笹笛の今後は韓函と北鮮のどちらがより多く異心をつかむかという
方向に向いて来るだろう。それは戦火に荒された圏土をどちらがより早く復興し
て，より豊かな盗活を国民に保証するかという競争でもあろう。では韓国と北鮮
の轍の経瀧設は・・進んで・軌　　　　　　i、
【韓　国】
　コイラー一・ウッド韓国経済諦整宮は1953薙の韓国の復興状況について次のよう
に報告してbる。
ユ44
　1韓墜1の復興は蒸き’な進型をみ豊ているd農業聞係は53年度申に60万トンの肥
料が輸入された。セメントは2万9千トン以上が輸入され，三つの火力発電所の
発電および送電施設は修理復旧とともに運転を繭写した。韓国の最も重要な産業
である石巌は1952革の53万6千トンから，53隼は75万トンに増産きれた。タング
ステン鉱の産出蟹は49年度の3倍，52三度にくらべ70％の嬢産であった。住宅面
では52～53年度計画により3万戸が二野され，ほかに1万5千人の避難家族に口
器が与えられた。
　レか硫Q報貰を鐘討レ：重肛至ノ醜鰹1の復聾に太東な進展をみせてレ、る！し
とはいえないようだ。｝韓騒の53奪度の米穀収穫高は千4百ユ3万5千トンで，平年
作を上園つた。しかしこの数字は作付齎積の増茄とヲミ揆｝こ恵まれたことからいう
と，予想より減収といわれ，これは肥料邉剰と施肥方法のまずさが原因であった。
（大韓商工会議勝機関紙「週刊経済」54年1月1屋号）電力に．ついて晃ても53年
炉心蟹響高1奪回舷含L灘灘騰認懲芝
　よって供給されている。住宅建設の方は，被災家屋：60万戸に上ったこ：とを考え合1
　わせてみなければならない。
　テスト方法　　上記資料の中で，もっとも：重要な判断藷句としてに　　　1
でかこった二つの西分，（前者をA，後者をBとする）に着眼し，ABの有無
によって4種の記事をつくる。
　　　1　原文のまま　　　　　　　　　〔以下（±）と表紀する．）
　　　J　Aの都分なし　　　　　　　　〔以下（一）と表記する〕
　　　皿　Bの部分なし　　　　　　　　£以下（十）と表詑する〕
　　　W　AB両蔀分ともなし　　　　　〔以下（0）と表記する〕
　それぞれの記嚢を読んだ被験者に，「52年度にくらべ．一1（ユ）米穀収穫高，（2）
・楽電量，③住宅の建設，（4）全般的再建状況がおのおのどのようになったかを
質聞した。
　実施結果　　被験者は，上記4種類のどれかの記事を読み，質問に答えた。
以下の数表はそれぞれの餌鳥につき，四つの質問をされた被験者が，各1～
6の答えのどれに何人が○をつけたかを示すものである。まず一度速読させ
記事を見ずに答えさぜた結果がr一読結果」で，次に記事を見ながら同一贋
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問に答えさせた結果が「熟読結，果」である。
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【熟読結果】
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　今，ABの有無によって読考の理解に変化を生じないとや・う仮説を立て，
〈±），←），（十），（0）を四者全体に比較した揚会，また，二つずつをとって比
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較した揚合，計七つの場合について各答の分布の閥に，この仮説をくつがえす
ような差があらわれているかどうかを検定して整理すると次のようになった。
1全体
・｛±ト（一）
1｛　±．　）一く一1一）
1（止）一（0｝
．1［一］一f－lr）．
i〈一〉一く　9　｝
1｛＋｝一｛　o　）
一　読　結　；果：
問11問21問3i隈
??????
　1
6io
?????????? ???
熟　読　結　果
細画問・陣
?????????? ????? ??
○有意差なし
＊有意差あり
（危険率5％）
ト読瞬、
??専・掬；
エ41191　i　　　　　’
　この結果について大まかに考察すると，一一応次のようなことがいえる。
　（1）読み手の側からいえば，熟読したことによって，かなり，ABの有無
　　に作用される度合が減少した。
　（2）一読結果の申で，最も顕著に差を生じたのは（一）一（十）である。即ち
　　ABそれぞれ片芳ずつをそなえた問題文がその効果にもっとも開き’を生
　　じたわけで，予期どおりのことである。
　③　問毎にみれば，全般の発展状況をたずねた問4が，もっとも多くその
　　答に差を生じさぜている。語句が総合判定のことばであるためで7この
　　記事の中心は要するにここにあると思われるから，この語句のはたらき
　　が本配事で果す役割が決定的なものであることがわかる。
　ただし，このテスbも方法・条件は不備であり，被験者の等質性は保証さ
；れていないから，この考察も，前述のとおり，次の段階へ進む一つの見通し
の意味しかもたない◎
二3．ニュース蜀嘉における「轟契」叙述と「推測」叙述との読み分け
　後に出る予定の報告書にゆずって，ここでは省略する。
・4・ユユーース記覇：における購契認定
　詳細は報告書に硬ずり，ここ1・eは要点だけを難ず。
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問　　題　　文
外苑に若い女の他殺体　　　　　　　【写真説明】
　　　死後二週間を経過　　　　　　　　　　　　　　熱渡の烈；が入っていプ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神宮プールわきのvソホー乃　　　　　神宮プールわき　マンホールの巾で
3GEI【8月】午前8蒔40分ごろ，新宿区霞ケ丘闘治神寓外苑内神寓プール西側の
茂みの中のマンホール内に若い女が死んでいるのを窃盗事件捜査中の原宿署石原
芳次巡査（28）が聖慮，四谷嬰に連絡した。警視庁から安全捜査一誤，国嘉鑑識両
課畏らが現場に急行，死体を引揚げ検視した結果，酋に索溝ようのものがあり他
殺と断定，警視庁では贋谷町に捜査本邸を設け，綱川警部係で本格的捜査を舗卒し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
死体は二十二，三才，5尺ぐらい「・｛・；肉，丸頻で白のシュミーズと白の下蒼，白と
こげ茶コンビのビa一ル製ナンダルぐつをはき，橡とんど全裸に近く，髪の毛は
全驚ぬけ落ち，死後約2週聞を経過していた。現場は四谷署管内だが道ee’一一‘つへ
だてて醸宿署管内と隣りあっており，神園プールと四谷第六小学校にかこまれ，
民家は西側に物置を改造した無職高須すみさん（49）方があるだけで，その隣りに
外苑管理の誘爆3むねが並んでいる。昼閥は浮浪者がたむろしており，夜はアベ
ックが姿を愛せる風紀の悪いさびしい場所である。
問題のマンホールは直径80センチ，深さ5メーートル，神宮プール内の水洗優醒の
癖懐こうで，二，三年萌までは鉄のフタがあったが盗まれたらしく石原巡査が発
兇したときは直径6寸の土管2本がフタがわりにかぶさっていた。高須さんの話
によると『10日ばかり前のある夜，飼犬がけたたましくほえ．たので娘と一緒にi飛
び出したところ，現場から10メkトルばかりはなれた木の展もとで，若い舅女2
人が話しをしてbた』という。
漁局では現場付近の聞き込みを行う「方，家繊闘係者をしらみつぶしに洗い，女
の身もと確認につとめているが，証鍵隠滅のため衣類をぬがせマンホール内に捨
て土管をかぶせたものとみている。
　なお死体は最上午後，慶応病院で解剖する。
　　　　　　　　　　被害者は鈴木さんか
ド製図殺され敏の身もとにつv’て四禰では劫14腋糖プーノレで開
1真i三下二丁丁丁灘丁丁丁丁二丁蕪
壷蘇ひ呼さん谷泰治さん（24）方女ゆ鈴木ひで子さん（25）＝山形市小白川町三色96
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冨を麿力な被害者とみているQ
鈴木さんは去る14厩夜9時革ごろ熊俗さんの家人信子さんと一緒に水泳を見て帰
り道に水泳場横の植込みの中に鯨目こ行くといったまま姿を消し準ものである。
　テスド方法　　この記事の中から読者が何を夢実として受げとったかを知
るために，次の質問をした。
　「次の17箇の文章の中で，あなたが今の認衷から嚢実として受けとったも
のがあったら，その番号に○をつけてください。」
??
?????
??
????
??
　
? ????????女の死体がマンホーールのなかにあったこと
石原巡査がこれを発見したこと
死体の首に索溝ようのものがあったこと
死体の髪の毛が金引抜け落ちていたこと
死体は他殺体であるζと
女は絞殺されたものであること
ほかに外・鵬カミないこと
女が22，3才であること’@　・
如体つ甑叛5尺ぐら・・∴車回で輝であ・輌
死体が身につけていたものは白のシュミーズ，霞の下着，白とこげ茶
のコンビのビ＝一ル・サンダルであったこと
11．「死体は死後約2週間を経過していたこと
12．現場付近は風紀の悪いさびしい揚所であること
13．犯入が犯行後，女の衣類をマンzig　．一ル内に棄てたこと
14．　マンホールのふたの代りに土管が2本かぶさっていたこと
15．土管は犯人が死体を処理した後にかぶせたものであること
16．熊谷さん方の女中鈴木ひで子さんが行力不明になったこと
17．殺された女は鈴木ひで子さんである■と
これも，一読結果による解答と，熟読して答えさせた解答との二つに分け
ユ50
牟・
　実施結果　秋田・角館の男女高等学絞生徒317名についてテストを行った
が，面接調査と併行して行い，逐次面接へ抜けて行ったために，2固めの解
：答の時は著しく解答の数が減ってしまった。とにかく結果の総計をグラフに
示すと次のとおりである。317を100％とする％で示してある。
・一 撃潤@20　30　40　so　60　70　so　go　tieg
????
??????????????
?????
　71
70
67
67
　　89
　84
　83?
81
79
79
79
　15，6，13，17の4箇が明らかに事実認定の支持が少ないのは当然だが，
11，5，8が，「事実」群の申に入っていることに注意しなければならない。
そうして，それらが第2回では，その群中の最下位に下ったことにも注意し
なければならない。男女差，学年差は見られなかった。
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IO　20　30　40　50　60　70　80　90”ZIOO
?????????????????
』5．　単純理解と批判的理解
　　（報告書にゆずって省略する）
　　　　　　　　　　　」‘本年度調査の成果
　以上述べたように，現在までの整理の段階では，まだ成果をまとめて報告
できる所に達していない。
　サーーヴェKの規模が予想外に大きくなったため1こ，ij　一ス・スタディーの
余地が＆Rとんど残されず，三三接近面接調査も，東京では1校だけにとどま
った。
　結局，本年度の成果は，小・申学校の生徒から肇配した高等学校生徒（全
El制普通科）が，’その新聞への接近と現解とをどれだけ深めるかを明らかに．
する点に集中するであろうと思われる。
ls2
K．今後の見通し
L　新聞擾近調査
　：対象を全日制普通科の高等学校生徒から定時欄および実業科の高等学校生．
徒へ，さらに非就学勤労青年へ移す。
2．効　果　調　査、
　1）影響i効果　　a，青年の社会的態慶を形作るのに新聞に．よるコミュニグ
ーションがどのような効力をもつかを調査する。b．＝ミュ＝ケーションの
送り手と受け手との間に成り立つ信頼関係を分析する。c．関心に牢る理解．
は単なる国語能力による理解とは異なるものであり，行動と関係してくるも
のである。その関係を研究することも課題となるだろう。
　2）表現効果　a，事実を陳述するための記述が必然的に構緒性をも伴うこ．
とから発生する問題を追求する。b，事実を陳述する新聞記事の文章を文体＝
的に分析し，特に修飾語の働きを究明する。
　以上の方薗へ研究を進めることが，本総合研究が継続するしないにかかわ・
らず，ぜひ必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈上田）
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「放送が児童の言語に与える影響」の調査
　これは闘本放送協会放送文化研究所に委託した調査研究である。放送文化
1研究所の調査報告書によって，主なところを記す。
　この調査1こ関係した人は，放送文化研究所では，松永孝，猪熊謙吾，伊達
三三，近藤輝夫の諸氏で，特に調査の慎重を期するため，石黒修，波多野完
治両氏の助言を受けた。なお，国立国語研究所からは，雷語効果研究室の平
・井昌夫，導島愛が連絡にあたった。
1．　調　査　の　目　的
　児童の言語生活には，ラジオや映画などのマス・コミュ＝ケーーションによ
る影響が少なくないといわれている。そこで，児童の言語生活にラジオから
の影響がどの程度あらわれているかを実証的に研究してみようとした。
2．調査項鼠およ0ミ調査票の構成
旧記母的を達するために，昭和29年慶の調査課題を次のように決定した。
《1）被調査児童がラジオその他のマス・コミュ＝　ij　一一ションを通してどう
　いう言語をおぼえ，どの程度日常に使燭しているか。
く2）被調査児童の父兄はその影響をどう考えているか。
．③　受：持の教師はその影響をどう考えているか。
以上の観点で調査禦を作成し次の項飼が調べられるようにした。
く1）児堂の放送日取轡慣
く2）児童の放送｝徳取についての父兄の指導
・（3）放送が児童の雷語に与えた影響
，（4）流行語に対する教師の見解
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　　　　　　　　3．調　　査　　の　　実　　施
3．1調査対象
　（1）小学校の3年と6年の男女児童
　（2）それらの児童の父兄
　③　担任教師
3．2　調査地点および調査学校名
　秋日ヨ県　（東⇒ヒ）
　　秋田市　　　旭北小学校　　　（都市型）
　　爾秋田郡　　下井河小学校　　（農村型）
　東京都（関東）
　　：文京区　　　お茶の水女口大学付属小学校（者肺盤）
　　荒ill区　　　真土小学校、　　（農村型）
　大阪府（閾西）
　　大阪市東住吉区　　　北田辺小学校（都了li型）
　　泉佐蜀市　　　　　　長南小学校　　（農村型）
　熊本県（九州）
　　熊本市　　　大江小学校　　　　（都市型）
　　球磨郡　鮒小学校　（蜘動
3．3被調査者数
纏ドー．…”b’　’””””1．凹．「…∵…冨……
l　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　男　　　　　　女　　　 　IK．．．
?
6・・天「　36・人： 壷こlll』
計
数
兄父年3
人
??
6
｝???
…一　
「? 年
6§2天 1・　3P7人
3，4　調査の実施
　昭和29年10月に調査校へあてて，児童調査用紙，父兄調査用紙，教師調査
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用紙を送付し，12月に全：蔀の調査菓の回収を終った。
　　　　　　　　4．調　　査　　の　　結　　果
4．1児童の家庭でラジオのあるのはどのくらいか。
　金児童1，495名の85．5％の家庭にラジオがある。13．5％の家庭にラジオが
ない。（1％が無認入）都市型・農村型では，簡者且％，後者17％にラジオが
ない。
4．2児童は自分の家またはよその蒙で，ラジオを聞くか。
　金くラジオを聞かないものは被調査児童の3％で，家にラジオのない児童
も，よその籔で聞くというようにして，全神璽の90％が大体ラジオを聞いて
いる。
4．3児重が八分の蒙，またはよその籔で，いつも聞くことにし一（’　Viる番組
　があるか。
　児童がいつも碧くことにしている番組があるというもの80％で，それらは
大体児童が喜んで聞いている番組といえる。これらの番組には，子供むけの
放送もふくまれているが，大人むけ番組が相当多い。これを放送時間の点か
らみるとゴールデン・アY　一一　｝Cある番組が多いといえる。
　いつも聞くことにしている番組として214の番組名があげられているが，こ
のうち上位の21をあげてみると次の通りである。以下の表でもわかるように，
ほぼ半数のものがとくにきまって聞くことにしてる番組は「紅孔雀」である。
番　組　名i順位｛都　市　舞　村1計
紅　　　　孔　　　　雀
三　　つ　　の　　歌
アチャコ嫁うにが物語
と　ん　　ち　教　　室
二　＋　の　扉
??」??386
296
i60
104
工03
2gl
?
??
　±
677
577
368
！49
！46
ユ56
　番　　 組 釧璽1都 市L墜．＿舷1 計
????????? ???
ん
? ． ?? ????
?????????
????????? ?
????
??
????
?????
（
???
??ー?ー?
g
??????????
????
?? ??????????
　これを父兄の調査「お子さんが喜んで聞かれる番組がありますか」からみ
ても，大差のない結果がでている。
4．4　児童の放送聴取に対する父兄の指導はどんなふうになされているか。
　（a）聞いてはいけないといわれた番組
　14％の児童が聞いてはいけないと家の人からいわれた番組があるといっ
　ている。また農村型小学校の父兄よりは，都市型小学校の父兄の嫁うがい
　くらか聴取詣導をしているらしく思われる。
　次に聞いてはいけないと父兄からいわれた：番絹（A）と聞いてはいけない
　と父兄が書いた番組（B）を順にならべてみる。
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　　　く順位i （A） 順位／ （B）
　　；
l　lアチャコほろにが物語　　ト・｝由起子
　　…3i東西アルフアベヅト読本
　　14国孔雀5障つの歌
　　…
6　iエンタツ人生模様
　　16　iジヤズパレ・一ド　　i6　｝素入ジャズのど自慢
　　｛
（b）聞くことをすすめられた番組
?????㌧チ櫨うにが嬬im起子
東西アル：7アペツi雪涜本
陽気な喫茶店
iとかく・の蹴
肥後にわか
漫才学校
浪花演芸会
とんち教室
　　父兄に聞くことをすすめられた番組としては，次のようなものがあげら
れている。都市型では児童むけ放送が多くジ農村型では一般娯楽放送が多
　いということが大体いえ．る。
順位番　組　名　獅型弾校馳！農欄瞠難位
?????
?????
　チエのポスト
　子供の時間
　za　　　一一　ス　　」
・子供の新聞
L三つの歌
　紋　孔　雀
｛攣鰍送
　ハリス・クイズ
；＼アチや国晒にが物語
　ピヨピヨ大学
　　　　i
　　　　4
　　　　2
　　　　3
　　　　8
　　　　6
　　　　s
　　　　7
10位はとんち教室
　　　　9
　　　　工
　　　　2
　　　　4
　　　　s
　　　　3
　　　　フ
8位は朝の童謡
9位はのど自慢
　　　　6
エ0位は二十の扉
　比絞の意味から，次に父兄が児童に聞かせたいと思っている番組をあげ
てみる。次の順位でもわかるように大体児童むけ番組である。
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順位i番 組 ? 都市型父兄順位 農村型父兄順位
????????????????浮供。糊li子供のi新關f
i学絞放送
iチ。・のポ朴
l
l㍉一ス
1声くらべ子供音楽会
1話の泉l
iピヨピヨ大学｝
1音楽翻
i新諸国物語?
????????????????t　　　　　1
　　　　　2
　　　　　4
　　　　　．3
　　　　　5
i　　6
　　　　　7
　9位は童話
　！0位はとんち教室
　　　　　8
　　児童がよろこんで聞く番組に大人むけ（一般対i象）のものが劉合多く，
　父兄が聞かせたい番組に児童むけのものが多いことがわかった。そして父
　兄調査の「夜の番組をお子さんといっしょにお聞きになりますか。」の結果
　によると，rたいてい」または「時々」のちがいはあっても，父兄が夜め
　番組をこどもといっしょに聞いていることがわかる。しかも父兄が聞かせ
　たいと思っている番組は，ほとんど夜の播組にはないのである。
4．5三重の問でよく使われるコトバ，はやっているコトバ，はどんなコト
　バか。
　児童が放送を聞いておぼえたと思っているコトバは160～161ページの表
のようである。
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　これらが児童が自分で放送を聞いておぼえたと思っているコトバのなかの
数の多いものである。「あじゃぽ一」一つを例にしてみると，全児童の36％が，
霞身直接ラジオから，このロトバをおぼえ，盛んに使っていることがわかる。
　放送からおぼえた流行語の特長は，広い地域に同時的だということや，割
合性別，学年に関係なく栢いられていることなどがあげられる。また，これ
らの流行語は，x十yという型の，すでにあるコトバと，すでにある＝1・バ
の結合になるものとか，まともなコトバつかいの一部を省’略したり，挿入し
たり，変化したりすることによっておかしみをねらうという人工的な造語．法
のものが多いようである。そのほか，ある地方で，使われているコ｝バがラ
ジオで広く伝播され，流行語となって児童問にはやってきたものもある。
　その中で特に流行している語は，アジヤパー一，サイザンス，バヅカジャナ
カUカ，ムチャクチャデゴザリVスルなどで，廷瞳者の面から考えると，ト
ニーJの用いるコトバが一一as多く，伴淳，アチャコと限られているようだ。
つまりしばしば膿演ずる出演老のうりものとなっているコトバが多いのであ
る。ただ，ワタクシ，ハイなどがあがっているのは，その教室で特別な使い
かたではやっているために流行語と考えられているのだろうと思われるが，
この調査ではそこまで確かめられなかった。
　次に児叢が放送外からうけたと思っている流行語を，各学校の学年別にと
りあげてみると162～163ページの表の通りである。
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164
　：放送外からおぼえたと児童が思っているコトバの中に，：放送が流行のきっ
かけを作ったと愚われるコ｝バが稠当ある。
　さきに，放送から児童がおぼえたといってるコトバのうち，「アジヤパー」
が36％あると述べたが，放送から直接おぼえたかどうかということを別にす
れば，63％のものがこの流行語をつかっている。「アジヤパー」だけをつかっ
ている田舞を100　％lcすると，その58％が直接にラジオからおぼえ，他の42
％が放送外の経路からおぼえたといっていることになる。いずれにしても，
放送外から児童がおぼえた流行譜のうち，ラジオが流行のきっかけを作った
ものが多いといえる。
　父兄が「児童の間ではやっているコ｝バでどういうコトバをよくない1と
思っているかでは，246のコ5バをあげている。そのうち10位までのものを
次にあげてみよう。
　1．　あじやぼ一　2．　さいざんす　3．　くるくるぽ一　4．ばっかじゃな
　かろうか　5．めちゃくちゃでござりまするがな　6．．だいじょうび　8．
　はべれけれ　9．ばか　10．わたしどうしましょう
ともかく父兄は児童問に相当のはやり＝トバがあると思い，児童の雷語に与
えた放送の影響をあまり好ましいとは思っていないようである。
　児童の流行語のうち，いけないコ1・バがあると思ってる父兄は46％，よい
コ｝バがあると思っているものは13％であった。よいコFバとしては，「…
君」　「…さん」　「ぼく」「さいざんす」　「あぢぽ一」などをあげている。
　4．6　児童の流行語について教師はどう思っているか。
　教師の立場としては，以上あげた放送からおぼえた流行語は，あくまで流
行語で，一時的な，寿命の短いものであり，今のところ，とくにとりあげて
鼓・委するほどの問題でないと考えているのが億とんどすべてである。ただこ
ういつた流行語の中に．，一時的な流行語であっても，児童の人格形成に重大
な影響を及ぼすものがあれば無視するわけにはいかないといった監視は行っ
ているようである。
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　こういうことから，教師にとって国語教育を十分行うことを自分らの義務
としながらもr’ラジオ放送の及ぼす影響の大きいととを心にいれ，放送組当
者がプロ作成に十分の考慮をはらうことを望んでいる。
4．7　児童の間にはやっている歌に，ついて
　ラジオで聞いた歌で，みんなの闘ではやっている歌があるといっている児
童は79％あった。ことにこの傾向は，都市の小学校より農村型の小学校の児
童に多い。
　次に1児童問に流行している歌について，10位までのものをあげておく。
順位iWh　　名　　都市型懸順位　1農村型懸順位
??（??
??????
お窟さん
三つの歌の歌
紅孔憲の歌
チエのポストの歌
真室川音頭
ヤソ坊，＝：ソ坊，トソ坊
猿飛佐助の歌
笛吹瀧子
五つ木の子守歌
ウシュクダラ
　　　　1
　　　　2
　　　　3
　　　　4
翔鍛仲よしグ」V’一
　　　　6
　　　　4
　　　　5
　　　　7
　　　　7
　　　　こし
　　　　2
　　　　3・
　　　　5
　　　　4
6位：はマドロスさん
7位は花の三三度笠
募晶晶坊・＝ソ
　　　　9
碧駿舗錘はの歌
　都市・農村児童を通じて「お冨さん」の流行が圧倒的である。都市型の小
学校児童には児童むけ二三のテーマ・ソングが割倉多いが，農村型の小学校
の兜童には，いわゆる流行歌が割合に多い。なお，児童のあげた回数は226
であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平井）
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国語の歴史的発達に関する調査研究
　1．音韻史資料の牧藁整理
　本年度もテ・…プ・レゴーダによって録音してそれをデープで保存した。ビ
iin一年めし夕による保存方法も考えているが，費三等もかさむので，これ
については今後の研究課題に残しておく。
　声哨は，比叡由廷暦寺で行われでいる魚山流を中山玄雄氏に唱えてもらっ
た。曲は『法華讃嘆』と『教化』のこ曲であり，この懸は当流では最も古く
由緒あるものであり，古い形が残されている。つぎに，本派本願寺では，難
題芳薩氏の『御文章』，『御式文』，『和讃』の三曲を録音した。この方は魚山
．の流れを汲むものであり，網当くずれてはいるが，ある種のよみくせはその
まま伝えられており，さらに書音もいくらか残っセいる。
　平曲は，館山甲午氏の『木曾最後』，『祇園精舎』　（一部）・『月琴』　（八
坂流）を録音した。
　また，天理大中村忠行教授の得意で，京都に住んでいる旧堂上蘂族藤井花
子刀自の催馬楽の『安名馬』，『梅之枝』，『田妓』，『美乃山』，『蒔田』，『伊勢
海』，『更衣』と，朗詠では，『嘉辰』，『徳是』，『紅葉』，『二星』，冷泉様の
律旋と呂旋による『君が代』を再録することができた。
　2．古辞書蘂削の作成
　節劇集語本と伊畠波宇類抄め索引作成d）しごとは，力闘ド採集は終えて，
検討しつづその整理を行っている。
　3．明治時代語の調査研究
　三無慶め準備として，過去の研究の成果の整理と，以前に第2研究室が表
記法の調査のために採集し未整理であった「幼学綱要」の語彙カードを品詞
別に整理した。
　以上3項鳳のしごとは岩淵悦太郎と広浜文雄とが撫当した。　　（広浜）
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国語関係文献の調査
　国語に関する学閥の一般を知り，あわせて学界の動向や世論の動きをとら
えるために，前年度に引き続き，次のような文鳥調査を行った。
　　　　　　　　　　　A．刊行書の調査
　騙学・国翻題・国語糖・懸緒・言語援術・国議料・辞典などの
噺刊書について，書名。署（編）恩名。発行所・発行年月・型・ページ数，な
らびに内容を調べ，io　e一ド化した301点（1954年1月～12月）の分類厨録を
イ乍つた。
　この厨録は，晶ド艶の雑誌論文および新聞記事の属録とともに，当研究所編
．「繭語年鑑昭和£9年版」に擾載された。
　　　　　　　　　　　B．i雑誌論丈の調査
　当馬多晒購入の諸雑誌ならびに寄贈された大学や硝漸などの逐次刊行
．物から，渕係論文を調査し，題目・筆者」襲名・発行遺書・巻号数，および
・ぺkジ数などを記載したカβド3通を作り，分類甥・雑誌鴉・筆者1｝｛1のカー
ド目録を作ったQ論文総数2，004点（1954年1月～12∫ヨ）。
　調i査した雑誌旧
くA）　アカデミア　壁際朝廟二丈化　藁　アジア言語研兜　囎香路
噺い轍室　あるびよん　ETC　印崩雑誌　潮　…幽幽想　ORB－
IS　　解釈と鎌賞　　改；造　　学苑　　学鐙　　学園評論　　 単術月報　　カナノ
ヒヵリ　　カリキュラム　　漢勤学　　教育　　教育面犠　　教育技術。幼冤と保育
ノj・一一教育技術　　小二教青技術　　小三教育技術　　小晦教育技術　　小瓢教育狡術
小六教育技術　　中単教育技傭（圏語科）　　申学教脊技術（凝会科）　　中学教育
技術（数学・理科）　　教育研変（糊井大学学菰学部教育研究所）、　敦育研究（東
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京教育大学付属小初等教育研究会）　　教育心理　　教育心理崇研究　　教育手帖
教育統計　　近畿方言　　経済研究　　言語研究　　言語生活　　野駆教育　　国学＝
院雑誌　　国語　　國語学　　国語教室　　高等飼語教室　　国語研究（群馬大）
国語研究（国学院大挙圏語研究会）　　国語・国文　　国譜・國丈研究（北海道大学r
国丈学会）　　　弾碁吾国丈学　　　国語と国亥二薙i…　　国譲方言　　国女　　 国丈短　　 国『
文学研究　　国難学孜　　國丈研究（愛媛）　　国民　　心　　ことば　　ことばの
教育　　ことばのしおり　　語交　　小学初級さくぶん　　小学上級作丈　　中学作
文作丈教育思想の科学箋践騒語lt．一心理信濃信濃教育
不知火　　社会学評論　　旧版ニュース　　女子大運漕（大阪女子大学）　　初等教
育資料　　入焦年帖　　新聞研究
青年」ひ理　　 世界，　　世界と｝ヨ7ド
中国譜学研究会会報　　　中圃語女
罠本人　　貧本文化　　β本文学
＝ユーエイジ　　＝ユースレター
学概二究　　 丈学論叢　　 丈イヒと教育
研鳶報　　平漁　　方言研究
族学研究　　尾部時報
立命館丈学　　Remazi　Sekai
　　　放送丈化
丈部統計速報
　　　Romazi　no　Nippon
　人丈研究　　入文論究　　赫聞放送広告
彊性　　中央公論　　中国語　　山国譜学
中等教育資料　　東方学報　　園審　　翼本及
員本丈学論究　　｝ヨ本丈藝研究　　貫本民俗学’
ばんせ　　　ビプヲア　　Books　　口縄　　丈一
　工芸研究　　 丈芸春秋　　 文芸と，懲想　　 丈
　　　　万葉　　一間伝承　　昆問放送　　民
　　　由形教育　　1］一ダーズダイジェスト
　　　　　　　　　和歌出：方書
（B）　愛知崇芸大学国語国丈学報　　愛知県教育丈化研究所研究紀要　　愛知女子短斯
大学紀要　　青森県教育研究所研究紀要　　跡見挙園国譲科紀要　　茨城大学丈理学
部紀要　　印刷局研究所時報　　宇都営大学学芸学部研究論集　　’愛媛県教育研究所
紀要　　愛媛県敦育研究所報　　大分大学学葵学部研究紀要　　大倉出丈化科学研究
漸論集　　大阪学芸大隠紀要　　大阪帝塚出学院短期大学研究年報　　大谷大学学報
岡出大学法理学部単術紀要　　お茶の水女子大学人丈科学紀要　　小野闘高等学校研
究論叢　　香川県教育研究翫教育研究　　香罵大学学芸学部研究報告　　鹿児島大学教
育学部教育研究所紀要　　金沢大学教育学吊ろう教育研究年報　　岐阜大学学芸単部
研究報告　　京都挙芸大学学報　　京都女子大学紀要　　京都大学人丈科学研究所報
：京都大挙入丈科学研究所「人：文学報」　　　京都大挙人：交科学研究所調査報告　　　熊本：
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一女子大学学籍紀要　　熊本大学教育学部紀要　　熊本大学汰丈論叢　　群馬大学紀翼
高知大学学構研究報告　　神戸外大論叢　　神戸大学評語国丈学会圏丈論叢　　神戸
，大学文：学会研究　　團立教育研究所紀要　　圃立教育研究所所報　　駒沢穴学史学研
究室駒沢史学　　西京大学学術報齊「人文」　　佐賀大挙教育学部研究論文集
佐賀竜谷学会紀要　　滋賀県立短期大学雑誌　　滋賀大攣学芸学部紀要　　静鰯大学
文理学部研究i報欝　　島根大愚人丈科学論集（人丈科学教育学錫係）　　常州大学紐
要　　信州大学教育学部研究論集　　儒州大学丈理学部紀票　　成城大挙断碑学部r成
・城瓢湖」　　総理府世論早牛報告書　　千葉大挙丈理学部紀要　　天狸大学中圏諮研
究会会報　　東京外囲語大学論集　　東京女子大学論集　　東京大学新聞研究所紀要
統計局研究彙報　　統計数理研究所講究録　　統計数理研究所輯報　　構志士女子大
学学術研究年報　　東大東洋文化研究所紀要　　策北大挙丈単都研究年報　　徳島眼
教育月報　　徳島穴学学芸学部紀要　　鳥ユ臣大学単芸学部研究報告　　、窟肉大学丈理
学部丈学紀要　　長綺大単入丈・社会科学研究報告　　名古屋大学文学部言語学会報
名古屋大学文学部研究論集　　奈良学芸大学紀要　　新潟大学教育学部「教育科学」
臨本音響学会誌　　　日本音声学会会報　　脚本学士院紀要　　学研学術難易会総合研
兜報告集録　　H本女子大学紀要　　H本：大学世ee谷教養部紀要　　賃購大学丈学部
，研究年報　　兵庫隈立教育研究所所報　　弘前大単人文紙会学会人文祉会　　広島女
子短期大学研究紀要　　広島大学丈学部紀要　　福賜学芸大学紀要　　揺島大学学芸
．学部論集　　北海道大学一般教養部「外早薬外千丈学研究」　　北海道立教育研究所
「研究紀要」　　三霊県立大学研究年報　　宮城学院女子大学研究論丈集　　武庫川
学院女子大挙紀要　　武蔵大学論集　　霞形大栄入丈科学紀要　　出口大学教育学部
研究論叢　　山口穴学丈学会誌　　横浜掃立大学卒丈紀要　　横浜市立教育研究所
所報竜谷大学論集　　竜谷大学国無学論叢　　和歌山大学学芸学部紀要「人文科学IXi」
、棚立国語研究所年報
C．i新聞記事：の調査
　下記の諸新聞から，関係記事を翅り抜き，その整理に当るとともに，分類
別および日付順のカード聞録を作った。カ　一一ドの雲己載形式は，見撫し語（欄
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名だけで見餓し語のないものは，その内容によって適宣：に題名をつけた。）
紙名・（筆者名）・年月日・（欄名）・行数・内容の順序によった。調査した紙：
名と説事の点数は次の通りである。
　（1）　東京出版（日干ij）　1朝日　　毎撮　　読売　　東曇日El　東京タイムズ
　　　　　　　　（夕刊）　朝臼　　毎E｛　読売　　時事　　東京　　その他
　（2）地方出版　　大阪在住の山田房～氏から関係記事のあるごとに・恵送された：・
　　　　　　　　　京阪地方の諸紙
　　　　　　　　　朝日（大阪）　毎騰（大阪）　読売（大阪）など
　（3）特殊新聞　　読書　　　’　読書タイムズ　　紙聞協会報
　　　　19騒奪（1月～12月）の目抜数977点　　　　　　　　’　　　（有賀）
図書の収集と整理
　前年度に引き続き，研究活動に必要と思われる研究書・参考書ρ調査資料＝
文献の類を収集し管理した。収集の方針，整理の：方法等，すべて従来通りで
ある。
　各方面からの寄贈図書も従来と大差なく，当所三鷹の充実に大きな役割を
果している。
　本29年度に備えた図書数は次の通りである。
　　　単行本　　　　購　入　　　　　　700冊
　　　　　　　　　寄　贈　　　　　　170甜
　　　雑　誌　　　　購　入　　　’　1，133冊　　（48種）
　　　　　　　　　望予　　呉曽　　　　　　　　　　734　f｝1｝　　（118種）
　　　新聞　　 購入　　　　15種
　　　　　　　　　審　贈　　　　　　　3種
　木年三末現在の蔵讐数（単行本）は19，508冊である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17i
　　　　　　　　昭和29年度に寄贈された図書：の一一ec
　寄贈者名　　　　・　　麟　　　　　　書　　　　　　名　　　　　　　・
（1）　単　行　本　　　　　（　）内は編著者名。寄贈者と同じ一合は省く。呼
天野俊也氏　　「福芽県勝山町に於ける”行けへん””行きねへん”等の否定法」
上村孝二氏　　　「鹿下縫県下の照臨語法覚書」
火分県教育研究所　　「山村と教育」
大阪女子大学屡1：文研究壷「三田浄久1『i単林治徳）
大隙傭三氏　「一盛彙」　　　　　　　　　　　　　　一　　惑
岡1！繭立平井小学校　　「再び”読解力”｝とついて」
蘭匡i肇ぎ葬言己念文イヒ’／／ll業会　　「羽広広イヒ史」2．5●6●7●9●12・13ヂ日ラ｛ξ：文イヒ
　　　　　　　交渉史」2
片欝鈴校氏　　　「方言絵臆測　。「方言集及民謡」　　　　　　　　　
?
金沢文庫　　「金沢文庫古文書第五輯一黒斑書状篇（二）一」　ジ金沢文庫古交＝諮第
　　　　　　　六感一丁名書状篇（三）一一j
kJ．；1；　pa，tJiE　（‘UBER　DEN　HIN［1］ERGRUND　DER　JAPANISCHEN　SPRACHE
　　　　　　　UND　IHRE’WISSENSCHAFTLICHE　BETRACHTUNG”
京師国立博物館　　「守屋コレクション震翰古経澤録」「古陶の美」
旗榔大学人：交科学研i究所　　　「昭琴iユ26・27年度東洋史研究文献類摂」
京都中央図書出版社　　「新講古典交法一解釈編一・」　（遠藤嘉基　外）
京都馬；立園霞館　　　「京都府立図書館善本経年」
久保1三｛；；宣伝研究所　　「宣伝会議」
贋究所幾会議　　「研究所所蔵学術雑誌総合題録一人文科学欧文八一」
江南書院　　「井上中国語新辞典」　（井」二翠）
羅学院大学　　「古典の新研究一第二集一」
国立轍論調査所　　f世論調査のやり方」「警察富の教養に関する世論調査」「為替
　　　　　　　貯金と世論」「老後の生活についての批論調査」
小繍公一郎氏　　「ドイツ言諮地図の威立をめぐるドイソ方言研i究寒」
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此島正年氏　　「青森方雷の敬語法」，
小林国雄氏　　　薪標準漢和字典」　「辞書指導の研究」
駒沢大学國書館　　「内野台嶺先生追悼論三三」　（内野四二先生追悼論文集刊行会）
小松代三一氏　　「平泉方言の研究」
コロンビア大学　　「新書目録」
笹原健三氏　　「本校環境実態調査の研究とその究明」（札幌市立北九条小学校編）
俊世保市立大久保小学校　　　「漢字の友」
佐藤茂氏　　「国語教育と文法」雁井県の叢諮調査（3）」
佐藤　孝氏　　　「麟語概要」
衆議院参議院詑丁丁　　「国会会議用字例」
小学館　「昭和28二度全国児童生徒作晶コンクール入選作品集」
史　料　館　　　「史料館所蔵史料罵録一第三集一」
全国大学国語教育学会　　　「第8園全国大学国語教育学会全国国語教育協議会報制
総理府統計局　「昭和25年国勢調査報告」第4巻全圏編1。第6巻・第7巻その2・
　　　　　　　3・24。25。26・33．34・35・36・40・41。44。45・46「奄美群島入
　　　　　　　口調査結果報告」
高羽五郎氏　　「1623年版ロザリオの経一原掌篇一紅・更」「1623年版ロザ）オの経
　　　　　　　言葉の和げ」　「讐門川　三」
中国語研究会　「中国語教科書調査報告」
天理iX書館　　「綿堅文魔遮歌俳譜書嗣録」
東京学芸大学教育研究所　　薪煽入差に応ずる教育」
東京大学社会科学研究所　　　「ソヴェト定期刊行物iヨ録」
東京大学史料編纂所　　　「大日本古認録」江木鰐水臼言己上・御堂関白認下・上井覚兼
　　　　　　　翫a上・梅津政景臼認ニ　ヂ大副本古：文：三家わけ第十六・第ナ七・
　　　　　　　幕末外国関係文書之二十五　「史料綜覧」巻十三・巻十四・巻十五
　　　　　　　「大日本近世史料」上田藩村明細帳下　「大日本史料」第二編之九・
　　　　　　　第三編之十二・第五編之十五・第六編之三十一・第七編之十二・第九
　　　　　　　編之九・第十二編之三十六
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東京鉄道管理局　　　「旅客案内放送テキスト」
富森盛rr一陣　　「三：璽県名張方言集」
冨山大学図書館　　「窟山大学増加國書翻録」
内閣総理火臣富房審議蜜　　「全凶事論調査隈関の現況」
Ei本学術振興会　　「総合研究報轡集録一昭和29年4月末現在一」人：交編・社会科学
　　　　　　　編　　「科学試験研究費報憲集録一？±会科学編一」
Ei本活字鋳造株式会社　　「標準活字目録」
日本評論断社
日本放送協会
西宮一驚氏
野地潤家氏
平井秀：文氏
平岡伴一氏
平田敏子氏
法政大学能楽研究所
細月阿賀氏
松村　明氏
水口　清氏
水田紀久氏
三囲ミ伊匠懸隔
毎H新醐畳
職ゆヨ吉治良1～氏
文　部　省
「霞本文学史辞典」　（近藤忠義　外）
「音のライブラリー資料リスト」「演劇外題要覧jF　［ll本昔謡名彙」
「外国音楽家の呼び方」「放送気象胴語集」「漁矯雅楽諮彙」「謡曲
・狂言曲名一一覧」　「皇室関係放送用語集」
「八雲卑屈緻に．ついて」
「国語教育燗体史研究」1の3・∬の1。ffの2
「真福素本遊仙窟臨交稿」「陽明文庫本遊仙窟訳交稿」
「冨山市児童言語調査一第四集一」　（冨Fll市教育委員会）
「どうぶつのこどもたち」（ナムエル・マルシ’ヤーク）「もりのおばあ
さん」　（ヒ＝ウ。ロフティング）　「おそばのくきはなぜあかい」　「村
にダムができる」　（クレーヤ・U一一ドン）　「否まいのき’もの」　（エリ
ノア・エスティーズ）rアノレプスのきょうだい」　（ゼジナ・ハンソ）
　　　　「蔵書目録附解題」
「i三｛堪9≡美…秘サ年鑑1954」　　（美術研多ピ所）
「江戸語における語連接上の音韻境象」
「和歌山県植物方言集」
「ぬけだしたかな：文字」
「郷土研究交献翻録」
「本選用藷」
「岡山県のアクセントー2一」　「聡下津井｝町のアクセント」
「巾学校高等学校学習指導法一一国語科編一」　「公立小申学校疑期欠席
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　　　　　　　　　児童蛇徒調査」F児童の計箕力と誤答」「琶界の教育一比較と國解一」
　　　　　　　　　　「職場におげる学歴構成」　「学術用語集」数学編・物理学編。動物学
　　　　　　　　　編・土木工学編・採鉱や金畑野　　「電護のかけ方」　「学術：交響総合目
　　　　　　　　　録一興文言理学編一」「さらに進んだ段階におけるローマ字文の学習
　　　　　　　　　指導州屡語シリーズ18一一」「国語間題問答一国語シリーズ19w」「藷
　　　　　　　　　源をたずねて一国語シリーズ20一」「公用丈の書き方資料集一国語シ
　　　　　　　　　リーズ21一」
杉鰍個男氏　　「生月擬キリシタン現行オラショの復tt　j（田北耕北）
山形県敦育研究所　　誓昭和28準度学力調査第二次報告書」　　　　　　　・｝
山田孝雄博士功績記念会　　「山田孝雄博士著｛ノ1葬譜」
竜谷大学国交挙会出版部　　「古本弓取丁丁校灘解説」　（吉川理吉麺著）
AMERICAN　DIALECT’　SOCIETY　C‘EASTERN　D．　1．A，　LECT　WORDS　IN　CALI－
　　　　　　　　　FORNIA，，　（DAVIP　W．　RE．ED）　“THE　PHONOL．Q．　G．　Y　QF
　　　　　　　　　THE　UNCLE　REMUS　STQRIES　（＄UMNE．　R　IVES）
CALIFORNIA　UNIVER＄ITY　．　t‘HANUNOO－E．tv’EGLSH　VQCABULARY，，
　　　　　　　　　（HAROLD　C．　CONKLIN）　c‘TUNICA　DIC7i’IONARY，，　（MAR
　　　　　　　　　YR．　HAAS）
MICHIGAN　UNIVERSITY　‘tCONSTRUCTION　IN　SHAKESPEARE，，
　　　　　　　　　（HEREWARD　［1］．　PRICE）　‘cTEACHING　AND　LEARNING
　　　　　　　　　ENGLISH　AS　A　FOREIGN，，　（CHARLES　C．　FRIES）　“FOR－
　　　　　　　　　EIGN　INFLUENCES　ON　MIDDLE　ENGLISH，，　（H．T．PRICE）
　　　　　　　　　t‘PKONEMICS　：　A　TECHNIQUE　FOR　REDUCING　LANGUAGE
　　　　　　　　　STO　WRITING，，　（KENNETH　L．　PIKE）　“TONE　LANG－
　　　　　　　　　UrAGES，，　（KENNETH　L．　PIKE）　‘CA　WORD　GEOGRAPHY
　　　　　　　　　OF　TE［E　EASTERN　UNITED　STATES，？　（HANS　KURATH）
　　　　　　　　　‘cA　SURVEY　OF　VERB　FORMS　IN　THE　EASTERN　UNITED
　　　　　　　　　STATES，，　（E．　BAGBY　ATWOOD）　“MORPHOLOGY　：　THE　DES
　　　　　　　　　CRIPTIVE　ANALYSIS　OF　WORDS，，　（EUGENE　A．　NIDA）
（2）逐次刊行物（おもなもの）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17昏
愛知病誌教育文イヒ研究所　　　「研究紀要」　5う琴・～6：弩
愛知女子短其内大学　　 ・FX：己要」4号～5号
朝撲1新聞社　　　　「こどば」24号伊33号
明野1香墨各老i二　　　　「PN　Ei香路」　6巻7号飼12号●　7巻1・rJ’～2母
印側局研究所　「研究所時報」6巻2号～12号
大阪市立大学：例会　「人交研究」5巻3号～1場・β巻1号
大阪大学羅：交野研究案　　「諮文」11号～13号
大谷学会　　「大谷学報」33巻4愚。34巻1。3暦
お茶の水女子大学　　　「人文科学紀要」4弩～5号　　「蟹交」2号州3号
小野霜高等学校　　r研究論叢」8号～9弩
カナモジカイ　「カナノヒカリ」382号～392号
関薦学院大学：文学会　　「入文論究」5巻3暑蟹4号
関爾大ミ幹文学会　　　　「屡1交物」　12轡～13号
教育披術連盟　「教育披術jg巻3号～15号　　「小一教育弓術」8巻2号～13弩
　　　　　　　「小二教育披術」7巻2号～13弩　「小三教育技術」8巻2号～13暦
　　　　　　　「石、四教育技争母」　7巻2男・ん13号・　「／j、五教育接術」　8巻2号～13号
　　　　　　　「小六教育技術」7巻2弩～13号・「串学一国語科一教育披術」4巻
　　　　　　　2髪チ～工3弩　「FF訂学「＝祉会科一教育按術」6巻2号～12号　「r；1＝；馨重＿
　　　　　　　数学理科一教育妓術」4巻2号～12号
京都学芸大学　　「京都学芸大学学報」4丹～5号
斗ミ霧βソく学匿国文｛挙ヒ会　　　　　「国語圏文」　23巻3号～12愚●24巻1号
京都大学入文科学研究所　　「所報］39号～42号　r紀要」12号ッ14号
熊本大学教育学部国文学会　　’「不知火」7号～8穆
謝点語学会　　「謂点播と訓点資料」ユ号～3暑
神戸市外国語大学　　「神戸外大論叢」4巻4号・5巻1号～3弩
言蒼磐ま教育研〔究所　　　　　ヂ謡吾学教育」　22荏号～227餐チ
国学鰐己プく塔ま　　　　「国塔幻塊奈錐誌＿155巻1号3号
羅1ぎ吾学会　　　　 「国語学」　16PJ・～ユ9暑
ユ76
国立教育研究所　　「鼠立教蕎研究所所報」20号～26号　「紀要」6巻1号～3号
圏立国会LZI．tG館　　「国立国会図書館公報」6巻2愚～12号。7巻1号
作目の会　　「作：交教育」2巻2弩～3号　「小学作交一初級用一」3巻2暑～3
　　　　　　　号　「小学作：文一中級用一」3巻2号～3暑　「中学作文上3巻2号
　　　　　　　～3号
滋賀県立短賜大学　　「滋賀県立短期大学雑誌」1号～6号
静岡大学教育研究所　　「：文化と教育」52号～64号
資源技術試験所　　　「資源技術試験所報吉」11号・13号～18号
信濃教育会　　「留筆教育」808弩～819弩
信濃郷土研究会　　「信濃」6巻6号～7号・7巻1号
初等教育研究会　　「教育研究」9巻5号～11号・10巻1号～3号
昭和女子大学光葉会　　「早智」161号～174号．
誠文堂新光社
全国出版協会
大　修　町
中教出版1（・K
中国語学研究会
中国語：友の撃
墜京教育大学国玉国文学会
東京大学新聞研究所
東　京　堂
　　　　　　　二・ユース」266塔～301号
東京都立教育研究所　　「研究シリーズ」2号～3号
徳島県教育庁　「徳島県教育月報」51号～61号
名古屋大学言語学談話会　　　「会報」1弩～2号
漸潟大学教育学部　　「教育科学」3巻2号・4巻1号
臼フ1く音響学会　　「日本音響学会誌」　9巻3号～4号・10巻1号～3号
日本学士院　　　「臼本学士院紀要」11巻2号～3号・12巻1号～2号
「カリキュラム」64号～75暑
「読書タイムズjg8号～129号
「国言替教室」33｛雪～41号　　「高等国語教室」　4号～5号
　　「新しい教蜜」9巻4号～12号。1G巻1、号
　　「中国語学」28号～35号
「1キ1国言吾」　28号～38号　　　「申国語：文」　19号～23号028号～31号
　　　　　　　国語」3巻1号～3号
　　　　「受入資料月報」1号～8号
「日本読書新聞」740号～790号　「図書新聞」240号～289号　「出版
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日本書籍K・K　　「教育手帖」41愚～49号
臼本欝語学会　「言語研究」25号～27号
日塞コトバの会　　“ETC　　VOL　XI　NO　2～4・VOL　XIINO　1’
B本のローーマ字祉　“ROM：AZI　NO　NIPPON　　27号～37母
H本旨学研多竃…会　　　「文学研究」　2巻5号～6号
日本文学協会　田本文学」3巻4号～12号。4巻1弩～3暦
田本交三護下目究会　　　　 「学芸研究＿116号～19号
日脚sc放送協会　　　「交献月報」　35号～46号
臼オく民田放送連盟　　　　　「民問放送」　22号～29愚
El本民俗学会　　「Elオζ民俗学」　1巻4髪｝●2巻1号～3号
日本民族学協会　　　「民族学研究」18巻1弩～4号
躰ユネスコ国内委員会事務局　「ニュースレター」15号～2跨
臼水ローマ字会　　　「u一マ字世界」467号～477号
一橋大学経済研究所　　　「経済研究」5巻2号～4号。6巻1号
兵庫州立教育研究所　　「研究藤報」12弩～13号
広筋大学国藷国文学会　　「国：交学致」12号～13号
広馬串世交芸研究会　　「中世：交芸」1号～4号
弘前大学人：交社会学会　　　「人文社会」4号～5号
福罎大挙学芸学部　　「丁丁大学学芸学部論集」4号～5号
北海道学芸大学函館人：文学会　　「入交論究」11弩～12弩
穂波出版社　　「実害国語」162号～173号
毎日蔽聞社　　　「ことばのしおり」1号～15YJ・
万葉学会　　　　「7ラ‘葉」　11弩～14号
旧主主義科学者協会言諮部会　　　「言語部会ニュース」2号～4号
：交　部　省　　「文暦蒔報jg20号～929愚　「：交部統計速報」69号～72号　「びぷろ
　　　　　　す」5巻3愚～12号・6巻1号　「中等教育資料」3巻3号～12号・
　　　　　　　4巻1－P」一～2弩　　　ヂ初等教育資聡｝＿147号～57号　　　ヂ詣定統浄新」　9号．
　　　　　　13母．1陽．47号．62号　「敦育統計」27号～33号
ユ78
山形県教育研究所　　「山形教育」48号ん51号’
山形大学　　「山形大学紀要一人：文科学一」3巻1号～2号・
山口大学文理学部　　「文学会誌」5巻1号ん2愚
横浜市立教育研究所　　「藤報」2号～誓暦　「研究紀要」1号～3号
：立命館大学人：交学会　　　「立命館文学」106愚～117号
竜谷学会　　　　　「『竜谷大学論集」　347号～348号
　ローマ字教育会　　　「ことばの教育」55号・～65号
和歌山大学学芸学部　　　「紀要」4号～5号
和歌山方言学会　　「和歌山方言」1弩～4号
早稲田大学国交学会　畷蝉研究」．9暦～11母
THE　SCHOOL　OF　ORIEN　rAL　AND　AFRICAN　“BULLETIN，，　VOL　XIV
　　　　　　　　　Part　1一一i3
WASHINGTON　｛JNIVERSITY　C‘MODERN　LANGUAGE　QUARTERLY”
　　　　　　　　　VOL　15．　）To　IN4
SEVER　POP　“ORBIS”　Tome　3．　No　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村尾・芳賀）
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庶　務　報　告
A．　庁舎および経費
〈1）庁　　舎
　1948年（昭和23年）12月創立当初から，昭和29年9月30日まで，宗教法人
明治神宮所有の聖徳記念絵画館の一部および，分窒としで，三鷹市の山本有
三氏の私邸，ついで新宿区四谷第六小学校の一部を借用していたが，昭和29
年10月1月一橋大挙蕨有の現在の建物に移転した。
　木造モルタル塗，2階建，建坪，本館，323，417坪
　軽量不燃書庫　30，501輝　　計　353，918坪
；（2＞経　　費
　9召汚029杢詳度予算　　　　　　　総　　　　　　　　　客貢　　　　　　　26，．466｝000円
　　内　訳　人件費　16，654，000円
　　　　　　　　膏雨　　　業　　　 費　　　　　　　9，812，000円
会意　稗田
防部’ m二
倉石武四郎
沢登哲一
土岐善麿
波多野完治
松方三郎
B．評議員会
国男　　　副会長
　伊藤忠，兵衛
　桑原武夫
　東条　　操
　±居光知
　服i部四郎
　松坂忠貝ij
頑綺障輔
金田一京助
颯田i琴次
時枝三雲己
中島健蔵
古垣鉄郎
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（1）予算定員
　　：教官　30
（2）組織および職員
　　　　　　i職
C．入的構成
　葛算務蟻識員　　　　19
名
国立国費研究所i所　　　　　　1第1研究部1部
　話しことば研究室　 主
書き’ことば研多な室
???
主　任
地方藷研究室i主任（兼）
　　　　　1　　　　　‘主任代理
　　　　　I　　　　　I
第2研究部　部　長
言語効果研究室主任
1
氏 名
西尾　　実
岩淵悦太郎
中村通夫
大石初太郎
飯：豊毅一一
宇野義方
進藤咲子
林　　　大
永野　　賢
斎賀秀夫
水谷静夫
石綿敏雄
岩淵悦太郎
柴N　　武
北村　　甫
野元菊雄
上村幸雄
霞之内る　り
輿水　　実
平井昌夫
林　　四郎
寺島　　愛
合計　49
備　　　 考
30．3．31．中央大学へ転出
29．10。1．主任代理
30．1．31．退職
国譲敦育研究塾孟任（兼）｝輿水　実　　　　　　　｝　　　　　　　；高橋一夫　　　　　　　ミ　　　　　　　i上甲幹一　　　　1　｛芦沢節　　　　！　　　i　　　　｝　1隅棚Lx
　　　　｝非醐il躰tt；六
資料調査室鉾征（兼）i岩淵悦太郎
　　　　i　　陣賀憲三　　　　｝　　l　　　　l　　隔壁　力　　　　i　　広浜丈雄　　　　を　　　　1　隅橋太郎　　　　i　　　　i　　　　｛　陣沢典男
　　　　i　陣辺友左
　　　　｛　（兼）　芳賀清一郎
　　　　　　　　高密：樹齢　　　　　　　　｝　　　　1煎任所員1遠藤慕…聴
庶　 務
鷹　 務
??????部
会　 計　 課， 課　長
藤原4一
浅井恵倫
佐藤喜代治
細井房夫
真取柵工
芳油漕一郎
鈴木鐘二
加藤ふみ
西撫　　博
渋谷よね子
増山治子
三枝やす江
昧岡普子
黄木得二郎
京都大学教授
広島穴学助教授
金沢穴学教授
東4ヒ大学教授
休職
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g 伊　藤
鈴　木
仲　二
亨
三　浦　清　価
渋　谷　正　則
斎　藤　静　志
浜　田　好　代
塚　N　と　志
吉　国　芳太郎
江　頭　健　…
30．1．31．退琿饒
D．内地留学生受け入れ
全国都道府県派遣の内地留単生を迎えて，各研究室で研究の便をはかって
いる◎次にその氏名研究題爵を揚げる。
氏 名 学 校
　　　　　　　埼玉眼大里郡吉圏村新　井　松　三　　　　　　　立吉周小学校教諭
　　　　　　　　出梨県立甲府第一高贋　川　源　朗　　　　　　　等学校教諭
　　　　　　　千葉県立野照高等学中　村　裕　子　　　　　　　校教諭
　　　　　　　宮綺県賞綺市立宮崎黒　木　隆　義　　　　　　　東中学校教論
　　　　　　　千葉県茂漂虜立茂：元　吉　花　子　　　　　　　原小学校教論
黒　閏　羅三郎
研　　究　　題　　目
小皿校における［開山学習
指導法の改善
間期
????????????
遭；等辱…；佼における国譜教　昭和29，4．1から
育の方法　　　　　　　”　30．3．31まで
国語教育
沖学校にお1ナる丈学教
育」一その根底としての
近代（及び現代）丈学と国
語教育
作丈の学年基準と能率的
指導法
昭禾r129．4．1から
〃　30．3．31まで
昭府f29．5．1から
〃　29．　10．31まで
9召狩ぎ29，6．1カ、ら
〃　29．9．30まで
佐賀県大町町立大町　小学校における文法指導　昭拓29．4ほから
小学校教諭　　　　について　　　　　　　〃　29．9，30まで
E．　日 誌　　抄
ユ954．5．16第2回国立国語研究所地方調査員全国協議会
5．17　第25園園立國語研究所評議員会
5　．　19　t・一20
5　．　27t’一28
9．15
10．　1
　　tt
10．　15N16
12．　1
1955．　1　．22
　　1．26
　　2．22
3．2
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1．　昭和28年農の研究成果，29年度の研究計画，所内組織
　　の改正について報告
2．　昭和29年度地、一方調査員並びに委託研究について承：認
第5園文部省直轄研究所事務協議会、
第12回文都営直轄研究所並びに国立大学附置研究所長会議
Gヨ本貫術会議で）
第26園瞳立國語研究所評議員会
議
エ．新庁舎についての報告
2．　進行中の研究計画および事業計画について
3．総合雑誌の当用漢字，現代かなつかい調査の申問報告
千代田区神田一ツ橋一の一一一・一
一一ｴ大学所有の現建物に移転
組織規程改正
第13回文蔀省鷹轄研究所並びに国立大学附置研究所会議
（：京都大学で）
第27國i窟立国語研究所評議員会
議　事
1．昭和29年度調査研究の申間報告
2．　新庁舎移転僧門票業について
会計実地検査
行政管理庁監察部の行政査察
文部省調査局長小林行雄氏管理局長に転じ，後任として文
部大臣秘書官雪濁孝一一氏が任ぜられた。
第28圃国立国語研究所評議員会
議　事
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3．26
1．評議員半数改任の経過報告
2．　会長副会長の改選
　　　会　長　　榔田評議員
　　　副会長　　由晦評議員
新庁舎開き祝賀式並びに記念講演会
1．祝　賀　式
　　開式のことば
　　海長あいさつ
、　文部大駆祝辞
　　日本学術会議会長祝辞
　　国語犠…議会会長祝辞
　　国立教育研：究所長祝辞
　　国立国語研究所評議員会会長祝辞
　　覇式のことば・
　　終って，如水会館で祝宴があり，ひきつづき午後1時30分か
　　ら一橋講堂で記念講演会簾催
2．　賛己念講演会
　　（1）あいさつ
　　　　　　　　　所　長　　西　尾　　　実
　　（2｝現代の敬語意識
　　　　　　　　　所　員　　柴　隙　　　武
　　（3）三つの語i雛調査
　　　　　　　　　所　員　　林　　　　　大
　　（4）　ラジオニュースの文章心理学
　　　　　　　　　評議員　波多野完治
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新庁舎開き記録
　別誕，庶務報告にもあるとおり，昭和29年10月に新庁舎に移り，一一応庁禽
の整備も終ったので，昭和30年3月26F；（±）を期して新庁舎開き祝賀式典
ならびに記念講演会を行った。
　祝賀式典はle時30分から一・橋講堂で行い，開式のことぽにつづいて，まず
あいさつならびに経過報告（西尾所長）があり，文都大距祝辞（吉田調査局
長代読），日本学術金議会長州辞（尾高朝雄氏代読），引立教育研究所村上所
長祝辞，圏語審議会土岐会長祝辞，圏立国語研究所評議員会下週会長祝辞と
ひきつづいて各方面からお祝いのことばが害せられ，11時30分とどこおりな
く式典をとじた。
　ひきつづいて，参会された約200名の方とともに如水会館で祝宴を開い
た。席．k，まず鰯立当初の所長事務取扱井手成三氏の5”・一プルスピーチがあ
りっいで，蒔枝誠記・内藤濯。西原慶…。桑原武夫・久松濟一・石黒修。林
知己夫・千葉勉・西本三十＝1・颯薦琴次諸氏が各方面を代下して，それぞれ
個性豊かなスピーーチぶりで，国語研究所の前途を祝福しかつ激励された。そ
の間，各地から寄せられた祝電の披露：もまじえ，和やかなふんい気の中に印
i象的な祝宴を終えた。
　午後1縛30分，ふたたび会揚を一・橋講堂に移し，認念講演会を開いた。午
矯中は雨だったが，この頃から幸にも雨があがり，聴衆は続々参集，たちま
ち400名を越した。まず西尾下下のあいさつがあり，策1陣として柴田武所
員が「現代の敬語意識」と題して，会社などで庶役のことを電話口で外部の
人に伝える揚合の上長の呼び方について，一・一SSkの人がどういう敬語意識をも
っているかを，愛知隈岡崎市での敬語調査と東京での電話における話しこと
ばの調査の結果を材料にしてのべ，つづいて林大所員が「三つの語彙調査」
と題して，アメリカのウェイン大学のジョッセルソン（H：．H．　Josselson）等
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が行った過去120年間を対象とするロシア語の語彙調査と，フランスのギロ
ー（P．　GUiraud）が行った6入のフランス象徴詩入の詩の璽語の語彙調査を
紹介したのち，現在，国立国語研究所で進行申の総合雑誌の語彙調査の好闘
報告の概要を罷表した。最：後は，波多野完治評議員が「ラジオニュースの文
章心理学」と題しで，最近のラジオニュースを材料に，貯ましくない実例と，
それを改善した好ましい実例を，ともに録音し，それらを再生しつつ，＝・　L
”・一　Y．文体のありかたをのべ，2時間半にわたる罷念講演会を終えた。
祝賀式典のさいの所長あいさつなら0ミに経過報告
　きょうは，国立国語研究所がはじめてひとつの建物にはいりました，そして，研究
所としての設備を整えまして，調査研i究に精進することが今までよりも都合よく蓮ぶ
ことになりましたのを一詞喜びまして，その祝賀の催しを：考えました。国立国語研究
｝1舜は，御承知のように，すでに創立されてから6無たちましたけれども，実はそのあ
いだに，まだ創立のこひろうも申しあげないでまいりました。これはやはり研究所の
建物というものにはいることができませんので，なんということなく，そのような式
を催します運びにならないでおりましたので，そのような創立の式をいたしませんで
まいりました。その気持をもこめまして，新庁舎響き祝賀式というような名まえで，
きxうの催しを企てまして，そうして，創立の際に御尽力たまわりました方々，それ
からまた，創立後研究所の運鴬について絶えず御配慮いただきました方々，また研究
所の今後の発展についていろいろとお力をいただいております方々に御案内を申しあ
げましたところ，奪渡末お忙しい中を御都合をおさしくりくださって，このように多
数御臨席いただきましたことを，まことにありがたく所員一同感激いたしております。
　国立国語研究所は，昭和23年の12月20Sの「建立国語研究所設置法」という法律案
の公布と実施によって創立をされました。その蒔は下条：文部大臣の時代でありまして，
時の井手文部次官が研究虫払覇取扱として創立のことにあたられまして，だんだん
と，まだ紙一枚ない研究所の設置についての御尽力をいただきました。昭和24無の1
月31日に，私が所長として任命をされました。そして，続いて評議員会の委員が委嘱
され，pTr員がだんだんと任命をされまして，そして出発をいたしましたが戦後まもな
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い跨期でございますので，研究所の建物をえることができなくて，非常に文部省町彫
の御尽力と，それからまた，明治袖宮の御厚意によりまして，その当時といたしまし
ては，まことに得がたいような，絵旧館の一回分を借屑して，繊発をいたしたわけで
あります。ところが，だんだんと仕事が進むにつれまして，いろいろな研究虞果が多
くなってまいりますし，それからまた，所員52焦のほかにだんだんと臨時の補助者も
加わりまして，雰常に，乎ぜまになってまいりました。
　「繰：126薙には，山本禽三さんのE「Lmeのお宅が進駐軍の接紋の中にあり茸したのを，
解除されますと【翻寺に，分蜜として借用することができまして，研究所の一等分を約
1蝦まど三鷹の分蜜に移しておりました。その後，絵画館に近い照谷第六小学校の一
隅分を，新宿区の当局，教育委員会，小学較長などの二野意によりまして，そこを拝
借することができまして，三鷹の分蜜をそこへ移して，絵解館と近くはなりましたも
のの，なんとしても不便をまぬがれまぜんでした。
　ところが，昨年，：文部省の私どもの所管局であります周壁局長，それから麟語課な
どの御尽力によりまして，それから一橋大学の格別な御好意1こ．よりまして，はじめて
羅語研究所として設備をすることのできる木造323坪の二階建の一むねを得まして10
月1Nから移転をいたしました。その建物は，この講堂の背中あわせというような位
隠にありまして，準じ敷地の中でありますし，一橋大学が昭和17奪に研究・・…経済研
究所としてお建てになつ紅ものを進駐軍が接慨しておったのでありますが，鰐除と同
調に酪別な御好意で国語研究所で使用することをお認めいただいて，非常な郷無理を
申しあげて，修繕やら，またあらたにその中に音声研究窯などを設置いたしました。
さらに，欝露をいま，実はぎのうまでに完成していただく予定でありましたが，まだ
少し残っておりますが，増設中であります。’
　このようにいたしまして，まあ「石の上にも3薙」ということばがありますが，私
どもは非常にりっぱな石造りの絵画館という建物の中で，そういう点ではたいへんに
環境がよく，しあわせでございましたが，とにかくなかなか冬は寒さの身に．こたえる
石造りの・凹凹鞠をいたしましたことが繰れまして，今申しあげた，この敷地
内のひとむねに移ることができました。所員一一覚悟をあらたにして，今後の研究1舌
動を続けてまいりたいと思いますが一創立以後今購まで，いろいろなお立場で御脂導
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くだされ，御支援いただいた皆様には，今後ますます御配慮をたまわりまして，この
国立国語研究撰が設立されました意昧を完成することができますように，御協力をお
願い申したいと思います。お礼にあわせて，ひとことお願い申しあげて，ごあいさっ
といたします。
　なお，簡単に，この国語研究所の設立と，それからまた，そのこの力業の経過につ
いて御報告を申しあげたいと思います。
　さきほど申しあげましたように，罵立国語研究断の設躍は，昭和23奪の12月20Nで
ありますが，しかし，それは一朝一夕にできたわけではございません。すでに半働紀以
上にわたる先覚者のなみなみならぬ御蕃心と，それからまた戦後の日本の再建と，そ
れから：交化進展のために必要なことは，国語国宇問題を解決するために一つの研究機
関を設ける必要があるという祇会的な要望が高まってまいりまして，非常に容易なら
ない蒔期に設立させられたわけであります。その際には，そのような社会的要望を代
表されまして，既倒「国民の国語蓮動連盟」が結成されましたが，その山斗人として
の安藤黒地さん，それから，その疇の幽翠番議会長安借能威さん，それから日本放送
協会専務理事としての古殿鉄郎さん，それから，日本新聞協会理事長としての染工卑
徳さん，それから，購本出版協会の協会長としての石井満さん，それから，日本印刷
協会の理肇長としての野沢隆一一さん，この6人の方々が，第……これは年を申します
と昭和22奪8月，第1圏会開会申に，国字国語問題の研究機関を設置すべき，という
請願を国会に出されまして，それが衆・参両院で採択をされて，内閣に鷹付されまし
た。そこで，閣議によりまして，この実現をはかるということがき’まりまして，そう
して，時の文部大乱森戸展男さん，有光次郎さんなど，これが実現に御尽：力になり，
とくに直接には当時の稲田教科書掛長，釘本国語課長などがその実際の面につbて，
非常に御尽力になりまして，第2国会で予算が認められ，第3国会で「国立国語研究
匪設置法」が可決をされて，実現したわけであり庫すが，その第3国会に設置法が提：
出される前に．は，文部省では，衆・参両院の文化委員の方々と御相談になって，昆主
酌に設置するという意味で創立i委員会を設けられて，そうして，昭和23駕8月17，18，
19の三臼閲にわたって，いかなる性格の研究所を，いかなる組織をもって，どういう
ふうな事業をするかというようなことについて審議され，そうして，その設憲法案を£
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まとめて，提出したわけであります。そして，設置法が出たわけでありますが，その
ときに森芦文部大臣が議会に説明を，提案日岡の説胆をされましたことは，要点が三
つあります。
　その第1には，科学的な調査研究機閣であるということの性格をまず説明をされま
した。第2には，国劇の習語生活広｛箆にわたって，それをくわしく，その実態を調査
研究して，国諮政策を立案する確実な資料を作成するというのであります。そしてま
た，広く騨民の雷誌生活の向」＝二に資するような，資料を作成するようにというような
研究所としての謎査研究の仕事が説明されました。第3に，評議員会を設けて，この
研究所が学界や教育界やそのほかの各界から孤立しないで，そうして，健金で民主的
な研究が進められるようにということを考えてあるという，こういう三つの点を力説
をされまして，そうして，この，研究所を設けるのは，日本の交化を進展させる上に．
欠くことのできない条件を満足させるものと儒じるという，こういう御説腸がありま
したG
　設置法は，そのような趣意をくわしく規定しておりますので，私ども研究所の性格
と任務というものにつきまして，最初から瞬員の串の研究部30入が，まずその点から
考慮いたしまして，研究にかかったわけでありますが，なにを申しましても，御承知
のとおり，国語国字問題が持ちあがりましたのは，明治維新という，曝本の著しい変
動期でありまして，それから先覚者たちがいろいろな主張と考祭とをこの簡題につい
て；果たされてまいったわけであります。
　交部省では，御承知のとおり，似鯉調査委員会を設け，また続いて臨時国語調査会
を設けて，この簡題解決の一つの基礎的な調査研究をされたわけでありますし，それ
からまた，昭和9年には，交部大臣の諮下機蘭としての岡語審議会が設立されて，非
常な重要な問題についての解淡に努力を続けられたわけであります。
　ところが，戦後になりまして，洋本の再建と：義脚の進展のために，第1にこの問題
を根本的に解決しなければならないとViう意昧で，さきほど申しあげたような：交化団
体の代表の方から請願をされたわけでありますが，そのときにどうも今までをかえり
みて，国語調査委員会，脇時国藷調査会など非常にりっぱな研究ができておるにもか
かわらず，行政整理などによってそれが廃止された，こういうことではだいじな問題
を根本的に研究を徹底することができないから，こういうようなひとつの政治的な活
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動によって，そんなにぐらっかないような，研究機関を，それからまた，なんといっ
ても非常に広範な，重大な問題である関係上，網当な獺をもった研究機関でなけれ
ばならないというような，こういうふたつの点から，今の国立国語研究所は計画され
たわけであります。
　そこで，私どもはその設立の趣意に沿いまして，仕事を始めるにあたりまして，具
体的に突きあたりました問題は，まず第1に，問題以前の聞題があるということであ
ります。それは，今までは，いろいろな先覚者や専門の方々が閥題として，取りあげ
られてまいったわけでありますが，しかし，今でもまだ，その国語国字問題がわれわ
れの生活の上に，文化の上に重大な問題であるということを，はっきりとお認めにな
っている方は，国畏全傭はもとより，識者のあいだにもまだはっきりそういうことを
お認めにならない方が少なくないということであります。つまり，国諮騨字問題とい
うものを問題にされていないという向ぎが多い。これでは，どうしてもこの問題を根
本的に解決することはできない。なによりも問題というものを意識すること，もっと
広く識者はもとより，国民が国語国字というものが問題である。ただ自然のままでま
にあってるとか，自然のままでだんだんとよくなってゆくと考えていることは許され
ないということを，また，どこの羅でもそうではないということを雰営に研究もし，
いろいろな努力も払って，そうして進歩をし，またその国民のことばとして，能力を
発揮しておるんだと，こういうことを全般が考えないと，この問題は解決しない，つ
まり，ある議論で割りきることもできなければ，それからまた，政治力をもって押し
つけることもできない，国畏全体が問題としてこれを解決にあたらなければならない，
それは全く科学的な研究，調i蓋研多監ということはまさIZ　eういうことだと二考えたわけ
であります。ここに一つの大き’な任務がある。
　もう一つは，国語国宇問題でありますが，とくに今までは，国掌……いちばんその
先端である国字が問題どされて，いろいろな重要な政策も実施されておるわけであり
ます。これはきわめて当然なことであり，重要なことでありますが，しかし，その問
題はやはり国語の爾から，ことばの表謹としての：交字であるから，すべてことばのこ
とが千分に調査され，研究されないと，その表記である隅字のことも，国民のものと
して徹底しないという，ここでまず，文言の面からも，それからまた，ことばの面か
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らも考えるということになりますと，これ非常に広い問題になるわけであります。こ
とに近ごろ，だんだんと～般に蕎われておりますように，日本の場合は，：文宇による
書きことばの交化というものが，話しことばの，……刷なことばで申しますと，国民
の口恥漿を置きざりにしてどんどん進みましたために，この照しことばと書きことば
のあいだに非常に大きな異きカSあるという，これが今Elのまた国語問題，国資問題の
大きな、そういう問題を起こす隙困になっている。ここに対して，十分に今の実態が
どうであるか，それからまた，そこにはどういう関係問題があるか，したがってまた，
その弓懸を関係的に解決していくには，どういう方策が立てられなくてはならないかと
いうような問題になりまして，まことに私どもの力でこのことを果たしていくという
には，諜常な困難があるということを，その困難を発晃してまいったわけであります。
　そこで，私どもといたしましては，ただいま話しことばの研究蜜や，書きことばの
研究窯や，地方言語の研究i藍を設け，それからまた，一爵には，国諮教育の研究蜜や，
新聞放送用語の言語効果の研i究窒を設けまして，そうして，それらの研究がみな関係
的に進み，協力し批判しあいまして，そうして，国民の共通なことばというものの実
態をあきらかに，し，そうして，国語政策の立案の資料を握供し，そして，国災の言語
生活を向上させる資料をも出そうと努力しておるわけであります。が，なにいたしま
しても，問題は大きく，そうしてまた，私どもの研究所は，さき像ど申しあげたよう
に，非常に以前と比べたら，旧き・な規模をお考えいただきましたにもかかわらず，ま
ことに，仕事を進める問題の大きさに比べますと，まだまだ非常に幾模が小さいため
に．，ここに門馬に時間がかかるということの’滴みのゆにあります。
　ことに，どうしても，これからの骨化のことを考えますと，ほんとうの意味の標準
語というようなものが，屡戻生活の中に確立していかなければならない，それはいか
にしてできるかというようなことを考えますと，その政t立案の資料をIMす，幽翠の言
語生活向上の資料を幽しつつ，具体的な形で申しますと，現代標準語辞典というよう
なものにまとめなければならない，そうまとめますには，どうしても，歴史的な国語
の発達に関する詳しい調査研究をして，ことばの歴史的な流れという薗から考えない
と，現代標準語辞典はできないという，そこは私どもの研究所にまだ未完成部門とい
たしまして，この歴史的な部門が残されております，それは，事業費を年々いただき
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まして，そういう部門を設置するための基礎をきずき，準備をいたしておりますが，
まだ予算の上では定員が認められないわけであります。で，この部門を作りまして，
ただい憲までの仕事を進め，そうして，またさらにその仕事に続きましては，イギリ
スのオックスフォードのと竣版部から1二とiております，N．　E。　D・のような，歴史的な
国語大辞典の編纂の基礎をもきずいてまいりたい，またそれが，設置された，基礎約
な調査研究をして，根本的に問題解決するという，具体的な仕事はそういうことを露
ざすべきであると考えておるわけであります。
　ところが，嗣語麗字問題は時々刻々に起こってまいりますので，それはそのような
成果を提供いたします途串の一つの派生的な資料として出すことをつとめております
が，このような状態の中におりますことを御報告申しあげ，そしてまた，研究のこれ
までの中戸的な成鳥でありますが，つきましては，研究報告9滞，それから研究資料
3冊，研究串報が5聡，今もう1冊を刊行の運びになっておりますが，そのほか，研究
報告も二つほど校正巾でありますが，そのように進め，なお，発表……研究発表会や
講演会等を渇いて，広く学界や各界からの御批判をいただいて，この霊大な儀務を完
全に巣たすようにいたしたいと，一団努力に陶かっておる次第であります。
　なにとぞ，仕事は，霞大諜題が今後に多く残されておりますので，創立およびその
このいろいろな御煎友をもちまして，皆さまの今までに変わらない御指導と御支援を
いただきたいことをお願い申しあげて，私の報告を終わります。
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